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By 
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Abstract 
The Japanese Communist Party expelled two senior party members in early 2023, not because they expressed 

dissent, but because they attacked the Communist Party from the outside. More than 30 years after the fall 

of the Berlin Wall, the Japanese Communist Party still adheres to the organizational principle of democratic 

centralism. It must be said that the understanding of Western democracy is poor. More than 40 years ago, 

there was a dispute between Mr. Tetsuzo Fuwa,  the Japanese Communist Party cadres  and Mr. Fukuji Taguchi, 

who introduced Eurocommunism and Neo-Marxism to Japan, and Mr. Taguchi was severely criticized by Mr. Fuwa. 

Through this dispute, the criticism of two senior party members for the democratic centralism and the view 

on security of the Communist Party, I want to explore the Communist Party image that there should be, the 

socialism image that there should be. 
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１． はじめに 

 

２０２３年２月、３月、日本共産党の古参党員２名が、

党から除名処分を受けた。両者とも、「党首公選制」を提

唱し、除名処分となった。２月の松竹伸幸氏への除名に

ついて、日本共産党党首の志位和夫委員長は、「赤旗の論

説に尽きる」と明言した。同党の小池晃書記局長は、「異

論を述べたから処分した、というわけではまったくない。

異論があるからではなく、その異論を、ある意味では、突

然、外から攻撃するという形でやってきた」からだと強

弁した。党の内側からの批判と外側からの批判に差はな

いように筆者には思えるが、共産党の「党内に分派・派閥

をつくらない」という民主集中制の組織原則に反すると

いうのが除名の理由である。この除名処分に違和感を持

たれた国民、および共産党のシンパは多いことと思う。

「民主主義と平和」を主張する政党にしては、不可解な

処分であるという印象を与えている。 

松竹氏は『シン・日本共産党宣言』を２０２３年 1 月

に出版し（１）、党首公選と自身が立候補することを宣言し、

あるべき共産党の政策像も提唱している。３月に除名さ 

 

＊文理融合学部経営学科教授 

れた鈴木元氏は『志位和夫委員長への手紙』を（２）、同じ

く同年１月に出版し、低迷する日本共産党の新生を願っ

て、志位氏の辞任、党首公選制の導入、ならびにあるべき

政策像について力説している。 

また以前には、日本を代表するマルクス主義政治学者

も容赦なく、共産党から批判の矢面に立たされた。田口

富久治名古屋大学教授（当時）である。１９６０年代から

７０年代のユーロコミュニズムおよびネオ・マルクス主

義を日本に紹介した人物である。 

本稿では、松竹氏の著書、鈴木氏の著書、田口氏と不破

哲三共産党書記局長（当時）の論争を通して、民主集中制

の問題点と、あるべき社会主義像、あるべき政策像につ

いて検討したいと考えている。 

 

２． 松竹伸幸『シン・日本共産党宣言』（文藝春秋） 

 

  松竹氏は、一橋大学在学中に日本共産党に入党し、半

世紀近く共産党員として歩んでこられた。共産党本部で

は政策委員会の安保外交部長の役職に就いていたが、志

位委員長との意見の相違から、２００６年に退職し、京

都のかもがわ出版で編集主幹となった人物である。  
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（１）野党共闘には現実的な安全保障政策と党首公選を 

  松竹氏によれば、野党共闘成立の鍵は、他の野党が懸

念している安保・防衛政策に共産党がどういう態度をと

るかにある。ロシアがウクライナをミサイルで破壊する

様を連日見せつけられている日本国民は「外交努力でな

んとかなる」という従来型の安保・防衛論では納得しな

い。野党共闘を主導できるような安保・防衛論を打ち出

すことが共産党に求められている。そして何より共産党

が党首公選することが必要となる（３）。松竹氏は党規約第

３条を紹介する。「党は党員の自発的意思によって結ばれ

た自由な結社であり、民主集中制を組織の原則とする。

その基本は、次のとおりである。（一）党の意思決定は、

民主的な議論を尽くし、最終的には多数決で決める。（二）

決定されたことは、みんなでその実行にあたる。行動の

統一は、国民にたいする公党としての責任である。（三）

すべての指導機関は、選挙によってつくられる。（四）党

内に派閥・分派はつくらない。（五）意見がちがうことに

よって、組織的な排除をおこなってはならない。」松竹氏

によれば、一見常識的なもののようにみえるが、「党内に

派閥・分派をつくらない」という規定は、かなり厳格に運

用されている。共産党のなかで、他の部局と連絡をとる

だけで、分派とみなされる（４）。 

（２）安保、防衛問題、自衛隊について 

  野党連合政権の大きな障害になっているのが、安保、

防衛問題、自衛隊についてである。１９９４年第２０回

党大会のときに、「侵略されたらどうするのか」に対する

回答として、「警察力や自主的自警組織」で対処するのが

基本だとなっていた。松竹氏は、「自主的自警組織」は、

戦前唱えられた「住民による竹槍国防論」のようなもの

だという感想を述べている（５）。２０００年の第２２回党

大会では、「自衛隊活用論」が決まったが、党内では評判

が良くなかった、と同氏は言う（６）。 

 ２００５年春、松竹氏が党の月刊誌に載せた論文をめ

ぐって、志位氏と衝突した。志位氏は安保条約下では、自

衛隊反対が党の基本的スタンスだと。松竹氏は安保条約

の有無にかかわらず、自衛隊を使うのは当然だと反論し、

議論は平行線となり、党本部を退職することになったと

のことである（７）。 

 その後、松竹氏はかもがわ出版に再就職し、「自衛隊を

活かす会」を結成し、事務局長になった。一方、志位氏は

２０１５年に、新安保法制廃止を前提としたうえでの野

党連合政権では、日本有事の際は、自衛隊の出動を認め

るだけでなく、安保条約第５条の発動もＯＫであるとい

う趣旨の発言をしている、と松竹氏はいう。つまり新安

保法制には反対であるが、安保条約については、共産党

が認めたことを意味するとのことである（８）。２００５年

の松竹氏の意見に志位氏が接近したことになるといえよ

う。 

 しかし、松竹氏の安全保障観は、自民党政府の安全保

障観とは、異なる部分がある。それが「核抑止抜きの専守

防衛」である。松竹氏によれば、アメリカの核抑止に頼ら

ず、通常兵器による抑止にとどめる政策である（９）。非核

三原則に、「使わせない」を追加したうえで、専守防衛と

合体させる（１０）。ウクライナの戦いも「核抑止抜きの専守

防衛」に徹している（１１）。松竹氏は言う。「核抑止抜きの

専守防衛に徹する覚悟を持つしかない。アメリカに頼る

という姿勢では、日本自身は・・・いざという時を迎えて

あたふたしかねない（１２）。」日本の安全保障の最大の懸念

である尖閣についての松竹氏の考えはこうである。「日本

は尖閣を自分で守る、アメリカが助けに来なくても守る、

そんな姿勢で臨むべきだ。中国の本土にある出撃基地ま

で叩くことはせず、それをアメリカの力（核も含め）に頼

るのでもなく、日本自身が尖閣の周辺から中国軍を追い

だすことに徹するべきである。その結果、ウクライナ戦

争のように、尖閣を奪われたり取り返したりを繰り返す

消耗戦のようになるだろう。しかし、そこで我慢ができ

ずに、中国本土の敵基地攻撃までしてしまっては・・・日

本本土が攻撃を受けることになる。・・・本土が攻撃され

ない戦略こそが合理的である。・・・日本は自力で戦うこ

とを基本とすべきである（１３）。」岸田政権の敵基地攻撃論

は採用しないことが、筆者にはここから読み取れる。有

事となっても、本土攻撃、沖縄本島攻撃がないように、敵

基地攻撃をせず、尖閣諸島奪取の攻防戦に限定したほう

がよいというのは、日本の被害を最小限にする意味にお

いては必要なことであろうと筆者にも思える。但し、

ヨーロッパ左翼の研究者ですら、一国で防衛できる時代

ではないと述べている。やはりアメリカの協力が必要不

可欠であろうと筆者は考える。もっとも、松竹氏も日本

が一国で尖閣で踏ん張っている間に、アメリカの停戦提

案を期待できるし、アメリカも軍事面で助けてくれるか

もしれないことには、期待しているようである（１４）。 

（３） 人間の顔をした資本主義を 

  松竹氏によれば、日本共産党は社会主義を放棄してい

ないが、「資本主義の枠内で可能な民主的改革」を考えて

いる。日本の企業は技術革新をはかって、企業の成長を

目指すことには無関心で、アベノミクスでは、賃金を上

げるという政策は掛け声倒れに終わった。必要なのは人

への投資であって、そうすれば賃金が上がる。お金はあ

る。企業の内部留保金は世界一である。甘利明氏が述べ

ている。企業は「下請けをたたき続け、賃金を上げないデ

フレ経営」を続けた。この指摘を受けて、松竹氏は、賃上

げによる経済成長によって、税収が増え、年金や社会保

日本共産党の民主集中制に関する批判的考察
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障も充実したものになると提言している（１５）。日本は「人

間の顔をした資本主義」をめざし、収益性の確保を何よ

りも優先する資本主義の原理に改革を加えるべきだと、

松竹氏は再度力説する（１６）。 

 日本共産党という党名については、松竹氏によれば、

「ソ連の崩壊や中国の実態は、共産党という党名を使う

ことを困難にしている（１７）。」「共同党」「共生党」なども

有力な選択肢である（１８）。 

 「人間の顔をした資本主義」は、プラハの春の「人間の

顔をした社会主義」からとっているのであろうと筆者に

は思える。「人道主義的な資本主義」をということであろ

う。日本共産党は企業の内部留保金への課税をと提案し

ているが、これは企業の抵抗にあって実現は困難であろ

う。むしろ内部留保金を人への投資、設備投資にあてて

もらって、経済成長による税収の伸びを、社会保障に回

す方が良いであろうと筆者には思える。松竹氏の提言に

は賛成できる。党名については、変更した方がよく、東欧

の共産党が８９年の市民革命後、「社会民主党」「社会党」

に変更した。社会民主主義を目指す以上、この二つのど

ちらかであると筆者は思うが、日本には、すでに「社会民

主党」「社会党」という党名を使用している政党があり、

これとは差異化を行う必要があろう。党名を変更しても、

「旧共産党」と呼ばれるだけなので、変更すべきではな

いという見解もあるが、社会民主党的なものへの変更が

必要であろうと筆者には思える。 

  

３． 鈴木元『志位和夫委員長への手紙』（かもがわ出版） 

 

  鈴木元氏は、日本共産党の立命館大学学生党委員長を

経て、同京都北地区委員会・府委員会常任委員、立命館総

長理事長室室長などを歴任し、京都府内最大規模の共産

党単位後援会の会長を務めていた人物である。 

（１）安全保障政策に関する覚悟を 

日本共産党の政策のなかで、現実的ではなく、将来の他

の野党との連合政権の結成の際にネックになるのが、安

全保障政策であると考えられる。鈴木氏は同書のなかで、

「安全保障に関する覚悟を決めた議論を」と提唱してい

る。鈴木氏によれば、この問題に関する共産党の主張が

変遷している。１９９４年の党大会では「自衛隊の解散

を要求する」とともに、急迫不正の主権侵害にさいして

は、警察力や自主的自衛組織など憲法９条と矛盾しない

自衛措置をとることが基本であるとしたが、自主的自営

組織の具体的内容は明らかにしていない。１９９７年の

大会では「段階的に自衛隊を解消していく」とした。２０

００年の大会では、急迫不正の主権侵害、大規模な災害

など、自衛隊を国民のために「活用する」とした。２００

４年の大会では憲法９条擁護が前面に提示された。同書

の鈴木氏の記述であるが、２００４年６月、党とは別に、

「９条の会」の結成が呼び掛けられ、全国に組織化され

ていったが、多くの共産党員もこの組織で活動した。２

０２２年２月のウクライナへのロシアの侵略を受けて、

同年４月、志位委員長は、急迫不正の侵害に対しては自

衛隊を活用すると明言した。「９条の会」の運動によって、

共産党員の大部分は「活用論」を十分に認知していない。

２０２２年５月、志位委員長は共産党が入った連合政権

ができれば、自衛隊は合憲であると述べ、党員、９条の会

の関係者の驚きと批判を招いた。活用論、合憲論は、共産

党員や支持者の足を止め、他党に票を奪われた。一方で、

２０２２年の参議院選挙中の演説においては、志位委員

長、共産党幹部は平和外交一辺倒の演説に終始した（１９）。 

 以上から、共産党委員長および党幹部は、安全保障に

関しては、年々現実的な路線に傾いていったことが筆者

には推察できる。しかし、共産党員、同党支持者は憲法９

条擁護の絶対平和主義の立場の人が多く、「活用論」を十

分に認識させていないのは、委員長、党幹部の二枚舌が

影響していると鈴木氏は言いたいのであろうと推察でき

る。 

 鈴木氏は、現在の厳しい安全保障環境のなかで、「侵略

する危険より、侵略される危険が急浮上」と述べている。

「日本がアメリカと一緒に戦争に出かける危険よりも、

中国やロシアが日本に侵略してくる危険が現実的に」

なったので、自衛隊を「非核・専守防衛を原則とする国防

軍に改組することを憲法上明記する」ということは一つ

の論として成り立つ、という（２０）。志位委員長・党指導者

の皆さんは、中国やロシアが攻めてきたときに「自衛隊

を活用する」程度のことで済むと思っているのか。鈴木

氏は続ける。中国は尖閣諸島が台湾のものであり中国の

ものであると言っている。中国はＧＤＰで日本の４．５

倍、軍人数は自衛隊の２６万人に対して中国は２００万

人いる。その中国が台湾（尖閣）武力統一に動いたとき、

「自衛隊を活用する」程度で済む問題ではないことは明

白である。日米安保条約第５条を想定しなければいけな

い。自衛隊を活用するということは米軍の活動と一体で

あることは明白である。「アメリカが行う戦争に日本が巻

き込まれる危険より、今や中国が台湾、沖縄を攻める危

険の方がずっと現実的な危険となっている。」「中国の侵

略的軍事行動に対して、警察・海上保安庁だけで止める

ことは不可能。」「中国軍２００万人に対して自衛隊２６

万人という現実を考えれば、日米安保条約に基づく米軍

の出動ぬきに中国軍の行動に対応できない。」「したがっ

て、純軍事論的にいえば、政権に就こうとする限り、安保

容認・米軍の出動要請、自衛隊合憲・活用の立場に立たざ

（１）野党共闘には現実的な安全保障政策と党首公選を 

  松竹氏によれば、野党共闘成立の鍵は、他の野党が懸

念している安保・防衛政策に共産党がどういう態度をと

るかにある。ロシアがウクライナをミサイルで破壊する

様を連日見せつけられている日本国民は「外交努力でな

んとかなる」という従来型の安保・防衛論では納得しな

い。野党共闘を主導できるような安保・防衛論を打ち出

すことが共産党に求められている。そして何より共産党

が党首公選することが必要となる（３）。松竹氏は党規約第

３条を紹介する。「党は党員の自発的意思によって結ばれ

た自由な結社であり、民主集中制を組織の原則とする。

その基本は、次のとおりである。（一）党の意思決定は、

民主的な議論を尽くし、最終的には多数決で決める。（二）

決定されたことは、みんなでその実行にあたる。行動の

統一は、国民にたいする公党としての責任である。（三）

すべての指導機関は、選挙によってつくられる。（四）党

内に派閥・分派はつくらない。（五）意見がちがうことに

よって、組織的な排除をおこなってはならない。」松竹氏

によれば、一見常識的なもののようにみえるが、「党内に

派閥・分派をつくらない」という規定は、かなり厳格に運

用されている。共産党のなかで、他の部局と連絡をとる

だけで、分派とみなされる（４）。 

（２）安保、防衛問題、自衛隊について 

  野党連合政権の大きな障害になっているのが、安保、

防衛問題、自衛隊についてである。１９９４年第２０回

党大会のときに、「侵略されたらどうするのか」に対する

回答として、「警察力や自主的自警組織」で対処するのが

基本だとなっていた。松竹氏は、「自主的自警組織」は、

戦前唱えられた「住民による竹槍国防論」のようなもの

だという感想を述べている（５）。２０００年の第２２回党

大会では、「自衛隊活用論」が決まったが、党内では評判

が良くなかった、と同氏は言う（６）。 

 ２００５年春、松竹氏が党の月刊誌に載せた論文をめ

ぐって、志位氏と衝突した。志位氏は安保条約下では、自

衛隊反対が党の基本的スタンスだと。松竹氏は安保条約

の有無にかかわらず、自衛隊を使うのは当然だと反論し、

議論は平行線となり、党本部を退職することになったと

のことである（７）。 

 その後、松竹氏はかもがわ出版に再就職し、「自衛隊を

活かす会」を結成し、事務局長になった。一方、志位氏は

２０１５年に、新安保法制廃止を前提としたうえでの野

党連合政権では、日本有事の際は、自衛隊の出動を認め

るだけでなく、安保条約第５条の発動もＯＫであるとい

う趣旨の発言をしている、と松竹氏はいう。つまり新安

保法制には反対であるが、安保条約については、共産党

が認めたことを意味するとのことである（８）。２００５年

の松竹氏の意見に志位氏が接近したことになるといえよ

う。 

 しかし、松竹氏の安全保障観は、自民党政府の安全保

障観とは、異なる部分がある。それが「核抑止抜きの専守

防衛」である。松竹氏によれば、アメリカの核抑止に頼ら

ず、通常兵器による抑止にとどめる政策である（９）。非核

三原則に、「使わせない」を追加したうえで、専守防衛と

合体させる（１０）。ウクライナの戦いも「核抑止抜きの専守

防衛」に徹している（１１）。松竹氏は言う。「核抑止抜きの

専守防衛に徹する覚悟を持つしかない。アメリカに頼る

という姿勢では、日本自身は・・・いざという時を迎えて

あたふたしかねない（１２）。」日本の安全保障の最大の懸念

である尖閣についての松竹氏の考えはこうである。「日本

は尖閣を自分で守る、アメリカが助けに来なくても守る、

そんな姿勢で臨むべきだ。中国の本土にある出撃基地ま

で叩くことはせず、それをアメリカの力（核も含め）に頼

るのでもなく、日本自身が尖閣の周辺から中国軍を追い

だすことに徹するべきである。その結果、ウクライナ戦

争のように、尖閣を奪われたり取り返したりを繰り返す

消耗戦のようになるだろう。しかし、そこで我慢ができ

ずに、中国本土の敵基地攻撃までしてしまっては・・・日

本本土が攻撃を受けることになる。・・・本土が攻撃され

ない戦略こそが合理的である。・・・日本は自力で戦うこ

とを基本とすべきである（１３）。」岸田政権の敵基地攻撃論

は採用しないことが、筆者にはここから読み取れる。有

事となっても、本土攻撃、沖縄本島攻撃がないように、敵

基地攻撃をせず、尖閣諸島奪取の攻防戦に限定したほう

がよいというのは、日本の被害を最小限にする意味にお

いては必要なことであろうと筆者にも思える。但し、

ヨーロッパ左翼の研究者ですら、一国で防衛できる時代

ではないと述べている。やはりアメリカの協力が必要不

可欠であろうと筆者は考える。もっとも、松竹氏も日本

が一国で尖閣で踏ん張っている間に、アメリカの停戦提

案を期待できるし、アメリカも軍事面で助けてくれるか

もしれないことには、期待しているようである（１４）。 

（３） 人間の顔をした資本主義を 

  松竹氏によれば、日本共産党は社会主義を放棄してい

ないが、「資本主義の枠内で可能な民主的改革」を考えて

いる。日本の企業は技術革新をはかって、企業の成長を

目指すことには無関心で、アベノミクスでは、賃金を上

げるという政策は掛け声倒れに終わった。必要なのは人

への投資であって、そうすれば賃金が上がる。お金はあ

る。企業の内部留保金は世界一である。甘利明氏が述べ

ている。企業は「下請けをたたき続け、賃金を上げないデ

フレ経営」を続けた。この指摘を受けて、松竹氏は、賃上

げによる経済成長によって、税収が増え、年金や社会保
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る」を得ない。現実をリアルにみて考えればそうなる。

「志位委員長・貴方は政権に入れば云々の小手先ではな

く党大会を開催し、こうした見地を明確に述べて、党員

にも国民にも提案・明記しなければならない」ことにな

る（２１）、と鈴木氏は力説する。 

 このような現実主義者が日本共産党員のなかにいたこ

とは驚きであるが、２０１２年尖閣の国有化以降、中国

公船の度を越した執拗な領海侵入、台湾に対する軍事的

威圧、香港に対する言論の封殺などの国家資本主義国家

で権威主義国家である中国のファッショ化をリアルに見

ると現実主義的な安全保障観にならざるを得ないと考え

たのだと筆者は思う。一方で憲法９条の存在が、日本が

アメリカが起こす戦争に辛うじて巻き込まれなくて済ん

だという面もあったことも事実であろう。そのような効

用・役割が憲法９条にはあった。アメリカと一緒に、戦

わない軍隊であることが自衛隊はできたということだ、

と筆者は考える。志位委員長をはじめ日本共産党の幹部

は、二枚舌を使用しつつも、多少は現実主義的な安全保

障観に変わってきているようにも筆者には見える。本音

は自衛隊の段階的縮小、日米安保の廃止であるが、現実

的思考もせざるを得ないと志位委員長も共産党幹部も考

えているのであろう。ネオ・マルクス主義がいう軍隊の

二面性の認識に日本共産党も近づいてきたのかもしれな

い。それでも、本音と建て前を分けるのではなく、もっ

と現実的な安全保障観に徹して、党員を説得するべきだ

というのが鈴木氏の主張である。但し、鈴木氏も認めて

いるようにみえるが、一般共産党員がどれだけこの主張

についてこられるかは未知数である。 

鈴木氏によれば、軍事面以外でも考える必要があると

いう。中国に軍事行動を起こさせないようにするには、

ロシアのウクライナ侵略を失敗させることである。そう

すれば中国もロシアも他国への侵略に慎重にならざるを

得ない。共産党はロシアのウクライナ侵略反対の大衆運

動に力をいれるべきである（２２）。中国はロシアと違って

経済大国であるので、中国が戦争行為を行った場合、国

際的連携で中国への資源・資源供給を止めることになる

警告を行うことは効果がある、と鈴木氏はいう（２３）。 

ロシアのウクライナ侵略が早期に成功していれば、中

国の台湾への軍事侵攻の可能性が高まったであろうと筆

者も推察する。ロシアのウクライナ侵略が失敗に終われ

ば、鈴木氏の示唆の通り、武力統一も辞さないとした習

近平の野望は打ち砕かれることにつながるかもしれな

い。ロシアのクリミア半島併合以降、約９年間にわたる

欧米の経済制裁をロシアは持ちこたえてきた。経済制裁

の効果は決して高いものではないが、今のうちから中国

に進出した日本の企業は経済的リスク分散、ウイグル人

への強制労働が指摘されている以上、企業の社会的責任

の観点からも日本企業の中国からの撤収も、今のうちか

ら進めておく必要があるだろうと、筆者は考える。国際

的連携で中国への資源・資源供給を止めることになる警

告という鈴木氏の見解は、一理あると言える。 

（２）多数決制と党首公選を 

鈴木氏によれば、日本共産党では、議案の採決が満場一

致であり、役員の選挙では候補者がおらず、地区委員会

が推薦した人だけが候補者名簿に出され信任されている。

第8回党大会以来、「満場一致」が常態化している。中央

委員会が提起する方針に賛成する人でなければ地区党会

議、県党会議において、党大会の代議員として選ばれる

可能性はない。日本共産党はコミンテルン・レーニン型

の職業革命家中心の党の伝統を引き継いでいる。中央委

員会総会、県党会議、地区党会議において満場一致が定

着してしまっている（２４）。 

鈴木氏は続ける。１９６１年の第８回党大会で宮本顕

治氏の権威が圧倒的なものとなり、以降委員長選挙は事

実上行われず、中央委員会で「信任投票的な委員長選挙」

（投票もなく拍手での確認）となっていった。それは県

委員会でも地区委員会でも同様である。中央委員長、県

委員長、地区委員長も選挙で選ばれなくなった（２５）。 

鈴木氏は言う。宮本氏の誤りは、不破氏と志位氏を後継

指名したことである。およそ近代的政党とは言い難い「個

人独裁」的党運営である。不破・志位両名は選挙で選ばれ

たのではないので、後継指名した宮本議長に忠誠を尽く

すことが任務となった。宮本議長は党員数を増やし、「赤

旗」読者を増やした功労で絶大な権力を握っていた（２６）。 

鈴木氏は党規約に関して、次のように述べる。党規約３

条は、民主集中制を組織の原則とする。その基本は次の

通りである。（１）党の意思決定は、民主的な議論をつく

し、最終的には多数決で決める。（３）すべての指導機関

は、選挙によってつくられる。つまり「多数決制」と「選

挙」は規約で定められている。志位委員長はこの規約の

精神を実行してこなかった責任がある。一方で、第５条

において「党の内部問題は、党内で解決する」という規定

がある。この「党の内部問題」が何をさすか規定されてい

ないため、この規定は恣意的に使われる危険性がある。

公党の党首の去就は党内問題ではなく、社会的政治問題

である。共産党の志位氏の在任期間は２３年と長すぎる

上、選挙で負け続けている。辞めないのはおかしいとい

うのは、党内問題ではない（２７）。 

さらに続けて鈴木氏は言う。他党の党首は選挙の敗北

の責任を取って、辞任し、その後全党員参加の選挙が行

われているところが多い。志位委員長は、「わが党は方針

が間違っていなければ、辞任するという方針はない」と
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いう。総選挙で議席を大幅に減らしても、辞任する必要

はないというのは、国民的常識とは異なる、と鈴木氏は

批判する。共産党は主権在民の民主主義社会にあって、

党首を全党員参加の選挙で選ばず、宮本氏以来の後継者

指名で歴代の党首を引き継いできた。共産党が国民の目

から見て異質性を感じられる要因であると、痛烈に鈴木

氏は批判する（２８）。 

２０２２年８月２４日の「赤旗」に、「日本社会の根本

的変革をめざす革命政党にふさわしい幹部政策とは何か」

という論文が党建設委員会の名前で出された。鈴木氏に

よれば、そのなかに、党首を全党員選挙で選ぶという方

針は取らない。全党員参加の選挙で選べば分派が生まれ、

党の不団結、分裂が生まれるということが記載されてい

る。これは支離滅裂な論の展開である。この「政策」が出

たということは、委員長は全党員参加の選挙をすべきで

あり、志位委員長は党勢後退の責任を取って辞めるべき

であるという意見が相当多数提示されていることの裏返

しである、と鈴木氏はみる（２９）。 

ソ連型の国家社会主義では、共産党は前衛政党であり、

党が社会、ひいては国民を指導することになっている。

共産党のなかでは上位の党指導部が指導することになっ

ており、分派の組織化を禁止している。この禁止によっ

て、ある大きな目標を共通のものとする前提での多様な

意見が封殺されることにつながり、西欧的価値の否定に

もつながりかねない、と筆者も考える。民主主義は、国民

のための政治と国民による政治の二つから成り立つが、

国民のための政治であれば、国民による政治、この場合

は一般党員全員よる党運営はいらないということになり

かねない、ということであろうと筆者には思える。 

（３）あまりにも多くの知識人を切り捨てて来たことに

真摯な反省を 

  鈴木氏によれば、、グロバリゼーションのもとで、世界

的に格差、貧困、気候変動、コロナという問題が発生して

いる。核使用もありうるというもとでのロシアのウクラ

イナへの侵略戦争の継続、中国の台湾への武力侵攻の可

能性もある程度高まってきている。このような状況であ

るので、従来の共産党の方針では対応できなくなってき

ている（３０）。「これらを打開する方針を、小さくなり」多

彩な理論家も居なくなった共産党指導部だけで打ち出せ

ないことは明白」であり、「日本の知識人に対してとった

過去の誤った言動に真摯な反省の態度を示すべき」であ

る、と鈴木氏は言う（３１）。 

① 藤井一行氏の問題 

この問題を鈴木氏は取り上げている。藤井氏は、１９７

８年９月『民主集中制と党内民主主義』（青木書店）とい

う本を出版した。分派の禁止や党員の自由な意見表明を

認めていないことは、スターリン時代になってからであ

り、レーニンの時代は必ずしもそうではなかった。そし

て現在の日本共産党がとっている党運営の在り方を改革

するべきであるとの趣旨の見解を同書で示した。これに

対して不破哲三氏が批判を強めた（３２）。 

② 田口富久治氏の問題 

鈴木氏によれば、田口氏は１９７６年雑誌『世界』７月

号に、「先進国革命とその国家体制」という論文を発表し

て以来、２年余り、民主集中制について批判的論述を

行った。これに対して、不破氏は『前衛』などで繰り返し

批判した。田口氏の論は、共産党が民主集中制を採用し

たまま政権の中心に座れば独裁的傾向を強めるもので、

そうした危険を防ぐためには党運営の民主化を図ってお

かなければならない、というものであった。これに対し

て不破氏は、「反動勢力の民主集中制攻撃に呼応したもの

だ」と批判した（３３）。また田口氏は藤井氏と同様に、ス

ターリン時代に問題があり、レーニン時代は分派があり

正しかったと述べた（３４）。 

鈴木氏は続けて紹介する。田口氏は当時ヨーロッパの

共産党や学者の意見を引用し、それが日本共産党の意見

より優れているかのような論述を行ったが、それを不破

氏はヨーロッパ事大主義と批判した。さらに不破氏は、

田口氏が説く「多元的社会主義」に対して、「科学的社会

主義であるマルクス主義の真理性を相対化するものであ

り」「解党主義、複数前衛党に行きつくものである」と批

判した（３５）。 

鈴木氏によれば、田口氏は藤井氏と同様に、「レーニン

は正しい」という文脈にいたために、レーニン擁護論者

であった不破氏への批判の鋭さが欠けるものになってい

た。それでは、鈴木氏自身のレーニン評価はどのような

ものであろうか。農民から暴力的に農作物を徴収し、反

抗する農民を強制収容所に入れたのはレーニンであった。

秘密警察を作ったのもレーニンであった。スターリンを

書記長に推薦したのもレーニンであった。スターリン独

裁体制の大きな原因となったのがレーニンであった（３６）。 

鈴木氏によれば、不破氏による田口氏の多元的社会主

義批判は、不破氏自身がいうように三つの柱から成る。

一つは、田口氏は多元主義の名において相対主義に陥っ

ている。「解党主義、複数前衛党主義に陥る危険を持って

いる」と批判。二つは、「階級闘争無視の牧歌的社会主義

である」「反動勢力の攻撃に呼応するものである」と批判。

三つは、田口氏は、社会主義社会における反対派・野党は、

与党である共産党の独裁を抑えることが第一義であると

言うが、「共産党が独裁化するとの偏見に基づくものであ

る」と不破氏は批判（３７）。 

鈴木氏は、さらに論を進め、レーニンの「分派禁止」の

る」を得ない。現実をリアルにみて考えればそうなる。

「志位委員長・貴方は政権に入れば云々の小手先ではな

く党大会を開催し、こうした見地を明確に述べて、党員

にも国民にも提案・明記しなければならない」ことにな

る（２１）、と鈴木氏は力説する。 

 このような現実主義者が日本共産党員のなかにいたこ

とは驚きであるが、２０１２年尖閣の国有化以降、中国

公船の度を越した執拗な領海侵入、台湾に対する軍事的

威圧、香港に対する言論の封殺などの国家資本主義国家

で権威主義国家である中国のファッショ化をリアルに見

ると現実主義的な安全保障観にならざるを得ないと考え

たのだと筆者は思う。一方で憲法９条の存在が、日本が

アメリカが起こす戦争に辛うじて巻き込まれなくて済ん

だという面もあったことも事実であろう。そのような効

用・役割が憲法９条にはあった。アメリカと一緒に、戦

わない軍隊であることが自衛隊はできたということだ、

と筆者は考える。志位委員長をはじめ日本共産党の幹部

は、二枚舌を使用しつつも、多少は現実主義的な安全保

障観に変わってきているようにも筆者には見える。本音

は自衛隊の段階的縮小、日米安保の廃止であるが、現実

的思考もせざるを得ないと志位委員長も共産党幹部も考

えているのであろう。ネオ・マルクス主義がいう軍隊の

二面性の認識に日本共産党も近づいてきたのかもしれな

い。それでも、本音と建て前を分けるのではなく、もっ

と現実的な安全保障観に徹して、党員を説得するべきだ

というのが鈴木氏の主張である。但し、鈴木氏も認めて

いるようにみえるが、一般共産党員がどれだけこの主張

についてこられるかは未知数である。 

鈴木氏によれば、軍事面以外でも考える必要があると

いう。中国に軍事行動を起こさせないようにするには、

ロシアのウクライナ侵略を失敗させることである。そう

すれば中国もロシアも他国への侵略に慎重にならざるを

得ない。共産党はロシアのウクライナ侵略反対の大衆運

動に力をいれるべきである（２２）。中国はロシアと違って

経済大国であるので、中国が戦争行為を行った場合、国

際的連携で中国への資源・資源供給を止めることになる

警告を行うことは効果がある、と鈴木氏はいう（２３）。 

ロシアのウクライナ侵略が早期に成功していれば、中

国の台湾への軍事侵攻の可能性が高まったであろうと筆

者も推察する。ロシアのウクライナ侵略が失敗に終われ

ば、鈴木氏の示唆の通り、武力統一も辞さないとした習

近平の野望は打ち砕かれることにつながるかもしれな

い。ロシアのクリミア半島併合以降、約９年間にわたる

欧米の経済制裁をロシアは持ちこたえてきた。経済制裁

の効果は決して高いものではないが、今のうちから中国

に進出した日本の企業は経済的リスク分散、ウイグル人

への強制労働が指摘されている以上、企業の社会的責任

の観点からも日本企業の中国からの撤収も、今のうちか

ら進めておく必要があるだろうと、筆者は考える。国際

的連携で中国への資源・資源供給を止めることになる警

告という鈴木氏の見解は、一理あると言える。 

（２）多数決制と党首公選を 

鈴木氏によれば、日本共産党では、議案の採決が満場一

致であり、役員の選挙では候補者がおらず、地区委員会

が推薦した人だけが候補者名簿に出され信任されている。

第8回党大会以来、「満場一致」が常態化している。中央

委員会が提起する方針に賛成する人でなければ地区党会

議、県党会議において、党大会の代議員として選ばれる

可能性はない。日本共産党はコミンテルン・レーニン型

の職業革命家中心の党の伝統を引き継いでいる。中央委

員会総会、県党会議、地区党会議において満場一致が定

着してしまっている（２４）。 

鈴木氏は続ける。１９６１年の第８回党大会で宮本顕

治氏の権威が圧倒的なものとなり、以降委員長選挙は事

実上行われず、中央委員会で「信任投票的な委員長選挙」

（投票もなく拍手での確認）となっていった。それは県

委員会でも地区委員会でも同様である。中央委員長、県

委員長、地区委員長も選挙で選ばれなくなった（２５）。 

鈴木氏は言う。宮本氏の誤りは、不破氏と志位氏を後継

指名したことである。およそ近代的政党とは言い難い「個

人独裁」的党運営である。不破・志位両名は選挙で選ばれ

たのではないので、後継指名した宮本議長に忠誠を尽く

すことが任務となった。宮本議長は党員数を増やし、「赤

旗」読者を増やした功労で絶大な権力を握っていた（２６）。 

鈴木氏は党規約に関して、次のように述べる。党規約３

条は、民主集中制を組織の原則とする。その基本は次の

通りである。（１）党の意思決定は、民主的な議論をつく

し、最終的には多数決で決める。（３）すべての指導機関

は、選挙によってつくられる。つまり「多数決制」と「選

挙」は規約で定められている。志位委員長はこの規約の

精神を実行してこなかった責任がある。一方で、第５条

において「党の内部問題は、党内で解決する」という規定

がある。この「党の内部問題」が何をさすか規定されてい

ないため、この規定は恣意的に使われる危険性がある。

公党の党首の去就は党内問題ではなく、社会的政治問題

である。共産党の志位氏の在任期間は２３年と長すぎる

上、選挙で負け続けている。辞めないのはおかしいとい

うのは、党内問題ではない（２７）。 

さらに続けて鈴木氏は言う。他党の党首は選挙の敗北

の責任を取って、辞任し、その後全党員参加の選挙が行

われているところが多い。志位委員長は、「わが党は方針

が間違っていなければ、辞任するという方針はない」と

小松敏弘
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措置後、党内外での異論の展開や党内での横の連絡も禁

止した。レーニン流の民主集中制は、コミンテルンでも

採用され、その支部として結成された日本共産党にも持

ち込まれた。田口、不破論争から４０年余りが経ち、共産

党は「一国一前衛党」を事実上放棄した。田口氏が主張し

た「多元的社会主義」は、「解党主義・複数前衛党に陥る

誤りである」と批判したことは間違いであったと不破氏

は認めなければならない。不破氏は、２０００年の第２

２回党大会で、「前衛党規定を外し、先進的役割を果たす」

とした。「中央委員会と県委員会、地区委員会は上下関係

ではなく役割分担である」と修正した。不破氏による田

口批判は何であったのかが問われる（３８）。このように、鈴

木氏は述べる。 

鈴木氏は言う。社会主義を目指す統一戦線で、一党・共

産党だけが前衛など成り立たないし、そのようなことを

主張すれば統一戦線は成立しない。日本共産党の党規約

には、何が分派活動かは明記されていない。共産党は規

約に何が除名等にあたる行為か規定されていない。その

時々に恣意的に運用されている（３９）。 

③ 加藤哲郎氏の問題 

 鈴木氏によれば、加藤氏は、１９８９年の東欧の市民

革命後、旧共産党は、従来の民主集中制を改め、政策グ

ループの存在の容認、党内外での自由な討論を採用して

いることを紹介し、日本共産党もそのような方向で改革

すべきと批判した。また加藤氏は、宮本議長が自主独立

のルーマニアの独裁者のチャウシェスクと「共同声明」

を出したことを批判した。これに対して、宮本議長は加

藤氏に対して、田口氏・藤井氏とともに、「反共攻撃に射

落された」と批判した（４０）。 

 鈴木氏は言う。イタリア、フランス、スペインの共産党

は、７０年代前半頃には、「分派禁止規定の削除」「党内外

での政策・理論の発表の自由」「民主集中制についての再

検討」を打ち出していた。不破氏は宮本議長の意をくみ、

ユーロコミュニズムの見解を日本に紹介しようとした藤

井・田口・加藤への批判を行った。「しかし今では藤井・

田口・加藤の言い分が基本的に正しかったことは明確」

である（４１）。 

 この時期に日本共産党が、ユーロコミュニズムが提起

し、藤井・田口・加藤氏らが提案した通り、コミンテルン・

レーニン型の党から脱皮し、先進国における社会変革を

進める党として、政策グループの容認と多数決制の定着、

党内外での自由な討議、民主集中制についての再検討を

進め、党首を全党員で選出する等を開始していたら、共

産党は相当変わっていたと、鈴木氏は述べている（４２）。共

産党の国会議員数も党員数も低迷している現在の困難な

状況には陥っていなかったということであろうと筆者も

推察する。 

 筆者も、レーニンの暴力的、非民主的要素が、スターリ

ン主義に大きな影響を与えたと考えている。レーニンが

１９１７年にＫＧＢの前身である秘密警察のチェーカー

を作り、その後、このチェーカーと赤軍を使用して他の

政党を破壊して、ロシア共産党一党独裁制を構築した。

１９２３年には最初の強制収容所をソロフキーに造った。

農村から強引に農作物を調達し、農村部での飢饉の大き

な要因をつくった。１９２１年に、分派の禁止によって、

党内民主主義が衰退した。以上のような負の部分が、１

９２４年に成立したスターリン政権のその後の恐怖政治

を拡大させる要因になった、と筆者も考えている。レー

ニンのいう分派の禁止、それによる鉄の規律、下位機関

の上位機関への従属という民主集中制の考え方が、日本

共産党に受け継がれているといえる。田口氏らのユーロ

コミュニズムの紹介、ネオ・マルクス主義（ミリバンド等

の提唱した現代に合ったマルクス主義）の紹介に、もっ

と日本共産党が耳を傾けていれば、その後の日本政治、

経済、社会が違った展開になったかもしれないと、筆者

も推察している。 

④ 丸山眞男氏の問題 

鈴木氏によれば、日本共産党が批判したマルクス主義

政治学者以外には、丸山眞男がいる。１９９４年 1 月宮

本議長は赤旗で、丸山眞男が約４０年前の１９５６年３

月発行の『思想』（岩波書店）に書いた小さな論文「戦争

責任の落とし穴」について批判した。その後、不破氏、志

位氏による批判が赤旗に掲載された。丸山氏の論文は前

半で戦争責任は天皇と軍部にあることを明確にした上で、

国民の責任についても考える必要があると提起した。後

半で戦争を阻止できなかったことについて共産党には結

果責任としての「戦争責任」があるだろうと記した（４３）。 

 鈴木氏は共産党に戦争責任があるという言い方には同

意できない。しかし、鈴木氏によれば、共産党の丸山への

批判の仕方には問題がある。東大助手として安全な場所

にいて闘わなかった人が、共産党に責任があるというの

は許せないとの批判。しかし、丸山は政府批判の論文を

執筆し、二等兵として召集され、上官よりリンチを受け、

最後は広島で被爆している。その人を人格否定も含めて

共産党が攻撃したことは納得できるものではない、と鈴

木氏は言う（４４）。 

（４）日本共産党の新生のための改革提案 

  それでは鈴木氏の共産党改革提案を見ていこう。鈴木

氏は、共産党は「マルクス流共産主義を目標から外し、社

会改革を願う人々との共同に努める」べきだという。鈴

木氏によれば、「不破流のマルクス解釈だけではなく、多

様な変革の理論があり得る（４５）。」まずは「北欧型福祉国

日本共産党の民主集中制に関する批判的考察
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家」＋「南欧型協同組合運動」を追求すべきではないかと

提案する。国家の再配分機能の強化、所得、住宅、教育、

医療、福祉、労働時間削減など生活の質の改善を進める

ことが必要である。また共同組合、従業員の持ち株会社、

国民自身が労働と経営を管理する運営が大切である。北

欧では高等教育まで無料化されているところが多い（４６）。 

 政党制については、次のように鈴木氏は述べる。アメ

リカ、イギリスを除く先進国の大半では、連合政権と

なっている（４７）。現在の日本の自公連立政権では、公明党

が参加することによって、「自民党の暴走を食い止めてい

る」との印象を国民に与えている。将来、この自公政権に

代わる連立も、また野党連合のなかでも共産党が「左右

に多少色合いの異なる政策集団を許容する複合的な党で

なければならない」という思いを強くしている（４８）。 

 日本共産党の党首については、鈴木氏は、自由と民主

主義をと公約している党が、自らの党首さえ選挙で選ば

ないというのでは、国民から信頼を得るのは難しい（４９）。

党首の公選制をと鈴木氏は強調する。 

 大衆運動の在り方については、鈴木氏は次のように述

べる。労働組合の運動に過剰な期待を寄せるより、各種

市民運動の発展と組織化に努めるべきである。共産党自

身が前衛党概念ではなく、共産党の先進的役割を果たす

と規定しなおしたが、国民の多様な要求を共産党一党で

吸い上げることはできない。共産党は市民運動にもっと

力を入れるべきである（５０）。 

 党名についての鈴木氏の見解は次のようである。党名

を変更しても旧共産党と書かれるが、中国共産党につい

ては良くないことが報道されるので、革新共同党に変更

した方がよい（５１）。 

 以上、鈴木氏の見解を受けて、筆者は、社会主義という

より社会民主主義でよく、資本主義による資本主義の超

克でよいのだと思う。幸福度に関する調査では常に上位

に位置する北欧の資本主義を日本は参考にしたほうがよ

いと筆者も考える。アメリカ、イギリスの二大政党制で

も、国民のための政治が実現することはあるが、それ以

外の大半の先進国は連合政権で穏健な多党制を採用して

いる。その方がさらに国民のための政治が実現できると

考える。その連立政権の一角を日本共産党は担えばよい

のでは、と筆者も考える。格差是正、育児支援、教育の無

償化の範囲の拡大、働き方改革の推進、賃金の上昇、従業

員の株主化、従業員の経営への参画など個別の問題の解

決を図っていく、但し、西欧の、特に北欧の民主主義の前

提には、国際競争力強化による経済成長、それと自国の

安全保障の強化（地理的にソ連、現在のロシアに近いこ

とが大きな要因）があることも忘れてはいけないであろ

う。 

４． 不破氏の田口理論への批判 

 

 日本共産党の不破哲三氏は、１９７９年１月に『前衛』

で、「科学的社会主義か『多元主義』か」というタイトル

で、田口冨久治理論を痛烈に批判している。不破氏によ

れば、最近論壇で、発達した資本主義国での革命という

特殊性を理由に、前衛党における民主集中制の規律の必

要を否認したり、その弱化を求めたりする議論がある。

前衛党を弱体化させる解党主義的傾向を合理化する議論

に帰着する。このような議論の傾向の一つに、田口冨久

治氏の前衛党組織論あるいは先進国革命論がある（５２）。不

破氏はこう指摘する。「田口氏の研究が、残念ながら・・・

反動反共勢力の日本共産党攻撃に触発されたものであり、

内容的にもそれに誘引された研究となっている（５３）。」さ

らに続けて、「日本共産党が民主集中制の原則を捨て、組

織の体質を変えない限り、自由と民主主義はホンモノで

ないといって論難する・・・反共派の論調と、驚くほどの

接近をみせている（５４）。」 

 不破氏は次のようにも断言する。「革命に勝利したのち

の社会で共産党が非常に大きな地位をしめるにいたった

場合、国定哲学の否定、市民的政治的自由の保障、複数政

党制や政権交代制の承認などでは『党の独裁』防止に十

分ではないとして、党の独裁化を防止するために、何が

必要か―それを探求することが、田口理論をつらぬく導

きの糸となっている（５５）。」ここから、不破氏は、「前衛党

の弱体化を正当化し理論づけるという・・・分散主義的、

解党主義的理論が導きだされることは、ほとんど自明」

だと批判する（５６）。 

 さらに、不破氏によれば、「田口氏は、社会主義体制下

の思想・言論の自由の保障、国家公認のイデオロギーの

否定、複数政党制の承認などに『価値多元主義』という意

義づけをあたえることによって、科学的社会主義の世界

観の真理性や科学的社会主義の党の前衛的役割をあいま

いにする非科学的な相対主義に、事実上門戸を開いてし

まったのである（５７）。」続けて、この「価値多元主義」の

更なる問題点として、「階級闘争を忘れた牧歌的な社会主

義論」になっていると不破氏は論難する（５８）。反動的諸潮

流の存在も、それとの階級闘争の必然性も、全く視野の

外においている、と不破氏は論断する（５９）。 

 不破氏は田口氏を「西ヨーロッパ崇拝の事大主義」と

批判する。西ヨーロッパ、とくにイタリア共産党を「先進

国革命路線」の母国にみたて、その見解や路線を「先進国

革命」の普遍的路線のように取り扱う対外事大主義―西

ヨーロッパ崇拝というべき事大主義が、いっそう極端な

形態をとっている」としている（６０）。 

 また田口理論は、共産党の今日の民主集中制そのもの

措置後、党内外での異論の展開や党内での横の連絡も禁

止した。レーニン流の民主集中制は、コミンテルンでも

採用され、その支部として結成された日本共産党にも持

ち込まれた。田口、不破論争から４０年余りが経ち、共産

党は「一国一前衛党」を事実上放棄した。田口氏が主張し

た「多元的社会主義」は、「解党主義・複数前衛党に陥る

誤りである」と批判したことは間違いであったと不破氏

は認めなければならない。不破氏は、２０００年の第２

２回党大会で、「前衛党規定を外し、先進的役割を果たす」

とした。「中央委員会と県委員会、地区委員会は上下関係

ではなく役割分担である」と修正した。不破氏による田

口批判は何であったのかが問われる（３８）。このように、鈴

木氏は述べる。 

鈴木氏は言う。社会主義を目指す統一戦線で、一党・共

産党だけが前衛など成り立たないし、そのようなことを

主張すれば統一戦線は成立しない。日本共産党の党規約

には、何が分派活動かは明記されていない。共産党は規

約に何が除名等にあたる行為か規定されていない。その

時々に恣意的に運用されている（３９）。 

③ 加藤哲郎氏の問題 

 鈴木氏によれば、加藤氏は、１９８９年の東欧の市民

革命後、旧共産党は、従来の民主集中制を改め、政策グ

ループの存在の容認、党内外での自由な討論を採用して

いることを紹介し、日本共産党もそのような方向で改革

すべきと批判した。また加藤氏は、宮本議長が自主独立

のルーマニアの独裁者のチャウシェスクと「共同声明」

を出したことを批判した。これに対して、宮本議長は加

藤氏に対して、田口氏・藤井氏とともに、「反共攻撃に射

落された」と批判した（４０）。 

 鈴木氏は言う。イタリア、フランス、スペインの共産党

は、７０年代前半頃には、「分派禁止規定の削除」「党内外

での政策・理論の発表の自由」「民主集中制についての再

検討」を打ち出していた。不破氏は宮本議長の意をくみ、

ユーロコミュニズムの見解を日本に紹介しようとした藤

井・田口・加藤への批判を行った。「しかし今では藤井・

田口・加藤の言い分が基本的に正しかったことは明確」

である（４１）。 

 この時期に日本共産党が、ユーロコミュニズムが提起

し、藤井・田口・加藤氏らが提案した通り、コミンテルン・

レーニン型の党から脱皮し、先進国における社会変革を

進める党として、政策グループの容認と多数決制の定着、

党内外での自由な討議、民主集中制についての再検討を

進め、党首を全党員で選出する等を開始していたら、共

産党は相当変わっていたと、鈴木氏は述べている（４２）。共

産党の国会議員数も党員数も低迷している現在の困難な

状況には陥っていなかったということであろうと筆者も

推察する。 

 筆者も、レーニンの暴力的、非民主的要素が、スターリ

ン主義に大きな影響を与えたと考えている。レーニンが

１９１７年にＫＧＢの前身である秘密警察のチェーカー

を作り、その後、このチェーカーと赤軍を使用して他の

政党を破壊して、ロシア共産党一党独裁制を構築した。

１９２３年には最初の強制収容所をソロフキーに造った。

農村から強引に農作物を調達し、農村部での飢饉の大き

な要因をつくった。１９２１年に、分派の禁止によって、

党内民主主義が衰退した。以上のような負の部分が、１

９２４年に成立したスターリン政権のその後の恐怖政治

を拡大させる要因になった、と筆者も考えている。レー

ニンのいう分派の禁止、それによる鉄の規律、下位機関

の上位機関への従属という民主集中制の考え方が、日本

共産党に受け継がれているといえる。田口氏らのユーロ

コミュニズムの紹介、ネオ・マルクス主義（ミリバンド等

の提唱した現代に合ったマルクス主義）の紹介に、もっ

と日本共産党が耳を傾けていれば、その後の日本政治、

経済、社会が違った展開になったかもしれないと、筆者

も推察している。 

④ 丸山眞男氏の問題 

鈴木氏によれば、日本共産党が批判したマルクス主義

政治学者以外には、丸山眞男がいる。１９９４年 1 月宮

本議長は赤旗で、丸山眞男が約４０年前の１９５６年３

月発行の『思想』（岩波書店）に書いた小さな論文「戦争

責任の落とし穴」について批判した。その後、不破氏、志

位氏による批判が赤旗に掲載された。丸山氏の論文は前

半で戦争責任は天皇と軍部にあることを明確にした上で、

国民の責任についても考える必要があると提起した。後

半で戦争を阻止できなかったことについて共産党には結

果責任としての「戦争責任」があるだろうと記した（４３）。 

 鈴木氏は共産党に戦争責任があるという言い方には同

意できない。しかし、鈴木氏によれば、共産党の丸山への

批判の仕方には問題がある。東大助手として安全な場所

にいて闘わなかった人が、共産党に責任があるというの

は許せないとの批判。しかし、丸山は政府批判の論文を

執筆し、二等兵として召集され、上官よりリンチを受け、

最後は広島で被爆している。その人を人格否定も含めて

共産党が攻撃したことは納得できるものではない、と鈴

木氏は言う（４４）。 

（４）日本共産党の新生のための改革提案 

  それでは鈴木氏の共産党改革提案を見ていこう。鈴木

氏は、共産党は「マルクス流共産主義を目標から外し、社

会改革を願う人々との共同に努める」べきだという。鈴

木氏によれば、「不破流のマルクス解釈だけではなく、多

様な変革の理論があり得る（４５）。」まずは「北欧型福祉国
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を、スターリン主義的制度として否定し去ろうとしてい

ると、不破氏は非難し、かつ田口氏の場合には階級闘争

論が欠落しているとも論難している（６１）。 

 不破氏の言う科学的社会主義がどのようなものなのか

が、筆者には判然としないが、新しいマルクス主義を理

解しない伝統的マルクス主義のようにもみえる。田口氏

の場合は、ユーロコミュニズムのなかに、「人間の顔をし

た社会主義」の姿をみているのであろう。市民的、政治的

自由を保障した社会主義を問うているように筆者には思

える。牧歌的な階級闘争観だと不破氏は批判するが、田

口氏は、現代の先進資本主義国に合った階級闘争観はど

うあるべきかを問うているのであろう、と筆者には思え

る。 

それでは、この不破氏の論難に対する田口氏の反論を

次にみていこう。 

 

５． 田口氏の不破氏への反論 

 

 田口氏は『前衛』誌上で、１９７９年９月に、「多元的

社会主義と前衛党組織論」というタイトルで、不破氏の

批判に答えている。 

 田口氏によれば、不破氏は、田口氏の研究が「残念なが

ら・・・主観的意図がどうであれ、科学的社会主義とその

事業を擁護し正しく発展させる立場からの前衛党研究で

はなく、経過的にみても反動反共勢力の日本共産党攻撃

に触発されたものであり、内容的にもそれに誘引された

研究になっている」と断定している。これに対し、不破氏

の批判は、学問的批判としては著しく不適切であると田

口氏は反論する（６２）。  

 ユーロコミュニズムの構想については、不破氏が「賛

成なのか反対なのか、氏の論文全体を読んでもはっきり

しない」と、その不明瞭さを田口氏は指摘する（６３）。田口

氏が提唱する「多元的社会主義」については、不破氏は

「科学的社会主義」ではないと断定しているが、不破氏

が「『科学的社会主義とはなにか』ということについて、

なんらの論証を示すことなく、自明のこととして前提し

て、議論をすすめている」ことの不明瞭さを、田口氏は断

罪する（６４）。 

 共産党が政権に参加した場合の国民の懸念について全

く説明していないことを、田口氏は問題視している。田

口氏によれば、「将来の共産党の参加する政権・・・のあ

り方や、それとの関連で党組織のあり方について、疑問

や疑惑が存在しているという事実が直視され、重視され

る必要がある。・・・それを紋切り型の反論で切り返すだ

けではなく・・・事態の科学的究明を行うこと」が大事で

ある（６５）。 

 また田口氏は「多元主義」を、「集権化されたデモスの

権力の不可誤謬性の信仰にたいする権力制限的原理とい

う意味で――より具体的には、国家機構の諸部門間にお

ける権力分立制や複数政党制として・・・使用している」

として、不破氏は、「このような意味での将来の政治・社

会体制への『リベラル』な諸価値や原理の導入・・・を否

定するのであろうか」と田口氏は疑問を提示している（６６）。  

 田口氏は、「ユーロコミュニズムは、『多元主義』によっ

て、自らをマルクス・レーニン主義的伝統の教典化され

た諸前提から区別する固有の理論を持つにいたったのだ、

と主張していることは興味深い」という（６７）。 

 不破論文は田口氏の複数主義を批判している。それに

対する田口氏の反論の前に、不破氏の指摘をここでみて

おく。田口氏の、実際にはユーロコミュニズム諸党の理

論家たちやプラハの春の理論家たちの共有する「多元主

義的社会主義」観について、科学的社会主義の根本をふ

みはずし、階級闘争を忘れた牧歌的な社会主義論であり、

「複数主義」の絶対化だと批判するものになっている（６８）。

そしてこの「複数主義」は「複数前衛党」に傾斜している

としている（６９）。これに対し、田口氏は、グラムシに関す

る著作のあるグルッピの発言を引用しながら、労働者階

級のヘゲモニーを共同で担う共産党、その他の社会主義

的ないし労働者党、労働組合その他の労働者階級の大衆

組織の相互関係いかんという問題があり、「知的・道徳的

改革」の主役として、共産党だけではなく、政治勢力・文

化勢力の全体が措定されているという（７０）。さらに、グ

ルッピが言うように、イタリアでは、労働者階級のヘゲ

モニーは、共産党にのみ委ねられるのではなく、スペイ

ン共産党の書記長のカリリョも、共産党は前衛党ではあ

るが、もはや労働者階級、勤労者、文化の諸勢力の唯一の

代表ではない、と述べていることを、田口氏は紹介し、不

破氏はこのようなグルッピ、カリリョの考え方をどう評

価しているのか、と痛烈に批判している（７１）。 

 「一つの、それも唯一の『正しい』マルクス主義しか存

在せず、それは共産党に体現されるのである」という単

純な言い方は、もはや存在しないと、田口氏は断言して

いる（７２）。 

 不破氏は、田口氏が複数前衛党にまで傾斜していると

批判していることについては、田口氏は複数前衛党とい

う言葉は使用していないと反論している。但し、この件

については、指導の分有、「ヘゲモニー分派」との関係の

問題であると指摘している（７３）。 

 不破氏の「階級闘争を忘れた牧歌的な社会主義論」だ

という批判については、田口氏は、階級闘争については

きちんと論じていると反論している。 

 田口―不破論争時は、日本共産党は党勢の拡大期であ

日本共産党の民主集中制に関する批判的考察
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り、同党は、まだ伝統的なマルクス主義にこだわってい

ればよかったのであろう、と筆者には思える。しかし、１

９７０年代は、新しい社会運動が国内でも現れていた時

期でもある。それから４０年以上経った現在、日本共産

党の議席は伸び悩み、かつ国内では様々なＮＧＯが活躍

しており、伝統的マルクス主義に拘泥している状況では

ないであろう。「科学的社会主義」が何であるか、明示さ

れていないが、これは「伝統的マルクス主義」「教典化さ

れたマルクス・レーニン主義」に近似しているように筆

者には思える。 

 プラハの春は、「人間の顔をした社会主義」を求める運

動の理論であり、個人の自由（市民・政治的自由）を保障

した社会主義を求めるものである。ユーロコミュニズム

は民主集中制廃止や分派の禁止の廃止を求めるものであ

る、と筆者は考える。これらのプラハの社会主義再生運

動の理論やユーロコミュニズム諸党の理論である「多元

主義的社会主義」を是として、これらを、特にユーロコ

ミュニズムを田口氏は積極的に日本に紹介している。ま

たミリバンドやプーランツァスなどのネオ・マルクス主

義も積極的に紹介している。これらは、日本のマルクス

主義研究、社会主義研究に新風を吹き込むものであり、

そこから日本のマルクス主義者、社会主義者は学ぶべき

ことが多かったはずである、と筆者は考える。逆に、田口

氏の紹介を激しく徹底的に批判し、拒絶するということ

は、日本共産党が、個人的自由（市民・政治的自由）を尊

重しない「一元的」で教典化されたレーニン主義的伝統

の「一元的社会主義」の政党であることを示しているよ

うに受け取られかねないと筆者には思える。 

 

６． 田口氏の『丸山眞男とマルクスのはざまで』 

 

 田口氏は日本におけるマルクス主義政治学確立の第一

人者であり、日本共産党員でもあった。しかし、不破氏と

上述のように、論争を展開したが、自己批判に追い込ま

れた。その後、１９９４年に日本共産党よる丸山眞男へ

の徹底的批判展開があったことを受けて、自ら共産党を

離党する。 

 田口氏はマルクス主義政治学者であるが、丸山氏の影

響を受けたとことにより、「一元的社会主義」ではなく、

「多元的社会主義」を採用することになったのだと筆者

は推察する。田口氏は『丸山眞男とマルクスのはざまで』

を、２００５年に出版したが（７４）、マルクスと丸山の間を

揺れ動きつつも、丸山政治学の影響により、ユーロコ

ミュニズム、ネオ・マルクス主義を積極的に受容できた

のだと筆者は推察する。 

 田口氏は丸山門下生ではないが、東大法学部の助手時

代に、一年下の学生とともに、丸山氏の演習への参加を

許された。すでにマルクス主義の立場に田口氏はあった

が、自己の思想と行動をつきあわせ、反省するための不

動の道標が丸山政治学であった、と田口氏は述べてい

る（７５）。田口氏は丸山氏の直弟子ではなかったが、丸山ゼ

ミの「不正規隊の一員をもって自らを任じて」いたとの

ことである（７６）。 

 丸山氏の『現代政治の思想と行動』のなかに、次の一節

があることを田口氏は紹介している。「多様性は・・・真

理にとっては永遠の前提である。マルクス主義がいかに

大きな真理性と歴史的意義をもっているにしても、それ

は人類の到達した最後の世界観ではない。やがてそれは

思想史の一定の段階のなかにそれにふさわしい座をしめ

るようになる(７７)。」また田口氏は次のように述べている。

丸山「先生にとっては高校・学生時代に耐えがたい屈辱

感を味わされた戦前日本の特高警察だけではなく、戦後

左翼に見られた『思想検事』もまた、もっとも忌むべき存

在で、かつ軽蔑の対象でもあった（７８）。」 

 マルクス以外には、このような丸山政治学を田口氏は

道標としており、マルクス主義でも教条的な一元的なマ

ルクス主義には違和感を感じていたのであろうと、筆者

には思える。 

 田口氏は、マルクス・レーニン主義でいうところの

レーニン主義については、「権力掌握後のレーニンの農民

政策・・・などは、政治的には正当化されえないのではな

いか、そしてまたレーニン死後確立され拡大されていっ

たスターリンの専制政治とテロリズムは、レーニン時代

にその芽を持ち、それの延長線上に位置づけられるので

はないか、という疑念をもつようになっている（７９）。」 

レーニンは農村から強引に農作物を調達し、飢饉の要

因をつくっている。ソロフキーに、最初の強制収容所を

造ったのもレーニンである。政治警察のチェーカーをつ

くり、暴力によって共産党一党独裁制を構築したのも

レーニンであると筆者は考える。田口氏が言われるよう

に、「スターリンの専制政治とテロリズムは、レーニン時

代にその芽を持ち、それの延長線上に位置づけられるの

ではないか、という疑念を」持たれたのは至極当然のこ

とと筆者も推察する。 

 田口氏は言う。「私は、丸山からマルクス主義の政治論

や国家論を相対化する視点を」学んだ。「丸山のマルクス

主義批判は、私が自分のマルクス主義を批判的に内省す

る重要な契機」となった（８０）。マルクス主義政治学や国家

論を相対化し、批判的に内省する視点、契機としての丸

山政治学の田口氏にとっての意義は大きかったといえる

と筆者は考える。 

 共産党の民主集中制という組織原則への疑義を田口氏

を、スターリン主義的制度として否定し去ろうとしてい

ると、不破氏は非難し、かつ田口氏の場合には階級闘争

論が欠落しているとも論難している（６１）。 

 不破氏の言う科学的社会主義がどのようなものなのか

が、筆者には判然としないが、新しいマルクス主義を理

解しない伝統的マルクス主義のようにもみえる。田口氏

の場合は、ユーロコミュニズムのなかに、「人間の顔をし

た社会主義」の姿をみているのであろう。市民的、政治的

自由を保障した社会主義を問うているように筆者には思

える。牧歌的な階級闘争観だと不破氏は批判するが、田

口氏は、現代の先進資本主義国に合った階級闘争観はど

うあるべきかを問うているのであろう、と筆者には思え

る。 

それでは、この不破氏の論難に対する田口氏の反論を

次にみていこう。 

 

５． 田口氏の不破氏への反論 

 

 田口氏は『前衛』誌上で、１９７９年９月に、「多元的

社会主義と前衛党組織論」というタイトルで、不破氏の

批判に答えている。 

 田口氏によれば、不破氏は、田口氏の研究が「残念なが

ら・・・主観的意図がどうであれ、科学的社会主義とその

事業を擁護し正しく発展させる立場からの前衛党研究で

はなく、経過的にみても反動反共勢力の日本共産党攻撃

に触発されたものであり、内容的にもそれに誘引された

研究になっている」と断定している。これに対し、不破氏

の批判は、学問的批判としては著しく不適切であると田

口氏は反論する（６２）。  

 ユーロコミュニズムの構想については、不破氏が「賛

成なのか反対なのか、氏の論文全体を読んでもはっきり

しない」と、その不明瞭さを田口氏は指摘する（６３）。田口

氏が提唱する「多元的社会主義」については、不破氏は

「科学的社会主義」ではないと断定しているが、不破氏

が「『科学的社会主義とはなにか』ということについて、

なんらの論証を示すことなく、自明のこととして前提し

て、議論をすすめている」ことの不明瞭さを、田口氏は断

罪する（６４）。 

 共産党が政権に参加した場合の国民の懸念について全

く説明していないことを、田口氏は問題視している。田

口氏によれば、「将来の共産党の参加する政権・・・のあ

り方や、それとの関連で党組織のあり方について、疑問

や疑惑が存在しているという事実が直視され、重視され

る必要がある。・・・それを紋切り型の反論で切り返すだ

けではなく・・・事態の科学的究明を行うこと」が大事で

ある（６５）。 

 また田口氏は「多元主義」を、「集権化されたデモスの

権力の不可誤謬性の信仰にたいする権力制限的原理とい

う意味で――より具体的には、国家機構の諸部門間にお

ける権力分立制や複数政党制として・・・使用している」

として、不破氏は、「このような意味での将来の政治・社

会体制への『リベラル』な諸価値や原理の導入・・・を否

定するのであろうか」と田口氏は疑問を提示している（６６）。  

 田口氏は、「ユーロコミュニズムは、『多元主義』によっ

て、自らをマルクス・レーニン主義的伝統の教典化され

た諸前提から区別する固有の理論を持つにいたったのだ、

と主張していることは興味深い」という（６７）。 

 不破論文は田口氏の複数主義を批判している。それに

対する田口氏の反論の前に、不破氏の指摘をここでみて

おく。田口氏の、実際にはユーロコミュニズム諸党の理

論家たちやプラハの春の理論家たちの共有する「多元主

義的社会主義」観について、科学的社会主義の根本をふ

みはずし、階級闘争を忘れた牧歌的な社会主義論であり、

「複数主義」の絶対化だと批判するものになっている（６８）。

そしてこの「複数主義」は「複数前衛党」に傾斜している

としている（６９）。これに対し、田口氏は、グラムシに関す

る著作のあるグルッピの発言を引用しながら、労働者階

級のヘゲモニーを共同で担う共産党、その他の社会主義

的ないし労働者党、労働組合その他の労働者階級の大衆

組織の相互関係いかんという問題があり、「知的・道徳的

改革」の主役として、共産党だけではなく、政治勢力・文

化勢力の全体が措定されているという（７０）。さらに、グ

ルッピが言うように、イタリアでは、労働者階級のヘゲ

モニーは、共産党にのみ委ねられるのではなく、スペイ

ン共産党の書記長のカリリョも、共産党は前衛党ではあ

るが、もはや労働者階級、勤労者、文化の諸勢力の唯一の

代表ではない、と述べていることを、田口氏は紹介し、不

破氏はこのようなグルッピ、カリリョの考え方をどう評

価しているのか、と痛烈に批判している（７１）。 

 「一つの、それも唯一の『正しい』マルクス主義しか存

在せず、それは共産党に体現されるのである」という単

純な言い方は、もはや存在しないと、田口氏は断言して

いる（７２）。 

 不破氏は、田口氏が複数前衛党にまで傾斜していると

批判していることについては、田口氏は複数前衛党とい

う言葉は使用していないと反論している。但し、この件

については、指導の分有、「ヘゲモニー分派」との関係の

問題であると指摘している（７３）。 

 不破氏の「階級闘争を忘れた牧歌的な社会主義論」だ

という批判については、田口氏は、階級闘争については

きちんと論じていると反論している。 

 田口―不破論争時は、日本共産党は党勢の拡大期であ
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は提起したが、これを契機として『前衛』誌上で、田口―

不破論争が発生する。現在、ソ連、東欧の共産党政権崩壊

後、「先進資本主義諸国において、この組織原則を堅持し

つつ、かつ生きながらえている共産党は日本共産党とポ

ルトガル共産党の二つ」になっており、「この論争には歴

史的には一つの決着がついている」と田口氏は述べてい

る（８１）。現在、このように、民主集中制の組織原則を堅持

している共産党の数が少なくなっていることからも、民

主集中制という組織原則の問題性が露呈したということ

であると筆者も考える。 

 １９５６年に丸山眞男氏が『思想』に書いた「戦争責任

論の盲点」を、２８年も経った１９９４年の日本共産党

大会で「突然」取り上げ、丸山を「口を極めて非難し、罵

倒したことが決定的な契機」となり（８２）、田口氏は日本型

コミュニズムと決別した。 

 田口氏によれば、「丸山が日本共産党との関係において、

おそらく一貫して『反共』の立場に立つことなく・・・宮

本委員長をはじめとする当時のこのような日本共産党側

の丸山誹謗を認めることは断じてできないと考え、この

党との関係を断ち」切った（８３）。 

 田口氏は、マルクスと丸山のはざまで、揺れ動いてい

るというよりも、マルクス主義政治学の立場にたちつつ

も、絶対的なものととられがちのマルクス主義を相対化

する視点を、丸山から学び、教条的ではない、一元的では

ない人道的なマルクス主義を提示したのだと考えられる。

民主集中制の廃止、分派など多様な意見の党内での存在

の肯定を求める個人的自由を尊重した「多元的社会主義」

を提示したのだと、筆者は考える。 

 それでは、田口氏の安全保障観はどうであろうか。ユー

ロコミュニズムのイタリア共産党はＮＡＴＯを容認した

が、田口氏は日米安保、自衛隊についてはどのように考

えているのだろうか。 

 田口氏によれば、「これからの三年（０５年から０７年）

の間に、憲法改正問題、より端的には憲法前文と第九条

第二項の改廃が日本政治の中心論点として浮上してくる

ことが現下の情勢において確実」である。「丸山のこの論

文やこれと関連する諸論文、そして『戦後民主主義の虚

妄に賭ける』といいきった丸山の決意をわれわれがどう

継承して、戦後民主主義の核心をどう擁護していくのか、

これがわれわれの今日的課題である」と考える。続けて

「私個人としては自分の残された知と力のすべてをこの

たたかいに捧げたいと決意して」いる（８４）。  

ユーロコミュニズムでは、イタリア共産党がＮＡＴＯ

を容認したが、田口氏は憲法 9 条を擁護する護憲派の立

場であると筆者には思える。憲法9条擁護という点では、

田口氏、丸山氏、日本共産党は共通の立場にあると筆者

は推論する。 

 

７．あるべき社会像と共産党像 

 

 これまでの議論を踏まえて、あるべき社会像と共産党

像についての私見を述べることにする。 

共産党が各国の唯一の前衛党であり、指導的役割を果

たすという考え方についてである。２０世紀前半の政治

学者のロンドン大学教授のラスキは、ネオ・マルクス主

義者のミリバンドの師であり、ミリバンドのネオ・マル

クス主義に影響を与えた人物である。ラスキはイギリス

共産党を党内デモクラシーがなく、常にソビエト共産党

の指示に従って行動しているということで、同党を痛烈

に批判している。ラスキは労働党の全国執行委員長にも

なり、労働党への思い入れが強い。ミリバンドもイギリ

ス共産党には党内デモクラシーはないということで、労

働党への期待が強い。共産党以外の政党が、資本主義社

会からより望ましい社会へ移行する際に大きな役割を果

たすことを、ラスキもネオ・マルクス主義者のミリバン

ドも認めているということであろう。ミリバンドはユー

ロコミュニズムのイタリア、スペイン共産党への評価は

高い。共産党であっても、自由な討論と党内民主制がな

ければ変革の主体足りえないということを示唆してい

る（８５）。 

不破委員長も、２０００年に、前衛党規定を外し、先進

的役割を果たすと述べ、一国一前衛党概念を放棄したよ

うにみえる。しかし、今回２名の古参党員の除名処分か

ら明らかなように、日本共産党はいまだ民主集中制を堅

持し、分派の禁止を堅持し、党内に多彩な政策集団を容

認しない、および党内外との意見の交流を認めない政党

であることが判明した。 

野党の統一戦線における他党との協力連携がないと日

本で共産党が政権の一翼を担うことは不可能である。共

産党が唯一の前衛政党であり、指導的役割を果たすとい

うことであれば、この協力連携にひびが入ることになろ

う。鈴木氏が述べているように、それでは、統一戦線は成

立しないことになろう。 

不破氏が徹底的に批判した複数前衛党論であるが、統

一戦線の成功のためにも、複数前衛党論でよいのではな

いかと筆者には思える。村岡氏によれば、「（部分的前衛

性）の認識にもとづく（複数前衛党論）は、・・・自らの

有限性をしっかりと自覚し、他者もまたある前衛性を体

現していると認めるがゆえに、自己絶対化に陥ることな

く、他者の実践と認識からも謙虚に学ぶことができ

る。・・・統一戦線の形成において・・・互いに他者を部

分的前衛性を体現するものと認識しあう」ことができ

日本共産党の民主集中制に関する批判的考察
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る（８６）。 

目指す社会は社会主義ではなく、社会民主主義でよい

であろう。資本主義における「資本主義の超克」であると

ミリバンドは示唆している（８７）。この社会に至るにはいろ

いろな段階がある。ミリバンドは先進資本主義国家には

二面性があり、支配階級の利益の擁護者としての機能だ

けではなく、その階級支配を緩和させる機能を有してい

るとみている（８８）。このような緩和機能にみられる資本主

義国家の経済権力からの相対的自律性は、ネオ・マルク

ス主義の中心概念である（８９）。したがって、先進資本主義

国家の政治権力、政治エリートでも、改革に向けた民衆

的圧力を受けた場合には、緩和機能の顕現を、ある程度、

期待することができると考えられる。 

真正の保守政党であっても、保守的な頑迷な政治家で

あっても、緩和機能の顕現が期待できないわけではない。

ミリバンドは、次のように述べている。「いかに反動的で

あれ、どんな政治家も今や単純なる『保守派』ではな

い。・・・国家権力を掌握している人々を、貧困・貧民窟・

失業・不適切な教育・不十分な福祉・社会的欲求不満・そ

の他彼等の社会を悩ませている多くの不幸に全く無関心

な人々だと描いてみても取るに足らぬことだろう（９０）。」

なお、ミリバンドは田口氏が日本への紹介に熱心であっ

たネオ・マルクス主義者である。 

ミリバンドと同様に著名なネオ・マルクス主義者であ

るプーランツァスは、国家の相対的自律性は、二党制レ

ジームを伴った執行部優位の場合よりも、多党制レジー

ムを伴う立法部優位の場合の方が、あるいはさらに、多

党制レジームを伴った執行部優位の場合の方が重要性を

持ち得る、という（９１）。つまり穏健な多党制の場合の方が、

国家の相対的自律性が高まり、国民のための政治が顕現

しやすいということである。幸福度の高い西欧の自由民

主主義国家では、穏健な多党制を取っている場合が多い。

日本共産党が将来、連立政権の一翼を担い、穏健な多党

制となる場合には、指導の分有、複数前衛党制の採用が

前提となる必要があるだろうと筆者は考える。なお、プー

ランツアスも田口氏が日本への紹介に熱心であった。 

 階級闘争についてである。大衆運動の在り方について、

鈴木氏は、労働組合の運動に過剰な期待を寄せるより、

各種市民運動の発展と組織化に努めるべきで、共産党は

市民運動にもっと力を入れるべきである、と述べていた。

ネオ・マルクス主義者のミリバンドは、この点について

は、社会民主主義政党と、「労働者階級のみならず、それ

を越えた広範囲の人民大衆の運動」との連結に、期待を寄

せていた。各種社会運動、市民運動への期待である（９２）。 

 資本主義の範囲内で、個々の重要政策を確実に推進し

ていくべきであると考える。適正な賃金（一人当たりＧ

ＤＰを上げる）、貧富の格差の是正、女性の活躍、働き方

改革の進展、労働者の持ち株化、経営への参画などであ

る。日本はこの３０年間、ＧＤＰが横ばいで、国民の平均

年収が上がらない状態が続いてきた。「定常状態」経済が

望ましいと言われるが、さすがに「失われた３０年間」は

異常である。大企業は自社内で賃上げもせず、下請け企

業を抑え込んで、内部留保金を溜め込んできた。この内

部留保金を活用して、かつ銀行からも一定程度借り受け

をして、設備投資や人材投資にあて、経済成長を起こし、

賃上げと税収増に努めることが必要ではないかと筆者は

考える。少子化対策や社会保障の財源増にもつながると

考えられる。松竹氏が、賃上げによる経済成長によって、

税収が増え、年金や社会保障も充実したものになると提

言したことは、望ましいことであると筆者は考える。 

 労働者の持ち株化についてである。この持ち株化の推

進は、労働者に対する搾取の度合いを下げることにつな

がる。経営への労働者の参画については、アメリカでも、

スウェーデンでも、スペインでも一部実施されており、

日本が導入すべき重要な課題であると筆者は考える。鈴

木氏は「南欧型協同組合運動」の追求と言われている。 

１９６０年の安保改定、７０年の安保更新の際に、日本

はアメリカが起こす戦争に巻き込まれるのではという懸

念が相当にあった。アメリカのイラク戦争の際に、アメ

リカは有志連合の結成を呼び掛け、いくつかの東欧諸国

も参加せざるを得ず、死傷者の発生など犠牲を強いられ

ることになった。しかし、日本は憲法 9 条があることに

より、結果的にアメリカが起こす戦争に巻き込まれない

状態が続いているといえよう。これは憲法９条の効用で

ある。 

ネオ・マルクス主義者のミリバンドは、資本主義国家に

おける軍隊の二面性について言及している。軍隊は資本

主義社会秩序を維持するための強制機関であるが、逆に

既存社会秩序を改革する方向で機能することもあると、

ミリバンドは示唆している（９３）。資本主義国家における軍

隊についてもプラスの面があるということであろう。 

日本の自衛隊については、日本の防衛、および災害救

助・復旧にプラスの面を見出すことができよう。日本の

防衛は本来の自衛隊の任務である。外国からの侵略が仮

にあれば、国民の生命と財産を守る任務を遂行すること

になる。しかし、戦争の拡大によって、国民の生命と財産

を逆に守れなくなることも想定される。戦争が拡大しな

いように、戦争の地域を特定の場所に限定することは必

要であろう。尖閣奪取という不穏な動きを中国は示して

いるが、急迫不正の主権侵害の場合は、戦争を尖閣に限

定する。尖閣攻防戦に限定するということである。松竹

氏は、我慢ができずに、中国本土の敵基地攻撃までして

は提起したが、これを契機として『前衛』誌上で、田口―

不破論争が発生する。現在、ソ連、東欧の共産党政権崩壊

後、「先進資本主義諸国において、この組織原則を堅持し

つつ、かつ生きながらえている共産党は日本共産党とポ

ルトガル共産党の二つ」になっており、「この論争には歴

史的には一つの決着がついている」と田口氏は述べてい

る（８１）。現在、このように、民主集中制の組織原則を堅持

している共産党の数が少なくなっていることからも、民

主集中制という組織原則の問題性が露呈したということ

であると筆者も考える。 

 １９５６年に丸山眞男氏が『思想』に書いた「戦争責任

論の盲点」を、２８年も経った１９９４年の日本共産党

大会で「突然」取り上げ、丸山を「口を極めて非難し、罵

倒したことが決定的な契機」となり（８２）、田口氏は日本型

コミュニズムと決別した。 

 田口氏によれば、「丸山が日本共産党との関係において、

おそらく一貫して『反共』の立場に立つことなく・・・宮

本委員長をはじめとする当時のこのような日本共産党側

の丸山誹謗を認めることは断じてできないと考え、この

党との関係を断ち」切った（８３）。 

 田口氏は、マルクスと丸山のはざまで、揺れ動いてい

るというよりも、マルクス主義政治学の立場にたちつつ

も、絶対的なものととられがちのマルクス主義を相対化

する視点を、丸山から学び、教条的ではない、一元的では

ない人道的なマルクス主義を提示したのだと考えられる。

民主集中制の廃止、分派など多様な意見の党内での存在

の肯定を求める個人的自由を尊重した「多元的社会主義」

を提示したのだと、筆者は考える。 

 それでは、田口氏の安全保障観はどうであろうか。ユー

ロコミュニズムのイタリア共産党はＮＡＴＯを容認した

が、田口氏は日米安保、自衛隊についてはどのように考

えているのだろうか。 

 田口氏によれば、「これからの三年（０５年から０７年）

の間に、憲法改正問題、より端的には憲法前文と第九条

第二項の改廃が日本政治の中心論点として浮上してくる

ことが現下の情勢において確実」である。「丸山のこの論

文やこれと関連する諸論文、そして『戦後民主主義の虚

妄に賭ける』といいきった丸山の決意をわれわれがどう

継承して、戦後民主主義の核心をどう擁護していくのか、

これがわれわれの今日的課題である」と考える。続けて

「私個人としては自分の残された知と力のすべてをこの

たたかいに捧げたいと決意して」いる（８４）。  

ユーロコミュニズムでは、イタリア共産党がＮＡＴＯ

を容認したが、田口氏は憲法 9 条を擁護する護憲派の立

場であると筆者には思える。憲法9条擁護という点では、

田口氏、丸山氏、日本共産党は共通の立場にあると筆者

は推論する。 

 

７．あるべき社会像と共産党像 

 

 これまでの議論を踏まえて、あるべき社会像と共産党

像についての私見を述べることにする。 

共産党が各国の唯一の前衛党であり、指導的役割を果

たすという考え方についてである。２０世紀前半の政治

学者のロンドン大学教授のラスキは、ネオ・マルクス主

義者のミリバンドの師であり、ミリバンドのネオ・マル

クス主義に影響を与えた人物である。ラスキはイギリス

共産党を党内デモクラシーがなく、常にソビエト共産党

の指示に従って行動しているということで、同党を痛烈

に批判している。ラスキは労働党の全国執行委員長にも

なり、労働党への思い入れが強い。ミリバンドもイギリ

ス共産党には党内デモクラシーはないということで、労

働党への期待が強い。共産党以外の政党が、資本主義社

会からより望ましい社会へ移行する際に大きな役割を果

たすことを、ラスキもネオ・マルクス主義者のミリバン

ドも認めているということであろう。ミリバンドはユー

ロコミュニズムのイタリア、スペイン共産党への評価は

高い。共産党であっても、自由な討論と党内民主制がな

ければ変革の主体足りえないということを示唆してい

る（８５）。 

不破委員長も、２０００年に、前衛党規定を外し、先進

的役割を果たすと述べ、一国一前衛党概念を放棄したよ

うにみえる。しかし、今回２名の古参党員の除名処分か

ら明らかなように、日本共産党はいまだ民主集中制を堅

持し、分派の禁止を堅持し、党内に多彩な政策集団を容

認しない、および党内外との意見の交流を認めない政党

であることが判明した。 

野党の統一戦線における他党との協力連携がないと日

本で共産党が政権の一翼を担うことは不可能である。共

産党が唯一の前衛政党であり、指導的役割を果たすとい

うことであれば、この協力連携にひびが入ることになろ

う。鈴木氏が述べているように、それでは、統一戦線は成

立しないことになろう。 

不破氏が徹底的に批判した複数前衛党論であるが、統

一戦線の成功のためにも、複数前衛党論でよいのではな

いかと筆者には思える。村岡氏によれば、「（部分的前衛

性）の認識にもとづく（複数前衛党論）は、・・・自らの

有限性をしっかりと自覚し、他者もまたある前衛性を体

現していると認めるがゆえに、自己絶対化に陥ることな

く、他者の実践と認識からも謙虚に学ぶことができ

る。・・・統一戦線の形成において・・・互いに他者を部

分的前衛性を体現するものと認識しあう」ことができ

小松敏弘
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しまっては、日本本土が攻撃を受けることになる、とい

うことで、敵基地攻撃には批判的である。場所の限定に

は一理あるかもしれない。自衛の戦争が国民の生命と財

産に多大な被害をもたらさないようにしなければならな

い。なお、存在場所が特定されない移動可能なミサイル

ディフェンスシステムは必要であろう。 

松竹氏は、日本は一国で尖閣で踏ん張ることと述べて

いるが、「グローバルな社会民主政」「コスモポリタン・デ

モクラシー」を提唱したロンドン大学教授であったデ

ヴィッド・ヘルドは、「今や、安全保障は集団的で多国間

型の問題となりつつある」という（９４）。「安全保障の課題

と脅威は・・・国家のみによって、あるいは小規模な同盟

によっては十分に管理されえないことも明らかになった」

と述べている（９５）。但し、松竹氏も、日本が一国で踏ん

張っている間に、アメリカが軍事面で助けてくれるかも

しれないと期待しているようである。一国での意志の強

さは必要であるが、やはり安全保障は多国間型でないと

対応できないということであろう。 

『日本共産党の１００年』を書いた佐藤 優氏によれ

ば、「これまで共産党は、憲法9条擁護を強調する『平和

の党』の顔を強調していた。しかし、綱領上は以前から

『国防の党』の顔も併せ持っていた（９６）。」「ウクライナ戦

争勃発後の日本世論を考慮して、自衛隊活用論を強調す

るようになった（９７）。」しかし、「共産党は大きく舵を切っ

た。『正しい戦争』があるという論に踏み込んだ」とすら

佐藤氏は述べる（９８）。本音は憲法 9 条擁護の絶対平和主

義の立場であるが、安全保障環境の厳しい状況から、建

前では、公党である以上、「国防の党」を前面に出さざる

を得ないということであろうと、筆者にも思える。 

自衛隊のプラス面では自衛と災害救援・復旧であるが、

グローバルな世界の安全保障では、「保護義務」の問題が

ある。ヘルドによれば、民族浄化、ジェノサイドが起きて

いる場合は、「国連」が保護義務を果たすことが求められ

る。しかし、国連がその義務を果しえない場合には、諸

列強が行動に出る十分な余地が残されていることにな

る（９９）。「戦争の条件」を探求している藤原帰一氏も、虐

殺を見て見ぬふりをする態度、「沈黙の陰謀」は現代でも

決して珍しくないが、「『保護する責任』に基づいた人道

的介入は、各国それぞれの領土、安全、国益などの個別利

益ではなく、普遍的人権の尊重を中核とした、優れて普

遍主義的な理念によって支えられている」とし（１００）、「利

他的な行動」だと評価する（１０１）。「保護義務」の例として

は、ＮＡＴＯのユーゴスラビア内戦への介入が挙げられ

る。国際政治では論じられる「保護義務」であるが、日本

共産党でなくても自由民主党政府ですら、対応には苦慮

する問題であると筆者は考える。日本はせいぜい財政的

支援に留まると推察される。 

中北浩爾氏は『日本共産党』のなかで、次のように述べ

ている。共産党は「日米同盟や自衛隊については、暫定政

権で現状維持まで認めるが、それらの強化は拒否すると

いうことである。・・・共産党は現在、暫定政権が日本有

事の際に自衛隊を活用するだけでなく、在日米軍に出動

を要請する可能性すら否定しない。ただし・・・共産党と

しては日米安保条約の廃棄や自衛隊の解消を主張し続け

ることになる（１０２）。」こうした二つの立場の使い分けに

ついて、中北氏は疑問を提示する。中北氏は述べる。「政

府と政党の二つの立場の使い分けは、決して容易ではな

い。それ以上に重要なのは、実際の政権運営は静態的で

はあり得ないという事実である。とりわけ外交・安全保

障の場合、日本を取り巻く国際情勢に左右される度合い

が高く、単純な現状維持は難しい。・・・野党連合政権が

日米同盟や自衛隊について現状維持までという足枷をは

められれば、中国の軍拡など変転極まりない国際情勢に

対応できなくなる恐れがある（１０３）。」日本を取り巻く安

全保障環境の急速な悪化に、日本共産党は対応できない

恐れが高いことを中北氏は懸念しているといえよう。 

中国の対外政策では、以前は韜光養晦、つまり力をつけ

るまでは低姿勢で臨む、であったが、日本に対しては、こ

の対外政策をすでに放棄し、アメリカに対しても放棄し

つつある。中国は国家資本主義国家であるが、ファシズ

ム国家へと移行しているように筆者にはみえる。一党独

裁制のもとで、国内の市民的、政治的自由を抑圧してい

る。対外的には戦狼外交を駆使し、南シナ海、東シナ海で

拡張主義的行動を取っている。航空母艦の３隻建造も含

めて、軍事力の増強を続けている。経済体制は資本主義

であり、民間企業の資本家階級が支配階級である。彼ら

の利益享受を尊重している。そういう意味でファシズム

国家の傾向性を有しているといえよう。ただし、共産党

幹部という国家階級が巨万の富を得ている点が、１９３

０年代のファシズム国家と違う点である。いずれにして

も中国のファッショ化により尖閣をめぐっていつ武力衝

突が起きてもおかしくない状況が現れている（１０４）。中国

が軍事的冒険をしないとも限らない。ヘルドは、アメリ

カと中国は別として、今や、現実に単独主義を目論んだ

りする国家などほとんど存在しない、と述べている（１０５）。

つまり、中国は単独で軍事行動ができる国であるとヘル

ドは見ているということであろう。日本共産党の安全保

障観はかなり現実的なものへと移行しつつあるように見

える。しかし、本音と建前の使い分け、二枚舌、中北氏が

いう政府と政党の使いわけでは、この厳しい安全保障環

境のなかでは野党連合政権の一翼を担えるのかどうか、

疑問符がつくであろう。また逆に、共産党の安全保障観

日本共産党の民主集中制に関する批判的考察
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がより現実的なものになると、安定的な野党連合政権の

一翼を担えるようになるが、共産党員の共産党離れが一

気に進むかもしれない。共産党員は９条の会のメンバー

が多く、絶対平和主義の立場であり、共産党と共産党員

の乖離が発生するかもしれない。「新しい戦前」という言

葉があるが、「また来た道」を意味するのであろう。現在

を「新しい戦前」と思っている人々も、共産党離れを起こ

すであろう。共産党にとっては、実に悩ましい問題であ

る。共産党が現実的な安全保障観に舵を切れば切るほど、

共産党員、共産党シンパの共産党離れが進んでいくので

はないかと筆者には思える。共産党が一般党員をどれだ

け説得できるかは不明である。 

武力衝突が起こらない状態が望ましいので、そうなら

ないようにすることが肝要である。クワッド（日米豪印）、

ファイブアイズ（米英豪加、ニュージーランド）との連携、

Ｇ７サミット等という多国間の枠組みで、中国を牽制し、

抑止していくことが望まれる。一種のファシズム国家に

なった中国と対峙する以上、日本企業も、経済的リスク

分散を考えておいたほうがよいであろう。 

最後に民主集中制である。中北氏によれば、「共産党は

分派の禁止を伴う民主集中制を維持している。つまり、

党組織の外延部分については市民に開きつつも、中核部

分は固く閉ざしている。・・・共産党の人事は事実上の任

命制であり、党員ですら委員長選挙の直接的な投票権を

持たない。・・・厳格に分派を禁止し、強力な党内統制を

加えている政党は例外的である。ソ連の解体から３０年

余りを経てもなお、日本共産党は民主集中制の組織原則

を維持している（１０６）。」 

ヘラーによれば、「ローザ・ルクセンブルクが批判した、

いわゆる『民主集中制』原理は、最初から過度の集権化の

原理であった（１０７）。」民主集中制は、１９２１年のレーニ

ンによる分派の組織化と活動の禁止以降、実態は集中制

に傾いていき、スターリン体制下で、民主的要素が皆無

の集中制だけになってしまったと筆者は考える。８９年

東欧革命で多くの東欧各国の共産党がこの組織原則を放

棄していった（１０８）。しかし、その後３０年以上にわたっ

て、日本共産党はこの原則を取り続けた。これは稀有な

ことである。民主集中制は集中制でしかないにもかかわ

らずである。今回、松竹氏、鈴木氏の二名の除名処分を受

けて、日本共産党はこの原則に異常なほど拘泥しており、

党内デモクラシーとは程遠い政党であることを露呈して

しまった。党員でなくても、違和感を感じた人は多い。共

産党は大企業に批判的であるが、大企業は従業員の経営

権への参加を認めていない。それと同レベルであること

を露呈してしまった。公党としては、先ず民主集中制の

放棄が必要なのではないかと筆者は考える。党員目線、

国民目線からするとそれが確実に必要なことであろう。

日本共産党の党勢の回復のためにも。 

 田口氏は、自由民主主義最左派のC.B.マクファースン

の理論に親近感を持っているが、マクファースンは前衛

党概念に批判的である。最後にマクファースンの言葉

を引用する。「遍在的政党は存在してはならない・・・あ

るいは存在している場合には、そのような政党は終始

一貫して政治的自由に非常に高い価値をおくべきであ

る（１０９）。」 
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しまっては、日本本土が攻撃を受けることになる、とい

うことで、敵基地攻撃には批判的である。場所の限定に

は一理あるかもしれない。自衛の戦争が国民の生命と財

産に多大な被害をもたらさないようにしなければならな

い。なお、存在場所が特定されない移動可能なミサイル

ディフェンスシステムは必要であろう。 

松竹氏は、日本は一国で尖閣で踏ん張ることと述べて

いるが、「グローバルな社会民主政」「コスモポリタン・デ

モクラシー」を提唱したロンドン大学教授であったデ

ヴィッド・ヘルドは、「今や、安全保障は集団的で多国間

型の問題となりつつある」という（９４）。「安全保障の課題

と脅威は・・・国家のみによって、あるいは小規模な同盟

によっては十分に管理されえないことも明らかになった」

と述べている（９５）。但し、松竹氏も、日本が一国で踏ん

張っている間に、アメリカが軍事面で助けてくれるかも

しれないと期待しているようである。一国での意志の強

さは必要であるが、やはり安全保障は多国間型でないと

対応できないということであろう。 

『日本共産党の１００年』を書いた佐藤 優氏によれ

ば、「これまで共産党は、憲法9条擁護を強調する『平和

の党』の顔を強調していた。しかし、綱領上は以前から

『国防の党』の顔も併せ持っていた（９６）。」「ウクライナ戦

争勃発後の日本世論を考慮して、自衛隊活用論を強調す

るようになった（９７）。」しかし、「共産党は大きく舵を切っ

た。『正しい戦争』があるという論に踏み込んだ」とすら

佐藤氏は述べる（９８）。本音は憲法 9 条擁護の絶対平和主

義の立場であるが、安全保障環境の厳しい状況から、建

前では、公党である以上、「国防の党」を前面に出さざる

を得ないということであろうと、筆者にも思える。 

自衛隊のプラス面では自衛と災害救援・復旧であるが、

グローバルな世界の安全保障では、「保護義務」の問題が

ある。ヘルドによれば、民族浄化、ジェノサイドが起きて

いる場合は、「国連」が保護義務を果たすことが求められ

る。しかし、国連がその義務を果しえない場合には、諸

列強が行動に出る十分な余地が残されていることにな

る（９９）。「戦争の条件」を探求している藤原帰一氏も、虐

殺を見て見ぬふりをする態度、「沈黙の陰謀」は現代でも

決して珍しくないが、「『保護する責任』に基づいた人道

的介入は、各国それぞれの領土、安全、国益などの個別利

益ではなく、普遍的人権の尊重を中核とした、優れて普

遍主義的な理念によって支えられている」とし（１００）、「利

他的な行動」だと評価する（１０１）。「保護義務」の例として

は、ＮＡＴＯのユーゴスラビア内戦への介入が挙げられ

る。国際政治では論じられる「保護義務」であるが、日本

共産党でなくても自由民主党政府ですら、対応には苦慮

する問題であると筆者は考える。日本はせいぜい財政的

支援に留まると推察される。 

中北浩爾氏は『日本共産党』のなかで、次のように述べ

ている。共産党は「日米同盟や自衛隊については、暫定政

権で現状維持まで認めるが、それらの強化は拒否すると

いうことである。・・・共産党は現在、暫定政権が日本有

事の際に自衛隊を活用するだけでなく、在日米軍に出動

を要請する可能性すら否定しない。ただし・・・共産党と

しては日米安保条約の廃棄や自衛隊の解消を主張し続け

ることになる（１０２）。」こうした二つの立場の使い分けに

ついて、中北氏は疑問を提示する。中北氏は述べる。「政

府と政党の二つの立場の使い分けは、決して容易ではな

い。それ以上に重要なのは、実際の政権運営は静態的で

はあり得ないという事実である。とりわけ外交・安全保

障の場合、日本を取り巻く国際情勢に左右される度合い

が高く、単純な現状維持は難しい。・・・野党連合政権が

日米同盟や自衛隊について現状維持までという足枷をは

められれば、中国の軍拡など変転極まりない国際情勢に

対応できなくなる恐れがある（１０３）。」日本を取り巻く安

全保障環境の急速な悪化に、日本共産党は対応できない

恐れが高いことを中北氏は懸念しているといえよう。 

中国の対外政策では、以前は韜光養晦、つまり力をつけ

るまでは低姿勢で臨む、であったが、日本に対しては、こ

の対外政策をすでに放棄し、アメリカに対しても放棄し

つつある。中国は国家資本主義国家であるが、ファシズ

ム国家へと移行しているように筆者にはみえる。一党独

裁制のもとで、国内の市民的、政治的自由を抑圧してい

る。対外的には戦狼外交を駆使し、南シナ海、東シナ海で

拡張主義的行動を取っている。航空母艦の３隻建造も含

めて、軍事力の増強を続けている。経済体制は資本主義

であり、民間企業の資本家階級が支配階級である。彼ら

の利益享受を尊重している。そういう意味でファシズム

国家の傾向性を有しているといえよう。ただし、共産党

幹部という国家階級が巨万の富を得ている点が、１９３

０年代のファシズム国家と違う点である。いずれにして

も中国のファッショ化により尖閣をめぐっていつ武力衝

突が起きてもおかしくない状況が現れている（１０４）。中国

が軍事的冒険をしないとも限らない。ヘルドは、アメリ

カと中国は別として、今や、現実に単独主義を目論んだ

りする国家などほとんど存在しない、と述べている（１０５）。

つまり、中国は単独で軍事行動ができる国であるとヘル

ドは見ているということであろう。日本共産党の安全保

障観はかなり現実的なものへと移行しつつあるように見

える。しかし、本音と建前の使い分け、二枚舌、中北氏が

いう政府と政党の使いわけでは、この厳しい安全保障環

境のなかでは野党連合政権の一翼を担えるのかどうか、

疑問符がつくであろう。また逆に、共産党の安全保障観
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Abstract 
This study was conducted to investigate "Reasons for Entering College" and "Willingness to Learn" in the Department of 

Business Administration, Tokai University, in order to clarify the "state of low motivation to learn" shown by the students of 
the Reinforced Sports Club, based on the following three hypotheses. As a result, the following findings were obtained. 

1 Although there is a difference in the motivation to learn between the general students and the students in the clubs, it cannot 
be said that all the motivation to learn is lower in the club students than in the general students. 

2 Although the students in the clubs tend to follow the rules, they have different reasons and purposes for attending university 
than the general students, so their interest in the classes and their willingness to learn and study by themselves are lower than 
the general students. 

3 As seen in the previous study, there is a difference in the willingness to study depending on the grade, with sophomores 
being less willing to study than freshmen. 
 
Key Words : Student apathy  Eagerness to learn  Reason for Attending University 
 
 
 
1. 目的 

 

「Student apathy(以下、スチューデントアパシー)」に

ついては、古くから指摘されている問題であり、これま

でにWalters（1961）が提唱して以来、様々な研究がな

されている。この「スチューデントアパシー」というの

は、「学校に行きたくない」、「勉強したくない」、「やる

気が出ない」等の無気力状態を意味している。Walters

によると、スチューデントアパシーは大学2年生の頃に

最も起こりやすいと指摘している。 

ここ数年、本学経営学部経営学科の講義においても無

気力な学生、学習意欲の低い行動（居眠り、携帯電話の

使用等）をとる学生が多く見受けられ、学習に対して無

気力状態の学生が増加傾向にあると、執筆者は感じる。

原因として、①基礎学力レベルの低い学生の入学（大学

全入時代）、②進学理由・目的の違い（目的意識低下）

③新しい環境での生活習慣の乱れ（自由度の高い生

活）、等が挙げられる。また、本学経営学科入学学生の

場合、「②進学理由・目的の違い」の背景として、体育 

                          
＊ 文理融合学部経営学科准教授 

会強化指定クラブに所属している学生（以下、強化クラ

ブ学生）が約30%在籍していることにあると考えられる。

強化クラブ学生の中には、大学に入学する目的の優先

順位として、本学経営学科での学びよりも、クラブ活動

での活躍を優先にしている学生も存在する。その為か、

本学科科目担当教員から強化クラブ学生の無気力状態、

特に学習意欲低下を指摘する声を耳にする。しかし、そ

れらを証明する根拠はない。またそれを裏付ける研究報

告も見当たらない。 

 そこで本研究は、本学経営学部経営学科学生の「進学

理由」と「学習意欲」を調査し、強化クラブ学生が示す

「学習意欲の状態」を明らかにする為、以下の3つの仮

説をもとに検証を行った。 

1.1強化クラブに所属していない学生（以下、一般学生）

と強化クラブ学生の学習意欲に違いがあり、強化クラブ

学生の学習意欲が一般学生に比べて低い。 

1.2 強化クラブ学生は、進学理由が「クラブ活動での

活躍」の為、単位取得を重視し授業内容には興味を持

っていない。 

1.3 学年によって学習意欲に違いがあり、強化クラブ

学生は、1年生よりも2年生の学習意欲が低い。 
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Abstract
　This study was conducted to investigate "Reasons for Entering College" and "Willingness to Learn" in the 
Department of Business Administration, Tokai University, in order to clarify the "state of low motivation to learn" 
shown by the students of the Reinforced Sports Club, based on the following three hypotheses.  As a result, the 
following findings were obtained.
　1. Although there is a difference in the motivation to learn between the general students and the students in the 
clubs, it cannot be said that all the motivation to learn is lower in the club students than in the general students.
　2. Although the students in the clubs tend to follow the rules, they have different reasons and purposes for attending 
university than the general students, so their interest in the classes and their willingness to learn and study by 
themselves are lower than the general students.
　3. As seen in the previous study, there is a difference in the willingness to study depending on the grade, with 
sophomores being less willing to study than freshmen.
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2.方法 

 

2.1調査概要（表1） 

本学経営学部経営学科1,2年生301名を分析対象と

し、質問紙による集合調査法で実施した（2015年度7

月春学期終了時）。アンケート内容は、⑴所属に関する

質問⑵大学への進学理由に関する設問(3)学習意欲に関

する設問である。なお、アンケート調査の実施にあたっ

ては、趣旨及び個人情報の保護について説明を行うとと

もに、データの使用については同意を得られた者のみを

分析対象とした。同意を得られなかった者及び回答に不

備のあった者を除き、174名について解析を行った。 

2.1.1体育会強化指定クラブ（強化クラブ） 

強化クラブとは、東海大学九州キャンパスが強化指定

する体育会クラブのことを指す。現在、強化指定クラブ

は、男子硬式野球部、男子サッカー部、男・女バスケッ

トボール部、男・女柔道部、男・女器械体操部、男・女

ゴルフ部である。 

2.2調査内容 

2.2.1アンケートの設問 

⑴属性に関する質問 ①性別、②学生証番号、③体育会

強化クラブ所属の有無、④入試形態 

⑵大学への進学理由 

設問は、Benesse教育研究開発センター（2005）で使

用された調査項目9項目に加え、「大学でクラブ活動を

やりたいから」の設問を追加した。得点の評定は「よく

あてはまる(4点)、どちらかと言えばあてはまる(3

点)、どちらかと言えばあてはまらない(2点)、全くあ

てはまらない(1点)」の4段階尺度で評価を依頼した。 

⑶学習意欲に関するアンケート 

① 意欲低下領域尺度（表2） 

下山(1993)の意欲低下領域尺度は、鉄島(1996)のアパ

シー傾向測定尺度を基に作られ、スチューデント・アパ

シーの特徴でもある活動内容の違いによって選択的退却

が生じる側面を考慮して、意欲低下が生じる場面を大学

生の生活領域で分け、領域ごとに意欲低下を測定する尺

度を作成している。その下位尺度は、「授業場面におけ

る意欲低下(以下:授業意欲低下)」、「学業場面における

意欲低下(以下:学業意欲低下)」、「大学生活場面におけ

る意欲低下(以下:大学意欲低下)」の3つに分かれ、各

下位尺度5項目、計15項目で構成される。得点の評定

は「よくあてはまる(4点)、どちらかと言えばあてはま

る(3点)、どちらかと言えばあてはまらない(2点)、全

くあてはまらない(1点)」の4段階尺度で評価を依頼し

た。合計得点の範囲は全体として 15点-60点、各下位

尺度としてはともに 5点-20点であり、得点が高ければ

高いほど、意欲低下が生じていると判断される。  

② 学習への取り組みに関する尺度 （表3） 

岡田ら(2011)の学習への取り組みに関する尺度は、学

生の学習スタイルを知るために、Benesse教育開発セン

ター(2005)の調査で使用された「学習への取り組み方に

体育会強化指定クラブ所属学生の学習意欲に関する研究
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関する項目」を基に作成されている。大学、高校それぞ

れについて回答するように求め、下位尺度と項目数はそ

れぞれ「勤勉的受講態度7項目」、「積極的主張4項

目」、「自発的学習3項目」、「計画的学習2項目」の4つ

の下位尺度、計16項目で構成されている。得点の評定

は「全くあてはまらない (1点)」「どちらかと言えばあ

てはまない(2点)」「どちらかと言えばあてはまる (3

点)」「とてもあてはまる(4点)」の4段階尺度で評価を

依頼した。合計得点の範囲は各下位尺度で異なり、「勤

勉的受講態度」7点-28点、「積極的主張」4点-16点、

「自発的学習」、3点-12点、「計画的学習」2点-8点で

あり、意欲低下領域尺度とは逆に、合計得点が高ければ

高いほど、意欲が高いと判断される。  

 

3.結果 

 

3.1大学進学の理由（表4） 

強化クラブ学生と一般学生の比較 

度数及び評定平均値を表4に示した。強化クラブ学生

は、「10.大学で部活動をやりたいから」が「とても当て

はまる」「やや当てはまる」合わせて86%（73名）で、

最も多くの者が進学理由として挙げ、一般学生より高い

評定平均値を示したが、それ以外の9項目は、一般学生

の方が高い値を示した。 

また、一般学生は、「4.大学の学歴がほしい」を「と

ても当てはまる」「やや当てはまる」合わせて88%（78

名）で、最も多くの者が進学理由として挙げていた。統

計学的に有意な差が見られたのは、「3.幅広い教養を身

につけたいから」「4.大卒の学歴がほしいから」「7.自由

な時間を得たい」「8.周囲の人がみな行く」が一般学生

の方が有意に高い値を示し、「10.大学で部活動をやりた

いから」は、強化クラブ学生が有意に高い値を示した。 

3.2学習意欲（強化クラブ学生と一般学生の比較） 

3.2.1意欲低下領域尺度 

強化クラブ学生と一般学生の比較 

3.2.1.1合計得点及び下位尺度 (表5・図1） 

合計得点及び下位尺度合計得点の評定平均値、分析結

果を表5・図1（合計得点は除く）に示した。なお、逆転

項目は得点処理をして分析した。合計得点には統計学的

に有意な差は見られなかった。 

両群とも、「学業意欲低下尺度」が3尺度の中で最も高

い評定平均値を示し、学業場面における意欲が最も低い

ことが明らかとなった。ついで、「大学意欲低下尺度」、

「授業低下尺度」の順で評定平均値が高い結果であった。 

統計学的に有意な差が見られたのは、「授業意欲低下尺度」

田中靖久
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で、強化クラブ学生より一般学生の方が高い評定平均値

を示し、強化クラブ学生に比べ一般学生の方が、授業場

面における意欲が低い結果であった。（P<0.05）残る二つ

の尺度に有意な差は見られなかった。  
3.2.1.2項目(表6） 

下位尺度の15項目毎に評定平均値の分析結果を表6に

示した。なお、逆転項目は得点処理をしないで分析した。

強化クラブ学生と一般学生に有意な差が見られたのは、

「7.朝寝坊などで授業に遅れることが多い」(P<0.01)、

「8.何となく授業をさぼることがある」（P<0.05）、「11.

学生生活で打ち込むものがない」(P<0.01)で、一般学生

の方が高い評定平均値を示し、この3項目では、一般学

生の方が、意欲が低い結果であった。 

逆転項目（意欲が高いと高い評定平均値を示す項目）で

統計学的に有意な差が見られたのは、「1.教師に言われな

くても自分から進んで勉強する」(P<0.01)、「4.必要な単

位以外でも、関心のある授業はとるようにしている」

(P<0.05)、の2項目で、強化クラブ学生の方が低い評定

平均値を示し、この2項目では、一般学生に比べ強化ク

体育会強化指定クラブ所属学生の学習意欲に関する研究
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ラブ学生の方が、意欲が低い結果であった。 

3.2.2学習への取り組みに関する尺度 

強化クラブ学生と一般学生の比較 

3.2.2.1下位尺度 (表7） 

合計得点及び下位尺度合計得点の評定平均値、分析結

果を表7に示した。合計得点及び全ての下位尺度におい

て、強化クラブ学生と一般学生の評定平均値に統計学的

に有意な差は見られなかった。

3.2.2.2項目(表8） 

下位尺度の16項目毎に評定平均値の分析結果を表8に

示した。下位尺度同様、全ての項目において、強化クラ

ブ学生と一般学生の評定平均値に統計学的に有意な差

は見られなかった。 

3.3 強化クラブ学生の学年（1・2年生）による学習意

欲の違い 

3.3.1意欲低下領域尺度 

1年生と2年生の比較 

3.3.1.1下位尺度 (表9・図2） 

合計得点及び下位尺度合計得点の評定平均値、分析結

果を表9・図2（合計得点は除く）に示した。なお、逆転

項目は得点処理をして分析した。 

合計得点及び全ての下位尺度において、1 年生と 2 年生

の評定平均値に統計学的に有意な差は見られなかった。 

田中靖久
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両群とも、「学業意欲低下尺度」が3尺度の中で最も

高い評定平均値を示し、学業場面における意欲が最も低

く、ついで、「大学意欲低下尺度」、「授業低下尺度」の

順に評定平均値が高い結果であった。 

3.3.1.2項目(表10） 

下位尺度の 15 項目毎に評定平均値の分析結果を表 10

に示した。なお、逆転項目は得点処理をしないで分析し

体育会強化指定クラブ所属学生の学習意欲に関する研究
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た。統計学的に有意な差が見られたのは、「7.朝寝坊など

で授業に遅れることが多い」（P<0.01）、「8.何となく授業

をさぼることがある」（P<0.05）で、2年生の方が高い評

定平均値を示し、この 2 項目では、1 年生に比べ 2 年生

の方が低い結果であった。 

3.3.2学習への取り組みに関する尺度 

1年生と2年生の比較 

3.3.2.1下位尺度 (表11） 

合計得点及び下位尺度合計得点の評定平均値、分析結

果を表11に示した。 

統計学的に有意な差が見られたのは、合計得点と下位

尺度「自発的学習」「計画的学習」で、2年生より1年生

の方が高い評定平均値を示し、2 年生に比べ 1 年生の方

が、意欲が低い結果であった。（P<0.01）「勤勉的受講態

度」及び、「積極的主張」については、有意な差は見られ

なかった。 

3.3.2.2項目(表12） 

下位尺度の 16 項目毎に評定平均値の分析結果を表 12

に示した。統計学的に有意な差が見られたのは、「2.履修

（登録) した科目は途中で投げ出さない」（P<0.05）、「3.

授業で出された宿題や課題をきちんとする」（P<0.05）、

田中靖久
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「4.授業に遅刻しないようにする」（P<0.05）、「12.授業

で興味を持ったことについて主体的に勉強する」

（P<0.01）、「13.援業とは関係なく、興味を持ったことに

ついて自主的に勉強する」（P<0.01）、「15.計画を立てて

勉強する」（P<0.01）、「16.自分の意思で継続的に勉強す

る」（P<0.05）の7項目で、2年生より1年生の方が高い

評定平均値を示し、1 年生に比べ 2 年生の方が有意に低

い結果であった。残りの9 項目については、統計学的に

有意な差は見られなかった。 

 

4.考察 

 

②学習への取り組みに関する尺度では、強化クラ

ブの所属の有無により、統計学的に有意な差は見

られなかったが、①意欲低下領域尺度では、下位

尺度、下位尺度の項目において、統計学的に有意

な差が見られた。下位尺度では、一般学生の方

が、強化クラブ学生より意欲低下を示した為、仮

説 1.1 は棄却された結果となった。 

また、①意欲低下領域尺度の下位尺度項目の結果か

ら、強化クラブ学生は、一般学生より「遅刻しない」

「さぼらない」等のルールを遵守する傾向にあるが、自

ら学び勉強する姿勢は一般学生に比べ低いことが明らか

となった。これらの結果に加え、強化クラブ学生は、進

学理由・目的がクラブでの活動を一番の理由に挙げてい

ることから、仮説1.2は、支持された結果となった。 

全ての学習意欲に関する尺度・項目において、一般学

生よりも強化クラブ学生の方が、意欲が低い結果ではな

く、それぞれの意欲の特徴を読み取る事ができる結果で

あった。これらの特徴が、本学科科目担当教員が指摘す

る強化クラブの学習意欲の低下の一因である可能性が考

えられるが、断定はできない。この点については追加の

調査が必要であると考えられる。 

Walters（1961）らの調査に見られる、「2年生の学習意

欲低下」が本調査でもみられた。特に「遅れない」「さぼ

らない」「単位を途中であきらめない」等の、勤勉的学習

態度尺度項目が、1 年生に比べ 2 年生が低い結果を示し

た。同様に、自ら求めて勉強する等の自発的学習尺度、

計画を立て、継続して勉強する等の計画的学習尺度も 1

年生に比べ2年生が低い結果を示した。よって、仮説1.3

は、支持された結果となった。 

 

5.まとめ 

 

本研究は、経営学部経営学科を対象として、「進学理

由」と「学習意欲」を調査し、強化クラブ学生が示す

「学習意欲の状態」を明らかにする為、以下の3つの仮

説を下に検証を行った。 

その結果、以下の知見が得られた。 

1.一般学生と強化クラブ学生の学習意欲には、違いがあ

るが、全ての学習意欲が一般学生に比べ強化クラブ学生

が低いとは言えない。 

2.強化クラブ学生は、「遅刻しない」「さぼらない」等

のルールを順守する傾向にあるが、大学への進学理

由・目的が一般学生とは違う為、授業に対する興味・

関心、自ら学び勉強する姿勢は一般学生に比べ低いこ

とが明らかとなった。 

3.先行研究に見られる様に、学年によって学習意欲に

違いがあり、1年生よりも2年生の学習意欲が低い。 
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Abstract 
This measurement study examined the construct validity of the Short Fear of Negative Evaluation Scale (Sasagawa et al., 2004), 
as well as variants of the scale proposed by Nihei et al. (2018), in a sample of Japanese university-level English learners (N = 
411) from three universities in Western Japan. Confirmatory factor analysis of a unidimensional model of the Short Fear of 
Negative Evaluation Scale revealed poor fit between the model and the scores in the dataset. A two-factor model, with the four 
reverse-scored items specified to load on a separate factor displayed an adequate degree of fit, suggesting that the scale, as 
proposed by Sasagawa et al., is not unidimensional. A one-factor model of the eight straightforward items, proposed by Nihei 
et al. was also tested, and the model showed an inadequate degree of fit. Examination of areas of ill-fit in this model indicated 
the possibility of content overlap between two closely worded items (Items 2 and 5). Diagnostic models lacking these two items 
showed an excellent degree of fit, suggesting a scale without one of the items could serve as a potentially valid measure of  
fear of negative evaluation in the target population.  
 
Key Words : social anxiety, fear of negative evaluation, English education, group-work, validity 
 
 

1.  Introduction 
 
Group work and group-based learning approaches have become 
an integral part of language teaching. Communicative language 
teaching and task-based language teaching are two of the more 
commonly employed teaching methodologies in which 
interaction between learners form a significant part of instruction 
(Leeming, 2011). While group work can provide many benefits 
for learners, such as greater opportunities for communication 
and learning from peers (Johnson, et al., 1998), working in 
groups can also present challenges for those learners who 
experience unease when interacting with others (Cantwell & 
Andrews, 2002). Group-based learning approaches, which often 
employ novel activities and which force learners to work with 
new people and express themselves in the L2, can be much more 
anxiety inducing than the more traditional, teacher-centered 
classroom many learners are accustomed to. In particular, the 
ambiguity and uncertainty associated with these situations can 
be difficult for learners to deal with and thus provoke feelings of 
social anxiety in learners (Zhou, 2016). While research into the 
impact of social anxiety on language learning has begun, King 
and Smith (2017) note that there is a need for more research in 
this area. For such research to proceed, there is a need for 
research into the reliability and validity of instruments to 
measure social anxiety when employed in the language learning 
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context (Xethakis, 2020). This study represents an attempt to 
address this need by examining the reliability and validity of the 
Japanese version of the Short Fear of Negative Evaluation scale 
(SFNE; Sasagawa et al., 2004). 
 
2.  Literature Review 
 
The psychological construct of fear of negative evaluation can 
be characterized as circumscribing a “broad social evaluative 
anxiety,” (Collins, Westra, Dozois & Stewart, 2005). More 
specifically, it is involved with a feeling of unease, or in the 
extreme, a sense of overwhelming apprehension, at being 
evaluated in an unfavorable or critical manner in social situations 
(Weeks et al., 2005). A significant feature of social anxiety is an 
individual’s sense of apprehension with respect to their own 
ability to manage how they are perceived and evaluated by 
others, and thus fear of negative evaluation and the broader 
construct of social anxiety are commonly regarded as closely 
related constructs (Schlenker & Leary, 1982). For this reason, 
fear of negative evaluation can be considered as one of the 
“central cognitive aspects of social anxiety,” (Leary, 1991, p. 
166). 

The Fear of Negative Evaluation scale (FNE; Watson & 
Friend, 1969) is a widely-employed instrument in assessing 
social evaluative anxiety (Rodebaugh et al., 2004). This measure 
is postulated to assess individual differences in the degree to 
which respondents are concerned about how they are perceived 

Abstract
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and evaluated by others (Leary, 1991). The measure was 
originally developed by Watson & Friend (1969) and comprises 
30 items, scored using a dichotomous, true-false scale. The items 
are concerned with various facets of unfavorable evaluation in 
social situations, for example, I am afraid that others will not 
approve of me (Item 13), or I often worry that I will say or do the 
wrong things (Item 25). Seventeen of the 30 items comprising 
the instrument are straightforward items, which describe 
cognitions of worry or unease, while the remaining 13 are 
reverse-scored, with Watson & Friend (1969) hypothesizing 
these to express the opposite of fear of negative evaluation, that 
is a lack of unease or discomfort at being evaluated by others.  

The instrument was initially developed in a sample of 205 
university students, and displayed a high degree of internal 
consistency—with values of .94 (using the Kuder-Richardson 
Formula 20) in the original sample, and .96 in a second sample 
of 154 students (Watson & Friend, 1969). The scale also 
displayed a good degree of convergent validity. The FNE was 
found to correlate significantly with measures of manifest 
anxiety (r = .60), social evaluative anxiety (r = .47), and need for 
social approval (r = .60).  

The FNE has been adapted for use in the Japanese 
population by Ishikawa, Sasaki and Fukui (1992), using scores 
from a sample of 332 individuals, of which 250 were university 
students, 50 were individuals from the community, and the 
remaining 32 individuals were in clinical treatment. Participants 
responded to each item on a dichotomous true-false scale. Upon 
analysis, scores on each of the items were found to correlate 
significantly with scores on the scale as a whole. The structure of 
the scores was analyzed using Principal Component Analysis. 
As a result of this analysis, the first factor extracted explained 
38% of the total variance, while the second factor extracted 
explained less than 7% of the variance. From this the authors 
concluded that the Japanese version of the FNE was primarily 
unidimensional in nature.  

The instrument was also found to correlate highly with 
Japanese versions of the Manifest Anxiety Scale (r = .67), and 
the State-Trait Anxiety Inventory (r = .62), as well as to 
discriminate sufficiently between individuals with high and low 
social evaluative anxiety. This version of the FNE has been 
employed extensively in the Japanese population, with more 
than 20 studies that have made use of this measure published as 
of 2023. 

In addition to its popularity as a measure of social evaluative 
anxiety, Ishikawa et al.’s (1992) version of the FNE has also 
served as the basis for a shortened version of the FNE. This 

measure, known as the Short Fear of Negative Evaluation scale 
(SFNE; Sasagawa et al., 2004), is one of the most commonly 
used instruments for assessing social anxiety and its cognitive 
aspects in particular in Japan (Maeda et al., 2017). The SFNE has 
been employed in nearly 50 studies examining social anxiety, 
including two dozen studies published in the English literature 
concerned with this field of research. This shorter version of the 
FNE was developed by Sasagawa and her colleagues in 
response to shortcomings in the 30-item Japanese FNE, which 
while seen as an adequate instrument, was thought to be 
somewhat long (Sasagawa et al., 2004). Moreover, by changing 
the scoring regime from a dichotomous true-false scale, used on 
most versions of the FNE, to a 5-point Likert scale, Sasagawa et 
al. hoped to improve the discriminative power of the instrument. 

The SFNE was developed on the basis of scores from 389 
university students on the thirty items of the Japanese version of 
the FNE (Ishikawa et al., 1992). Participants were asked to 
respond on the degree to which each item was characteristic of 
them, with 1 semantically anchored to not at all characteristic of 
me, and 5 to extremely characteristic of me. From the 30 items 
on the original FNE, the 12 highest-loading items from the factor 
pattern in the study were chosen to form the SFNE. Since its 
development, the SFNE has shown a high degree of reliability, 
with reported values for Cronbach’s alpha ranging from .85 
(Moriya & Tanno, 2011) to .93 (Curtis et al., 2017), and with the 
majority of studies reporting values of .90 or greater (e.g., 
Okajima et al., 2009; Maeda et al., 2017). Scores on the SFNE 
have also been shown to correlate with scores on other measures 
commonly used in the assessment of social anxiety, such as the 
SPS (r = .57, p < .05; Okajima et al, 2009); the SIAS (r = .62, p 
<. 01; Essau et al., 2012); the SAD (r = .48, p < .01; Shirotsuki et 
al., 2012); and the PSWQ (r = .58, p < .05; Maeda et al., 2015), 
among others. 

Initially, the factor structure of the FNE, in both its English 
and Japanese versions, was assumed to be unidimensional. This 
was also thought to be the case for the SFNE as well. However, 
this supposition has recently been brought into question. 
Rodebaugh et al. (2004) performed the first analyses on the FNE 
for the purpose of determining if scores on the instrument 
possessed the property of unidimensionality. For this purpose, 
Rodebaugh and colleagues tested two similar measurement 
models for the FNE. The first model was a one-factor model, 
with all items specified to load onto this single factor. The second 
measurement model was a two-factor model, with the 
straightforward (straight-scored) items hypothesized to load onto 
one factor and the reverse-scored items to load onto a second 
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factor, with these two factors allowed to correlate. The factor 
structure of the second model was based on prior research (e.g., 
Brown, 2003) showing that reverse-scored items which are 
included in instruments exhibit a tendency to form separate 
factors. 

On the basis of results from confirmatory factor analysis 
(CFA) on the two models, Rodebaugh and his colleagues 
concluded that the two-factor model of the FNE better described 
the underlying structure of the scores in the respective datasets. 
They suggested two possibilities for the better fit of the two-
factor model. First, the factor comprising the reverse-worded 
items might be the result of a method effect brought about by the 
wording of the reverse-scored items. This was accepted as the 
most parsimonious explanation for the two-factor structure. 
However, they also stated that given the methodology of the 
study, it was not possible to rule out the second possibility, that 
the reverse-worded items comprised a substantial construct 
rather than a method effect. 

After determining that the two-factor model fit the data better, 
the discriminative power of the straightforward and reverse-
scored factors on both instruments was investigated, as well their 
concurrent validity, that is, their ability to predict scores on other 
social anxiety measures. It was found that the items comprising 
the straightforward factor were found to better discriminate 
across a range of degrees of fear of negative evaluation. It was 
supposed that this was because the straightforward items were 
less confusing than the reverse-scored items. Furthermore, the 
straightforward items also performed better in terms of 
concurrent validity, being significantly more predictive of scores 
on other self-report social anxiety measures than were the 
reverse-scored items. The results led Rodebaugh and colleagues 
to suggest that the straightforward items might represent a better 
measure of social anxiety than the full instrument, which 
included the reverse-scored items. However, they noted that 
these conclusions needed to be examined in further research.  

Nihei et al. (2018) undertook an examination of the structure 
of scores produced by the SFNE (Sasagawa et al., 2004), on the 
basis of the findings of Rodebaugh et al. (2004). The analysis 
was based on responses from a community sample of 500 
participants between the ages of 20 and 69, as well as a smaller 
sample of 82 university students. The survey was presented to 
participants online, and scores were recorded using a 5-point 
Likert scale. Participants responded with the degree to which the 
items were characteristic of them, with 1 being semantically 
anchored to, not at all, and 5 to extremely characteristic of me. 
Initially, exploratory factor analysis (EFA) with Promax rotation 

was carried out and evidence was found for a two-factor solution, 
with the first factor comprised of the eight straightforward items 
on the SFNE, and the second comprised of the four reverse-
scored items. Reliability estimates (Cronbach’s alpha) for scores 
on factors comprised of the straightforward items (hereinafter, 
SFNE-S) and the reverse-scored items (SFNE-R) were 
calculated, with values of .94 and .86 being derived, respectively. 

Subsequent to the EFA, two measurement models were 
specified in order to clarify the dimensionality of the scores on 
the SFNE using CFA. The first model was a one-factor model of 
the SFNE, with all 12 items specified to load on the single factor, 
while the second model comprised two correlated factors, with 
the eight straightforward items specified to load on one factor, 
and the reverse-worded items specified to load on a separate 
factor. The results of CFA on the one-factor model indicated 
unequivocally poor fit, which suggested that scores on the SFNE 
did not possess a simple unidimensional structure, consistent 
with the results of the EFA. 

The results for the two-factor model of the SFNE, were more 
ambiguous, with some indices suggesting adequate fit, and some 
unsatisfactory fit. Overall, while the results of the CFA 
performed by Nihei et al. (2018) did not present conclusive 
evidence that scores produced by the SFNE are comprised of 
two dimensions, the results do seem to suggest that the SFNE, in 
a manner similar to the FNE, also possesses a two-factor 
structure.  
 In addition to examining the structure of the SFNE, Nihei et 
al. (2018) also investigated the convergent validity of the SFNE, 
the SFNE-S and the SFNE-R. Scores on both the SFNE and the 
SFNE-S were found to correlate significantly with scores on 
three other instruments used to assess aspects of social anxiety, 
the LSAS, the Fear of Positive Evaluation scale and the 
Generalized Anxiety Disorder Questionnaire. Scores on the 
SFNE-R displayed a degree of correlation with scores on the 
LSAS and the Generalized Anxiety Disorder Questionnaire, but 
to a much lesser degree than either the SFNE or the SFNE-S. 
Scores on the SFNE-R did not correlate significantly with scores 
on the Fear of Positive Evaluation scale. On the basis of their 
results, Nihei et al. (2018) suggested that the SFNE-S, that is, the 
scale comprised of the eight straightforward items from the 
SFNE, be used in future research on social anxiety, rather than 
the full SFNE (Sasagawa et al., 2004). 
 Given the increasing emphasis placed on group work in 
language classroom (Leeming, 2011) and the negative impact 
social anxiety can have on the learners’ willingness to engage in 
group work (e.g., Cantwell & Andrews, 2002; Zhou, 2016) there 
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is a need for a valid and reliable instrument to assist both 
researchers and practitioners in the assessment of learners’ self-
perceptions of social anxiety. As outlined above, the construct of 
fear of negative evaluation can be seen as central to conceptions 
of social anxiety, and thus the accurate measurement of this 
construct is of importance for the progress of research in this area.  

While the results of Nihei et al. (2018) do provide evidence 
suggesting that the SFNE also has a two-factor structure, the 
results of the CFAs carried out were ambiguous in relation to the 
two-factor model, and thus the structure of scores produced by 
the SFNE remains indeterminate. In view of the wide-spread use 
of the SFNE (Sasagawa et al., 2004) in the Japanese context, and 
the fact that the structure of scores produced by this measure, and 
thus importantly the validity of these scores, has been brought 
into question, confirmation of the structure of scores produced 
by this instrument is called for. This study seeks to address this 
need and extend the findings of Nihei et al. (2018), by examining 
the factor structure of the SFNE, as an incremental step to 
placing the use of these instruments on a stronger, evidence-
based, footing.  

This study aims to clarify the ambiguity by testing both one- 
and two-factor models of the SFNE with a new dataset in order 
to determine if a two-factor model of the SFNE adequately 
reflects the underlying structure of scores produced by the 
measure. If this were found to be the case, then in accordance 
with the findings of Nihei et al. (2018), the SFNE-S (that is, the 
subscale comprising only the straightforward items from the 
SFNE) would appear to be a more appropriate measure than the 
full SFNE for evaluating social evaluative anxiety in the 
Japanese context, and for this reason, this study also aims to 
examine the structural validity of the SFNE-S as an independent 
measure for assessing social evaluative anxiety in the Japanese 
population. 
 
3.  Methodology 
 
3.1 Participants  
The dataset employed in this study was gathered from students 
enrolled in English classes at three universities, one public and 
two private, located in Western Japan. A total of 411 responses 
were collected. Upon initial inspection, five responses were 
found to have missing data, and were therefore removed from 
the dataset. As no clearly discernable pattern was found in the 
missing responses (this was determined through visual 
inspection by the authors), the removal of these responses was 
not considered to have an effect on the overall characteristics of 

the dataset. The data from the remaining 406 responses forms the 
basis for the analyses presented below.  
 The informed consent of the participants was obtained by the 
inclusion of a form at the beginning of the survey, clearly stating 
in Japanese that those not wishing to participate could do so 
merely by leaving the form blank. Participation in the survey was 
completely voluntary, with students being informed by the 
administrator of the survey that they need not take part. While no 
set time was given within which to complete the survey, most 
participants did so within 10 minutes. 
 
3.2 Instrument 
The SFNE scale (Sasagawa et al., 2004) is the shortened version 
of the Japanese adaptation of the FNE (Ishikawa et al., 1992). It 
comprises twelve items from the Japanese version of the FNE 
(See Appendix) It also employs a 5-point Likert scale to measure 
the degree to which respondents feel each statement is 
characteristic of them, with 1 semantically anchored to not at all, 
and 5 to extremely. Eight of the items comprising the scale are 
scored straightforward and four are reverse-scored. 
 
3.3 Analytical Procedures 
SPSS v21 was used to calculate descriptive statistics (means, 
standard deviations, and the degree of skew and kurtosis) for 
each item comprising the SFNE. The univariate normality of the 
scores was determined by dividing the skew and kurtosis values 
of each item by their respective standard errors to calculate 
critical ratios, which are compared to a strict criterion of 2.0 and 
a more relaxed criterion of 3.0. Mardia’s Coefficient was 
employed to determine the degree of multivariate normality. 
Cronbach’s alpha with 95% confidence intervals (Fan & 
Thompson, 2001) was calculated for the SFNE and the 
variations tested in this study. Following the recommendations 
of Nunnally and Bernstein (1994), a value of .70 or greater for 
reliability was adopted. Finally, AMOS v21 was used to conduct 
CFA on models of the SFNE and its variations. A total of five 
models were tested, outlined in the Results section below. To 
determine the degree of model fit, the chi-square (χ2) was used 
in conjunction with four fit indices—the Tucker-Lewis index 
(TLI), the comparative fit index (CFI), the root mean square 
error of approximation (RMSEA), and the standardized root 
mean squared residual (SRMSR). The combination of a range 
of fit indices together with the chi-square is one means to 
overcome the latter’s tendency to over-reject models. The values 
recommended by Hu and Bentler (1999) as indicating a good 
degree of fit for the fit indices (TLI and CFI >.95; RMSEA <.06; 
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SRMSR <.08), were used to evaluate the fit of the model of the 
SFNE and each of its variants. 
 
4.  Results 
 
4.1 Descriptive Statistics, Skew and Kurtosis 
Table 1, below, shows the descriptive statistics for the 12 items 
comprising the SFNE. The range of the means extends from 
2.04 (Item 5) to 3.76 (Item 4). For the standard deviations, the 
largest value was found to be that for Item 10, at 1.269, while the 
smallest standard deviation was for Item 5, at 1.100. 
 
Table 1: Item Means, Standard Deviation, Skew and Kurtosis for the Items on the 

SFNE 

Item M SD Skew 
Std. 

Error 
Kurtosis 

Std. 

Error 

1 3.06 1.152  0.006 0.121 -0.754 0.242 

2 2.14 1.102  0.794 0.121 -0.100 0.242 

3 3.39 1.224 -0.431 0.121 -0.708 0.242 

4 3.76 1.132 -0.766 0.121 -0.165 0.242 

5 2.04 1.100  0.932 0.121  0.103 0.242 

6 2.56 1.140  0.351 0.121 -0.637 0.242 

7 2.64 1.135  0.323 0.121 -0.636 0.242 

8 2.12 1.140  0.822 0.121 -0.203 0.242 

9 3.59 1.195 -0.630 0.121 -0.535 0.242 

10 2.67 1.269  0.263 0.121 -1.002 0.242 

11 3.61 1.252 -0.663 0.121 -0.537 0.242 

12 2.40 1.163  0.558 0.121 -0.574 0.242 

 
The calculated critical ratios for the skew and kurtosis of each 
item are shown in Table 2. In terms of skew, the performance of 
the majority of the items was found to be less than ideal, with 
only one of the items possessing a critical ratio less than the strict 
threshold. The ratios for three of the 12 items (25%) fell between 
2.0 and 3.0, while those for the remaining eight items surpassed 
the more relaxed threshold. The critical ratios for kurtosis 
exhibited better results, with values for 33.3% of the items falling 
below the 2.0 threshold. Those for 50% of the items were 
between the strict and more relaxed value, and only 2 of the items 
greater than the relaxed value. Overall, the results for the 
respective critical ratios for the skew and kurtosis of each of the 
items indicates a degree of univariate non-normality in the scores 
that make up the dataset. However, it should be noted that 
Sasagawa et al. (2004) did not report the degree of non-normality 

found in their dataset, and thus it is difficult to tell if the degree of 
non-normality described above is particular to the dataset used 
in this study or a more general characteristic of the instrument 
when used in the Japanese population. If a similar degree of 
non-normality was inherent in the data from the original study, 
then it might be the case that the non-normality found in the 
scores of the dataset employed in this study is not simply 
particular to this study, but a more invariant characteristic of the 
instrument itself. 
 
Table 2: Critical Ratios for Skew and Kurtosis for each Item on the SFNE  

Item Skewness Kurtosis 

 Calculated Values Calculated Values 

1   0.05 **3.12 

2 **6.56   0.41 

3 **3.56  *2.93 

4 **6.33   0.68 

5 **7.70   0.43 

6  *2.90  *2.63 

7  *2.67  *2.63 

8 **6.79   0.84 

9 **5.21  *2.21 

10  *2.17 **4.14 

11 **5.48  *2.22 

12 **4.61  *2.37 

Note: *Test item is skewed at the 2.0 threshold.  
             **Test item is skewed at the 3.0 threshold. 

 
4.2 Reliability Estimates 
Table 3 displays Cronbach’s alpha reliability estimates, with 
95% confidence intervals, for the three variations of the SFNE 
examined in this study. The values for the SFNE and its variants 
exceed the recommended value of .70 (Nunnally & Bernstein,  
 
Table 3: Reliability Estimates, Confidence Intervals for Alpha (95%), Scale Means, 

and Scale Standard Deviations for Scores on the SFNE 

Subscale 
Cronbach's 

alpha 

95% Confidence 

Intervals  

Scale 

Mean 

SD for 

 Scale 

 
 Lower  

Bound 

Upper 

Bound  

  

SFNE .889 .872 .904 33.97 9.401 

SFNE-S .901 .885 .915 19.62 7.073 

SFNE-R .813 .781 .841 14.34 3.847 
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1994), with the lower bounds of the 95% confidence intervals 
for all of the scales exceeding this threshold. These results 
suggest that all of the scales examined in this study possess 
sufficient reliability, at least in regards to this dataset. The 
value for the SFNE is similar to those reported in the 
literature; however, it is interesting to note that the reliability 
estimates for the SFNE-S and SFNE-R listed in Table 5.3 are 
lower than those reported by Nihei et al. (2018; .94 and .86, 
respectively). 
 
4.3 Confirmatory Factor Analysis 
A total of five measurement models were tested using CFA in 
this study. The results from each CFA are reported below in their 
respective sections. For the SFNE, two models were tested—a 
one-factor model, and a two-factor model. Following this, the 
results for the CFA carried out on a model of the SFNE-S are 
reported. The final section comprises the results from CFAs on 
two rival models of the SFNE-S. Table 4 presents the values for 
the goodness-of-fit indicators and χ2 for each of the models.  

 
Table 4: Comparison of Goodness-of-fit Indicators for SFNE and Variants 

 

SFNE 

One-

factor 

model 

SFNE 

Two-

factor 

model 

SFNE-S 

One-

factor 

model 

SFNE-S 

Rival 

Model 1 

SFNE-S 

Rival 

Model 2 

TLI .729 .928 .920 .984 .991 

CFI .778 .942 .943 .989 .994 

RMSEA .153 .079 .107 .050 .037 

SRMR .1100 .0513 .0441 .0249 .0211 

χ2 564.61 185.43 113.04 28.29 21.87 

p .000 .000 .000 .013 .081 

TLI: Tucker-Lewis index; CFI: Comparative fit index; RMSEA: root mean 

squared error of approximation; SRMR: standardized root mean squared 

residual; χ2: Chi-square test statistic. 

 
4.3.1 One-Factor Model for the SFNE  
The first measurement model specified for the SNFE was 
derived from the structure hypothesized by Sasagawa et al. 
(2004). In their study, all twelve items were found to load onto a 
single factor. For that reason, this model possessed a single factor 
with all twelve of the items comprising the SFNE specified to 
load onto that factor. The model possessed 78 distinct sample 
moments, 24 distinct parameters to be estimated, with 54 
degrees of freedom, and thus was overidentified.  

The value of Mardia’s coefficient for this model was 24.226, 

indicating a degree of multivariate non-normality in the scores 
for this model. The χ2 value for this model was 564.61 with a 
probability level of .000. The results from the calculations of the 
fit indices were as follows (Hu and Bentler’s [1999] cut-off 
values are given in parentheses): TLI .729 (>.95), CFI .778 
(>.95); RMSEA .153 (<.06); SRMR .1100 (<.08). The 
combination of these values strongly suggests that the single 
factor model of the SFNE does not fit the underlying structure of 
the scores in the dataset. This result was not unexpected, and 
would seem to confirm the finding of Nihei et al (2018), who 
also found that the one-factor model did not exhibit a sufficient 
degree of fit. 
 
4.3.2 Two-Factor Model for the SFNE 
A two-factor model for the SFNE was tested next. This model is 
similar to that employed by Nihei et al. (2018) in their study of 
the factor structure of the SFNE. The two-factors in this model 
were allowed to correlate. Items 1, 2, 5, 6, 7, 8, 10 and 12 (the 
eight straightforward items on the SFNE) were specified to load 
on the first factor, while Items 3, 4, 9 and 11 (the four reverse-
scored items) were specified to load on the second factor. This 
model also met the criterion for overidentification, with 78 
distinct sample moments, 25 distinct parameters to be estimated, 
and therefore 53 degrees of freedom. 

The results of the goodness-of-fit indices for this model were 
as follows (Hu and Bentler’s [1999] cut-off values in 
parentheses): TLI .928 (>.95), CFI .942 (>.95); RMSEA .079 
(<.06), with the 90% confidence interval ranging between .066 
and .091; SRMSR .0513 (<.08). The χ2 value was 185.43 with a 
probability level of .000. Mardia’s coefficient for this model 
(24.226) was the same as that for the single-factor model above, 
which is as expected as both models comprise the same items. 
This value indicates multivariate non-normality in the data. 
These results, taken in conjunction, suggest that this two-factor 
model of the SFNE possesses an arguably sufficient degree of fit 
with the structure of the scores in the dataset. Departures on the 
TLI and CFA are small, the SRMSR result is good, and values 
of up to .08 on the RMSEA can be considered acceptable. While 
the results from the CFA conducted by Nihei et al. (2018) on a 
two-factor model of the SFNE did not conclusively indicate that 
such a model possessed a sufficient degree of fit, these results 
from the CFA undertaken in this study would appear to provide 
stronger evidence for the fit of this hypothesized model. 
 
4.3.3 One-Factor Model for the SFNE-S 
In addition to presenting evidence of a two-factor structure 
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underlying the SFNE, Nihei et al. (2018) also examined the 
concurrent validity of scales comprised of the SNFE’s 
straightforward items (SFNE-S) and its reverse-scored items 
(SFNE-R). Nihei et al. found that the SFNE-S was a better 
predictor of scores on other social anxiety instruments, and as a 
result, recommended the use of the SFNE-S over the full SFNE. 
As mentioned above, the present study seeks to examine the 
structural validity of this model. For this purpose, a measurement 
model was developed on the basis of the SFNE-S, as proposed 
by Nihei et al. (2018). This model was a one-factor model with 
the eight straightforward items comprising the SNFE (Items 1, 2, 
5, 6, 7, 8, 10 and 12) loading on this single factor. The model 
possessed 36 distinct sample moments and 16 distinct 
parameters to be estimated, with 20 degrees of freedom, and thus 
was overidentified.  
 Mardia’s coefficient for this model, 26.537, indicated a 
degree of multivariate non-normality in the dataset for this model. 
The χ2 value for this model was 113.04 with a probability level 
of .000. The results from the calculations of the fit indices (with 
Hu and Bentler’s [1999] cut-offs in parentheses) were as follows: 
TLI .920 (>.95), CFI .943 (>.95); RMSEA .107 (<.06); 
SRMR .0441 (<.08). Taken together, the four goodness-of-fit 
indices, as well as the χ2 value, strongly indicate that this one-
factor model for the SFNE-S does not fit the data to a sufficient 
degree and thus should be rejected. 
The SFNE-S has been reported to have greater utility than the 
full SFNE by Nihei et al. (2018), due to the effect of the reverse-
scored items on the structure of that instrument, and for that 
reason, it was decided to undertake an examination of the 
possible sources of the poor fit exhibited by the SNFE-S in the 
CFA described above. When investigating possible sources of 
mis-fit in measurement models, it is recommended to examine 
both the modification indices for the model in question, as well 
as its standardized residuals (e.g., Brown, 2015; Kline, 2011). 
However, it is also recommended that any changes to the model 
suggested by such an examination (also known as a specification 
search) also be supported by a theoretical rationale in order to 
avoid capitalizing on the chance variations occurring in the 
dataset under examination (Kline, 2011). With this caveat in 
mind, the modification indices and the standardized residuals for 
the model specified for the SFNE-S are presented below. 
 Table 5 shows the covariance modification indices for this 
model. In this table, only those modification indices whose value 
is 10 or greater are shown. The reason for this is that altering the 
model to account for relationships whose index is less than 10 
often has little or no effect on the overall fit of the model (Byrne, 

2016). By definition, the error terms for each item in a 
measurement model are assumed to vary independently. A 
covariance modification index with a value greater than 10 
suggests the fit of the model would be improved if the error terms 
for the two items listed were allowed to correlate in the model. 
This suggested correlation between the error terms implies that 
the two indicators (items) in question are being affected by 
something that is not explicitly specified in the measurement 
model (Kline, 2011). 
 
Table 5: Covariance Modification Indices for the SFNE-S Measurement Model 

Covariance Modification Index 

e2 <  > e5 75.512 

e1 <  > e10 10.065 

 

As can be seen in Table 5, only two modification indices 
possessed values greater than 10, however, only one of these is 
markedly larger than the cut-off. This is the modification index 
for items 2 and 5, with a value of 72.512. The magnitude of this 
value suggests that there may be a substantial influence on 
responses to these two items that is not accounted for by the 
model as presently specified. 

In addition to an inspection of the modification indices, 
examination of the model’s standardized residuals is 
recommended when seeking possible sources of mis-fit (Brown, 
2015). These residuals show the amount of covariance between 
items that is not explained by the relationships as specified in the 
model. Positive values indicate that the model is underestimating 
the relationship between the two items in question, while 
negative values suggest that the model overestimates the 
relationship between the two items. For standardized residuals, 
an absolute value greater than 1.96 is commonly employed as a 
threshold for determining which residuals may be problematic 
in a given model. This value corresponds to a statistically 
significant z score (p =.05), and this in turn implies that the 
unaccounted-for covariance is more than likely due to factors 
other than chance associations in the dataset (Brown, 2015). 
Byrne (2016) further clarifies this point by citing Jöreskog and 
Sörbom (1993), who note that values greater than 2.58 should be 
considered large and thus possibly problematic.  

These values for the model of the SFNE-S are given in Table 
6. Upon inspection of the table, only one value, that of the 
residual between Item 2 and Item 5, exceeds Brown’s cut-off. 
Furthermore, this value (3.46) surpasses Jöreskog and Sörbom’s 
(1993) threshold value as well. The sign of this residual is 
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positive indicating that the model is underestimating the 
relationship between these two items. This result corresponds to 
the evidence from the inspection of the modification indices 
outlined above, and taken together, strongly suggests that there 
is something not accounted for in the measurement model that is 
influencing responses to these two items; with this something 
being some form of latent. 
 
Table 6: Standardized Residuals for the SFNE-S Measurement Model 

Item 
No. 12 10 8 7 6 5 2 1 

12 0        

10 0.52 0       

8 0.46 -0.05 0      

7 -0.24 -0.10 0.10 0     

6 0.48 0.16 -0.43 0.31 0    

5 -0.75 -0.76 0.76 -0.40 -0.98 0   

2 -0.88 -0.79 -0.25 -0.07 -0.07 3.46 0  

1 0.25 1.31 -0.73 0.47 0.39 -1.16 -1.09 0 

 
On the basis of this evidence, a further measurement model 

was specified to test the hypothesis that the relationship between 
Items 2 and 5 was a source of the poor fit exhibited by the model 
of the SFNE-S. Kline (2011) suggests the specification of an 
error covariance between the two items as a means to test a 
hypothesis such as this. For this reason, a measurement model 
which was identical to this model, with the exception of the 
addition of an error covariance specified between Items 2 and 5, 
was specified and tested. 
  This model had 36 distinct sample moments and 16 distinct 
parameters to be estimated, with 20 degrees of freedom, and thus 
was determined to be overidentified. The value for Mardia’s 
coefficient for this model (21.136) indicated that a degree of 
multivariate non-normality was present in the scores from the 
dataset. The values for the goodness-of-fit indices were as 
follows: TLI .986 (>.95), CFI .990 (>.95); RMSEA .045 (<.06); 
SRMR .0246 (<.08). These values satisfy the cut-off put forth by 
Hu and Bentler (1999), and thus, indicate a more than adequate 
degree of fit for this model. The χ2 value for this model was 
statistically non-significant (at the p < .01 level), χ2 = 34.78, p 
= .015, which suggests that the model does not differ from the 
structure underlying the scores, and therefore should be accepted. 
Of course, while this model fits well, it is a diagnostic model 
with the common-factor specification for unidimensionality 

sacrificed through the allowing of two error terms to covary. 
 The results from the CFA on this model would seem to 
confirm the hypothesis that the covariance between Items 2 and 
5, which is unaccounted for by the model of the SFNE-S as 
initially specified, is a significant source of the poor fit displayed 
by this model. In order to limit the possibility that this was merely 
the result of chance associations in the dataset, as well as to 
attempt to determine a possible source of the covariance, it was 
decided to examine the content of the two items. Upon 
inspection, it was determined that covariance of these items was 
likely due to a method effect engendered from what is termed 
content overlap (Brown, 2003). This effect stems from the 
inclusion of similarly worded items, or of items which cover 
similar aspects of the underlying construct. This similarity in 
item content results in a greater degree of covariance between 
the two items than would otherwise be expected. If these two 
items (Item 2, I am frequently afraid of other people noting my 
shortcomings; Item 5, I am afraid that people will find fault with 
me) display such a high degree of similarity, then the principle of 
parsimony would suggest that one of them should be removed 
from the instrument. This would have the result of nullifying the 
method effect, and thus, hopefully, improving the overall fit of 
the SFNE-S scale. In order to test this hypothesis—that the 
removal of either Item 2 or Item 5 would improve the fit of the 
model of the SFNE-S—two further measurement models were 
specified, and each is described in its respective section below. 
 
4.3.4 First Rival Model for the SFNE-S 
The first rival model tested comprised seven items from the 
SFNE (Items 1, 5, 6, 7, 8, 10 and 12; Item 2 was removed from 
the model) all specified to load on one factor, which was 
hypothesized to represent the construct of fear of negative 
evaluation. This model met the criteria for overidentification, 
with 28 distinct sample moments, 14 distinct parameters to be 
estimated, and 14 degrees of freedom. 

The model exhibited a degree of fit similar to that displayed 
by the model described immediately above (that with an error 
covariance specified between Item 2 and Item 5). The χ2 value 
for this model was not statistically significant (at p < .01), χ2 = 
28.29, p = .013, indicating that the model does in fact fit the 
scores to a sufficient degree. Mardia’s coefficient, however, 
remained above the cut-off value (5.0), at 20.862 indicating 
some multivariate non-normality. The four goodness-of-fit 
indices for this model all satisfied the cut-offs recommended by 
Hu and Bentler (1999; given in parentheses), and were as 
follows: TLI .984 (>.95), CFI .989 (>.95); RMSEA .050 (<.06), 
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with the range of the 90% confidence interval calculated to be 
from .022 to .077; SRMR .0249 (<.08).  
 In accordance with the evidence provided by the values for 
the indices, together with the non-significant result for the χ2 test 
statistic, it was determined that this model displayed a 
meritorious degree of fit with the scores in the dataset for this 
study. 
 
4.3.5 Second Rival Model for the SFNE-S 
As the first rival model tested, removed Item 2 from the SFNE-
S, the next model omitted Item 5. This model comprised a single 
factor, with seven of the eight straightforward items from the 
SFNE-S (Items 1, 2, 6, 7, 8, 10 and 12) specified to load on this 
factor. The model possessed 28 distinct sample moments and 14 
distinct parameters to be estimated, with a resultant 14 degrees 
of freedom, which meant that the model was overidentified. As 
with all of the previous models examined in this study, the value 
for Mardia’s coefficient (16.540) indicated a degree of 
multivariate non-normality in the scores for this model, although 
this was the lowest value for all the models in the study. The 
results for the fit indices were as follows (with Hu and Bentler’s 
[1999] cut-offs given in parentheses): TLI .991 (>.95), CFI .994 
(>.95); RMSEA .037 (<.06), with the range of the 90% 
confidence interval calculated to be from .000 to .066; 
SRMR .0211 (<.08). These values indicate that Model 12 also 
exhibits a meritorious degree of fit. Finally, the value for the χ2 
test statistic was statistically non-significant, χ2 = 21.87, p = .081, 
once again indicating that the relationships specified in the model 
sufficiently reproduce the covariance structure of the scores in 
the dataset. 

Both of the two rival models exhibited an extremely high 
degree of fit, and on the basis of the values, the second rival 
model might be considered to be the better of the two, however, 
the values of most indices differ by only a small degree, and this 
may be more due to small variations related to chance, rather 
than a significantly better degree of fit for the second model. 
Moreover, evidence for the validity of any model comes out of a 
cumulative process, and thus the results of any one study can 
neither fully confirm nor reject any model beyond doubt. 
Therefore, the determination of which version of the SFNE-S is 
a more viable instrument going forward would seem to require 
that both models be tested against a new dataset in future 
research. 

5.  Discussion 
 
This study examined the structure of scores generated by the 
SFNE (Sasagawa et al., 2004). This instrument is extensively 
employed in the measurement of social evaluative anxiety, as 
well as more general social anxiety. However, the dimensionality 
of the instrument, and thus also the valid interpretation of scores 
generated by it, has recently been brought into question (Nihei et 
al., 2018). The aim of this paper was to investigate the 
dimensionality of scores produced by this instrument, in order to 
provide further evidence for or against the factor structures 
suggested by previous research (e.g., Nihei et al., 2018; 
Rodebaugh et al., 2004). The determination of the structural 
validity of this instrument is an important initial step towards 
putting the further use of the SFNE on an evidence-based footing. 
If a positive determination were made, the SFNE could serve as 
a valuable tool in the investigation of the role of social anxiety in 
group work and, even more importantly, as means to assist 
educators in recognizing those learners who may be put at risk 
by the increasing emphasis on the use of group work in Japanese 
classrooms. 

Investigation of the SFNE resulted in evidence against a 
simple unidimensional structure underlying scores on this 
instrument. As the results of the CFA showed, a single factor 
model of this instrument exhibited unambiguously poor fit with 
the data collected in this study. Conversely, the two-factor model 
tested for the SFNE, a model with the straightforward and 
reverse-scored items specified to load on two separate, correlated 
factors, displayed a more than sufficient degree of fit. This 
suggests that the SFNE does not possess a simple 
unidimensional structure. The value for the χ2 statistic was 
significant for this two-factor model, which could be argued to 
suggest that the models lack sufficient fit. However, as Hair et al. 
(2014) point out, with large samples (n > 250) and a model with 
12 or more indicators (items), as is the case here, a significant χ2 
value is to be expected. For this reason, the result of the χ2 statistic 
should be evaluated in light of the values for the goodness-of-fit 
indices for the model. The value of the SRMR index for this 
model was substantially below Hu and Bentler’s (1999) 
suggested cut-off (.08), indicating that it substantially reproduced 
the covariance relationships found in the data. The values for the 
TLI and CFI, while not meeting the .95 threshold, were all 
above .90, the point at which a model may be deemed acceptable 
according to early literature (Bentler, 1990). In addition, the 
value for the CFI was greater than .92, which Hair et al. (2014) 
suggests as indicating good fit in samples greater than 250 
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respondents. The remaining goodness-of-fit index, the RMSEA, 
is slightly more problematic, as the value for this index exceeded 
Hu and Bentler’s recommendation (.06). However, the value is 
slightly below .80, which is the value put forth by Browne and 
Cudeck (1993) as indicative of acceptable fit. While this more 
licentious criterion comes from a somewhat dated source, there 
is a pattern in the general literature recently that below .06 is good 
and below .08 is adequate. The degree of fit exhibited by the two-
factor model of the SFNE strongly suggests that scores on this 
instrument are not unidimensional in nature and therefore also 
should be interpreted with caution, a finding which corresponds 
to that of Nihei et al. (2018). 

The results from CFAs conducted on measurement models 
of the SFNE would seem to suggest that a model with two 
underlying factors fits the scores in this dataset better than a 
model with a single factor. The secondary factor in this model 
comprised the reverse-scored items on the SFNE. This result 
suggests that responses to the reverse-scored items are 
influenced by something other than participants’ degree of social 
evaluative anxiety, as would be the case if the instruments 
possessed a simple unidimensional structure. In other words, the 
results of the CFAs provide evidence for the existence of a 
degree of systematic variation caused by the reverse-scored 
items included on the SFNE. While some have suggested that 
such systematic variation can be interpreted as evidence for an 
additional substantial latent factor underlying the instrument, 
(e.g., Rodebaugh, Woods & Heimberg [2007] in regards to the 
SIAS), the most likely, as well as the most parsimonious, 
explanation for the apparent non-unitary structure displayed by 
the instruments in this study is the existence of a method-effect 
brought about by respondent confusion over the wording of the 
reverse-scored items (see Brown, 2003). However, regardless of 
the underlying cause, it is still the case that these particular items 
are the source of the non-random measurement error apparent in 
all three instruments. The fact that this error is non-random 
suggests that the reverse-scored items should be removed from 
the instruments to improve their validity, as well as their 
performance. 

Reverse-scored items are most often included on an 
instrument to limit response bias, or at least make its presence 
easier to detect. However, as Brown (2003) points out, for this 
technique to be effective, the number of straightforward and 
reverse-scored items on an instrument should be equal in number. 
On the SFNE, the straightforward items outnumber the reverse-
scored items by a 2:1 ratio (8 to 4 in each case), and thus the 
rationale for retaining the reverse-scored items as a means to 

limit response bias is not valid for this measure.  
Secondly, as discussed in the Introduction section of this 

paper, previous research (e.g., Nihei et al., 2018) has shown that 
responses from the reverse-scored items on this instrument 
correlate with other measures of social anxiety to a much lower 
degree than either the full instrument or the straightforward items 
taken alone, and in some cases do not correlate at all. In addition, 
Nihei et al. (2018) found that a scale comprising only the 
straightforward items exhibited greater reliability than the full 
scale, and supposed that this was because of the removal of the 
poorly performing reverse-scored items. 

Finally, and most importantly considering the context for this 
study, learners in the classroom, reverse-scored items tend to 
cause confusion in respondents with lower levels of education 
(Weeks et al., 2005) or who are less able readers (Marsh, 1996). 
While Weeks et al. (2005) found that this was most true for 
respondents with less than a college-level education, Marsh 
(1996) found similar effects among university students, as well 
as in 10th grade high school students. Moreover, the confusion 
engendered by these reverse-scored items can lead to the 
underestimation of the degree of social evaluative anxiety in 
respondents with lower levels of education (Weeks et al., 2005). 
Considering that working in groups is being emphasized at all 
levels of the Japanese education system, the possibility of 
underestimating the degree of social anxiety experienced by 
younger learners should be avoided as much as possible.  

The second measure examined in this study, the SFNE-S, 
includes only the straightforward items from its respective parent 
instrument, and thus, may provide an alternative to the use of the 
SFNE and its troublesome reverse-scored items. As mentioned 
in the Introduction above, the use of this measure has been 
suggested in the literature concerned with the factor structure of 
the SFNE. For this reason, a single factor model for this measure 
was tested. However, the model for the SFNE-S exhibited less 
than satisfactory fit. While the values for three of the goodness-
of-fit indices—the TLI, the CFI, the SRMR—suggested 
arguably adequate fit, the RMSEA value (see Table 5.4) was 
greater than .1, the value at which MacCallum et al. (1996) 
recommends for the rejection of a model. Perhaps this was 
because the removal of the reverse-scored items, and the 
corresponding confusion that they bring with them, had the 
result of making other sources of mis-fit in this model more 
apparent. On the basis of this result, it was decided to investigate 
the areas of local strain in the model of the SFNE-S. 

As outlined above, this examination revealed the presence of 
a method-effect stemming from content-overlap (Brown, 2003), 
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that is, a greater than expected covariance between items due to 
a similarity in wording or subject matter. More importantly, it 
may be the case that this is a method effect that arises more 
prominently in the Japanese version of the instrument than in the 
English version. Item 2, I am frequently afraid of other people 
noting my shortcomings, and Item 5, I am afraid that people will 
find fault with me, appear to differ slightly in their intended focus, 
with Item 2 more involved with an individual revealing their 
own inability or inadequacy in front of others through their own 
actions, while Item 5 seems to imply that others will criticize 
one’s actions regardless of the actual quality of these actions. 
However, in the Japanese version of the FNE (Ishikawa et al., 
1992), the term ketten (欠点) is used in both items. In addition, 
when these two items were shown to several native Japanese 
speaking professors and instructors with some experience in 
testing, all determined that these two items expressed virtually 
equivalent meanings. This would suggest that rather than 
expressing similar, though distinct, aspects of the fear of negative 
evaluation, as in the original FNE (Watson & Friend, 1969), 
these two items on the Japanese version of the SFNE (and also 
the FNE as well) are rewordings of an almost identical sentiment, 
thus engendering a method effect as outlined by Brown (2003; 
2015). If these two items are in fact expressing the same 
sentiment, then the validity of the measure could be improved, 
without narrowing its operational bandwidth, by the removal of 
one of either of the items from the instrument.  

For this reason, two alternative single-factor models—one 
with Item 2 removed and Item 5 retained (the first rival model), 
and the other with Item 5 removed and Item 2 retained (the 
second rival model)—were tested. Both models were found to 
exhibit a very high degree of fit with the underlying structure of 
the scores, with values for all four of the goodness-of-fit indices 
satisfying Hu and Bentler’s (1999) recommendations, and 
moreover, non-significant results for the χ2 test statistic. As the 
two models are not nested, it was not possible to employ the χ2 
difference test to determine which of the two models fit the 
structure of the scores more closely. While the values for the 
indices for the second rival model were better than those for the 
first, the differences were rather small, and thus it is difficult to 
determine if these results provide evidence for the superior fit of 
the second model, or if this difference is simply due to sample-
specific variation present in this particular dataset.  

Determining which of the two versions of the SFNE-S tested 
in this study provides better fit requires further testing with new 
datasets. However, the results of the CFAs carried out on the two 
rival models appear to present strong evidence that the removal 

of one of the two items expressing quite similar meanings (Items 
2 or 5) would unquestionably improve the fit of the SFNE-S 
scale. This in turn suggests that a new version of the SFNE-S, 
lacking one of these items, be developed and the structure of this 
instrument tested against the dimensionality of the scores in a 
new dataset. This course of development would hopefully lead 
to an instrument which was able to generate structurally valid 
and reliable scores in the Japanese EFL context. In addition, this 
process of development, would allow researchers and 
practitioners to utilize the newly developed instrument with a 
degree of confidence due its basis in both theory and empirically 
derived evidence.  
 
6. Conclusion  
 
The instrument examined in this study, the SFNE, is extensively 
employed in the investigation of social evaluative anxiety. 
However, recent research by Nihei et al. (2018) and others has 
cast doubt on the unidimensional structure of the SFNE, and 
therefore the interpretability of its scores. This study has aimed 
to confirm and extend the findings of Nihei et al. (2018) by 
examining the factor structure of the SFNE in a sample from the 
Japanese university EFL learner population. In addition, this 
study aimed to ascertain the viability of the SFNE-S as an 
independent measure of social evaluative anxiety. Evidence for 
the validity and reliability of this scale would be an important 
first step in proposing the use of this scale as alternatives to the 
problematic SFNE. 

In regards to the SFNE, this study found strong evidence that 
scores on this instrument lack a simple unidimensional structure, 
which confirmed the findings of Nihei et al. (2018). The two-
factor model of the SFNE displayed good fit with the structure 
of the scores, providing substantial support for the hypothesis 
that this instrument is not a unitary measure of social evaluative 
anxiety, and therefore that scores generated by the SFNE in the 
Japanese context should be interpreted with caution. 

The results from the CFAs conducted on models of the 
SFNE-S, on the other hand, suggest that with some adjustment, 
that is, the removal of one of the two items with highly similar 
content, this scale could serve as a useful and interpretable 
measure of social evaluative anxiety. It should be noted here that 
establishing the structural validity of an instrument is a 
cumulative process and thus additional research is needed, not 
only to determine which of the two problematic items should be 
removed from the instrument, but also to provide further 
evidence for or against the structure proposed in this study, and 
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in an a priori rather than a posteriori test. 
More generally, and in a similar manner to the findings of 

Brown (2003), this study’s findings highlight the importance of 
investigating the existence of a range of possible method effects 
when evaluating the results from CFAs carried out on structural 
models. As Brown points out, non-random measurement error 
(i.e. the influence of method effects) is not unusual, however, 
many studies report only the values of those indices employed to 
estimate global fit, neglecting to examine other possible issues in 
measurement models, as is often recommended (e.g., Byrne, 
2016; Kline 2011). 

The fact that this study has examined scores from only one 
sample from the target population, Japanese university EFL 
learners, may limit the generalizability of its results. However, 
this is a limitation which is applicable to much other similar 
research in the literature, and in social science research more 
generally. Repeated sampling of the target population would not 
only serve as a means of overcoming this limitation, but would 
also contribute valuable evidence to the cumulative process of 
determining the validity of the SFNE and its variants among 
Japanese university EFL learners. 
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Appendix: The Short Fear of Negative Evaluation Scale 
(SFNE; Sasagawa et al., 2004) 
 

                     Item 

1. 

人がなんと思おうと，どうということはないとわかってい
ても，自分のことを人がどう思か気になる。I worry about 

what people will think of me even when I know it doesn’t make 

any difference. 
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2. 
他の人が私の欠点に気づくのではないかとしばしば心配す
る。I am frequently afraid of other people noticing my 

shortcomings. 

3. 
他の人が自分のことを認めてくれなくても， あまり気に
ならない。The disapproval of others would have little effect on 

me. * 

4. 
どんな印象を人に与えているか，ほとんど気にしない。I 

rarely worry about what kind of impression I am making on 

someone. * 

5. 
人に自分の欠点を，みっけられるのではないかと心配だ。I 

am afraid that others will find fault with me. 

6. 
誰かと話しているとき，その人が自分のことをどう思って
いるか心配だ。When I am talking to someone, I worry about 

what they may be thinking of me. 

7. 
自分がどんな印象を与えているのかいつも気になる。I am 

usually worried about what kind of impression I make. 

8. 
他の人が私のことを価値がないと思うのではないかと心配
だ。I worry that others will think I am not worthwhile. 

9. 
他の人が私のことをどう思うかはほとんど気にならない。I 

worry very little about what others may think of me.* 

10. 
他の人が私のことをどう思っているか，気にしすぎると思
うことがときどきある。Sometimes I am too concerned with 

what other people may think of me. 

11. 
他の人が私をどう思っているか気にかけない方である。I 

am often indifferent to the opinions others have of me. * 

12. 
私の友達が自分をどう思っているかをあれこれ考えてしま
う。I brood about the opinions my friends have about me. 
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Abstract 
The Foreign Language Enjoyment Scale is a popular measure of enjoyment, however the validity of this scale has yet to be 
examined in the Japanese context. This study used mixed methods to investigate the validity of this scale and uncover sources 
of positive classroom emotions in a sample of 514 Japanese university English learners in a blended learning course. Results 
from confirmatory factor analysis indicated poor fit for four models of the scale from past studies. Exploratory factor analysis 
subsequently revealed two dimensions. One factor, Foreign Language Enjoyment-Social, comprised items related to the social 
aspects of a positive learning experience, while the second, Foreign Language Enjoyment-Private, concerned personal feelings 
of achievement and success in learning. Several prominent sources of social and private enjoyment, including pride, realization 
of progress and meaningful engagement with peers, emerged from analysis of qualitative data from a subset of 329 respondents. 
The findings add to knowledge on the structure and validity of the Foreign Language Enjoyment Scale in the Japanese context 
and suggest the need for further in-depth study of this emotion in different cultural contexts. 
 
Key Words : Foreign language enjoyment; Positive psychology; Oral communication; Validity; Confirmatory factor analysis 
 
 

1.  Introduction 
 
With the introduction of tenets from positive psychology into the 
study and practice of language learning (e.g., Lake, 2013; 
Mercer & MacIntyre, 2014), there has been a shift from the study 
of the debilitating effects of negative emotions to the enabling 
power of positive ones. In particular, the role of enjoyment in 
language learning has received considerable attention since 
Dewaele and MacIntyre’s (2014) original study. The influence 
of foreign language enjoyment (FLE) on a range of positive 
outcomes, such as willingness to communicate (Dewaele, 2019), 
language development (Saito et al., 2018), achievement (Jin & 
Zhang, 2018), and reduced anxiety (Dewaele & MacIntyre, 
2014) underline the importance of continued research on this 
emotional construct. 

Research on FLE has come to encompass a wide range of 
educational contexts, including Belgium (De Smet et al., 2018), 
Turkey (Uzun, 2017), Saudi Arabia (Dewaele & Alfawzan, 
2018), Kuwait (Dewaele et al., 2022), Kazakhstan (Dewaele et 
al., 2019), China (e.g., Jiang & Dewaele, 2019) and Japan (e.g., 
Saito et al., 2018). There have as of yet been few studies on the 
dimensionality of FLE in these different contexts, however. 
Dewaele and MacIntyre’s (2016) pioneering study outlined two 
dimensions underlying FLE, Social and Private, using an 
international sample, and Botes et al. (2021) used this same data  
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set to develop a short version of the Foreign Language 
Enjoyment Scale (FLES), the S-FLES. In the Chinese context, 
both Jin and Zhang (2018) and Li et al. (2018) have proposed 
models of the FLES. However, in Japan, research on the 
dimensions underlying FLE remains sparse, with only Saito et 
al. (2018) reporting the results from exploratory factor analysis 
(EFA) in their study focused on emotion, motivation and second 
language comprehensibility development. 

As the number of studies in Japan investigating the impact 
of positive emotions, and FLE in particular, increases (e.g., Inada, 
2022; Inada & Inada, 2021; Kitaoka, 2021; Xethakis et al., 2022), 
there is a need to place research in this area on a more secure 
foundation. Differences in learners’ experiences of positive 
emotions may exist between cultures (MacIntyre & Vincze, 
2017), and thus the dimensions that underly the FLES in a 
sample of international learners, or Chinese learners, may not be 
the same as those for learners in the Japanese context. This study 
aims to address this gap in research on FLE by examining the 
dimensionality of this emotional construct among Japanese 
university-level English language learners and add to the knowledge 
base in this area by providing a better understanding of the nature 
and sources of this emotion in Japanese leaners of English. 

 
2.  Literature Review 
 
2.1 Positive Emotion in SLA Research 
With few exceptions, the study of learners’ affective states has 

Abstract
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received limited attention in educational research until recent 
decades (Pekrun & Linnenbrink-Garcia, 2014). In the area of 
second language acquisition, this has been especially true, 
reflecting the field’s emphasis on cognition and its role in 
language learning (Swain, 2013). Even in the exceptions to this 
cognitive paradigm, research on affect in language learning has 
often focused on its debilitating and limiting effects, such as 
Krashen’s (1985) proposal of the affective filter, or the impact of 
forms of anxiety (e.g., Young, 1991), with Foreign Language 
Classroom Anxiety (FLCA) one of the most studied negative 
emotions (Horwitz, 2010).  

However, following the broader shift in the field of 
psychology from a focus on emotional pathology to the factors 
that enable well-being (e.g., Seligman, 2011; Csikzentmihalyi, 
2008), a similar redirection has taken place in the psychology of 
language learning (see Mercer & MacIntyre, 2014), moving 
from an emphasis on overcoming negative affect to an 
appreciation of the possibilities of positive emotion. One 
particular positive emotion, enjoyment, has taken a central role 
in the study of positive emotion in language learning. Not only 
has it become one of the most often investigated of these 
emotions but has also served as a representative for the influence 
of positive emotions in the language classroom more generally 
(Botes, 2022). 

Initially conceptualized by Dewaele and MacIntyre (2014), 
foreign language enjoyment is based on two strains of the 
positive psychology movement. The first of these is 
Fredrickson’s (2001, 2013) broaden and build theory. In this 
theory, positive emotions act to broaden the courses of action 
available to an individual in a particular situation, widen their 
scope of attention, and in turn, cause them to engage more 
fully with their environment. In this state, they are more open to 
new experience and new information (Fredrickson, 2001). In 
the language learning context, positive emotions act to enhance 
learners’ awareness of language input, enabling them to more 
easily absorb the L2 (Dewaele et al., 2018). In addition to 
their learner-internal influences, positive emotions also help 
to build relationships with others by encouraging an urge to 
explore and play, as well as an openness to new experiences 
(Fredrickson, 2001), which when shared with others encourages 
social bonds and group cohesion (Dewaele & Dewaele, 2017). 
The second foundation of foreign language enjoyment lies in 
Csikszentmihalyi’s (2008) notion of optimal experiences. Such 
experiences provide opportunities for individuals to apply their 
abilities and skills to achieve a desired end or goal. The need to 
apply oneself in order to achieve an end, and the attendant sense 

of accomplishment, novelty and personal growth, is what makes 
the activity enjoyable by Csikszentmihalyi’s definition, rather 
than simply being pleasurable, which is the feeling one has when 
one’s more basic needs, such as food or rest, are met. Placing this 
concept in the context of language learning, Dewaele and 
MacIntyre (2014) note that “it is the match between the 
challenge of the activity and the skill of the learner that form a 
foundation for enjoyment,” (p. 257). Enjoyment can thus be seen 
as a broad, positive emotion that underlies an individual’s 
flourishing inside and outside the classroom. 

The importance of enjoyment, and the efficacy of positive 
emotions in the context of language learning more generally, can 
be seen in the positive outcomes that have been linked to this 
emotion. Botes et al. (2022), in their meta-analysis on the effects 
of foreign language enjoyment note four areas where this 
emotion has had a significant impact: FLCA, willingness to 
communicate (WTC), self-perceived proficiency and academic 
achievement. The association between FLE and FLCA, 
specifically that learners with higher levels of FLE experienced 
lower levels of FLCA, was found in Dewaele and MacIntyre’s 
(2014) initial study. This relationship has been substantiated in 
the majority of subsequent studies examining these two 
emotions in tandem (e.g., Dewaele et al., 2018; Jiang & Dewaele, 
2019; Uzun, 2017). One of the first studies to examine the 
relationship between FLE and WTC was Khajavy, MacIntyre 
and Barabadi (2018). In their study on 1528 Iranian English 
language learners, the effects of FLE on WTC were examined at 
both the individual and classroom levels with the result that 
learning experiences which encouraged individual enjoyment 
and fostered a supportive atmosphere enhanced learners’ WTC. 
Dewaele (2019) similarly found that WTC among Spanish 
learners of English benefited from increased FLE. The influence 
of high levels of FLE on learners’ self-perceived English 
proficiency has been investigated in a number of studies. In both 
Dewaele and Alfawzan (2018) and Li et al. (2020), FLE was 
found to be a significant predictor of proficiency for learners at a 
range of levels of language ability. Similarly, in Japan, Inada 
(2022) reported that FLE was associated with gains in 
proficiency. With regard to language achievement, in terms of 
exam or test scores or grades, levels of FLE have been shown to 
significantly predict test scores (e.g., Jin & Zhang, 2018), and 
this is particularly the case for learners with either higher levels 
of FLE (Dewaele & Alfawzan, 2018), or higher language levels 
(Li et al., 2018).  

In addition to these four, FLE has been linked to both 
motivation, with a case study by Pavelescu (2019) showing that 
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positive emotion can help strengthen and maintain learners’ 
motivation, and language development, where Saito et al. (2018) 
in their study on high-school English learners in Japan, found 
that those with learners higher levels of FLE exhibited greater 
improvements in their oral proficiency over the term of the study. 
Moreover, FLES has been tied to a range of demographic 
variables, (age, gender, and multilingualism), and personality 
traits, such as emotional intelligence and grit (see Botes et al., 
2022 for a review). In view of its centrality to the study of 
positive emotions and their impact on language learning, there is 
need to ground the measurement of FLE on secure empirical 
foundations. This study represents an initial step in this direction 
by examining the validity of four versions of the FLES 
prominent in the literature. 
 
2.2 Measuring Emotion 
The FLES was developed by Dewaele and MacIntyre (2014) for 
their original study on FLE and has subsequently become the 
most often utilized measure of both enjoyment specifically and 
positive emotion in the language classroom more generally 
(Botes, 2021). Taking Ryan et al.’s (1990) Interest/Enjoyment 
subscale as its basis, the 21-item FLES was designed to be a 
global measure of enjoyment in the language classroom, 
reflecting aspects of positive experiences, such as interest, 
creativity, pride, and a sense of accomplishment, as well as those 
of a positive classroom environment, such as social cohesion, 
feelings of group membership, and assessments of peers and the 
teacher (See Appendix). The reliability of the scale was 
estimated to be .86 using Cronbach’s alpha, and similar levels of 
reliability (α  ≥ .85) have been found in other studies (e.g., 
Kitaoka, 2021: Shirvan & Taherian, 2021). The discriminant 
validity of the FLES was investigated through comparison with 
the FLCA, and a moderate negative correlation (r = -.36) 
between the two scales was reported.  

The dimensionality of the FLES was first examined by 
Dewaele and MacIntyre (2016) in their study on the structure of 
the FLES and the Foreign Language Classroom Anxiety Scale 
(FLCAS), where they carried out EFA on the data set from their 
previous study (Dewaele & MacIntyre, 2104). The results of the 
analysis suggested a three-factor solution, with the FLCAS 
forming one factor, and surprisingly to the authors of the study, 
the 21 enjoyment items resolving into two factors. The first of 
these represented the social side of enjoyment such as a positive 
environment, a good atmosphere, nice peers, and supportive 
teachers. This factor was named Foreign Language Enjoyment-
Social. The second enjoyment factor comprised items reflecting 

internal feelings of pride, interest, and fun. Dewaele and 
MacIntyre characterized this factor as expressing “private 
feelings of enjoyment from accomplishing something that was 
difficult and in spite of obstacles,” (p. 232), and termed it, 
Foreign Language Enjoyment-Private. 

On the basis of this study, a shortened version of the FLES, 
with ten items, and reflecting both the private and social 
dimensions of FLE was developed. This scale has been widely 
used in a range of studies including Dewaele and Dewaele 
(2018), Dewaele and MacIntyre (2019), and Jiang and Dewaele 
(2019). While the reliability of this version of the scale has been 
consistently high ( ≥ . 85), it should be noted that as Botes et al. 
(2021) point out, the choice of items included in this version of 
the FLES was primarily based on “expert knowledge” (p. 860) 
rather than factor analysis or other psychometric criteria. The 
structure of this version of the FLES was examined by Saito et 
al. (2018) as part of their study on emotions and language 
development in a sample of Japanese high-school English 
learners. An EFA on the 10 items together with a shortened 
version of the FLCAS revealed three factors. The items from the 
FLCAS loaded primarily on one factor, while the 10 items from 
the FLE were split evenly between two factors, whose content 
closely resembled the two factors from Dewaele and MacIntyre 
(2016). As such, these two factors were named Social 
Enjoyment and Private Enjoyment.  

Dewaele and MacIntyre’s (2014) data set has also served as 
the basis for a short nine-item version of the FLES (the S-FLES; 
Botes et al., 2021) . This version was developed using all 21 
items from the original FLES. The original data set was split, 
with one sample used to determine the factor structure using 
EFA, and the other used to confirm this structure using 
confirmatory factor analysis (CFA). An initial EFA was 
conducted using PCA with Promax rotation, due to the degree of 
correlation shown between the underlying factors in previous 
studies. This solution suggested four factors, but four items had 
weak loadings on all factors and were removed. A second EFA 
with the remaining 17 items resulted in a three-factor solution. In 
order to make the scale as brief as possible, the three most 
representative items from each factor were selected on the basis 
of theoretical considerations and confirmed using an algorithmic 
procedure. This nine-item, three-factor model was then tested 
using CFA, and displayed good fit with the scores in the second 
of the split samples. 

Two versions of the FLES have been developed for use with 
Chinese respondents. The first of these comes from Li et al. 
(2018). Their study on over 2000 Chinese high-school English 
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learners examined the factor structure of a 14-item version of the 
FLES, hypothesized to reflect the two dimensions found in 
Dewaele and MacIntyre (2016). However, when this structure 
was tested using confirmatory factor analysis (CFA), it was 
found to fit poorly. A series of EFAs and CFAs resulted in a three-
factor, 11-item version of the FLES. The first dimension 
comprised five items, whose content was similar to that of the 
third factor in Dewaele and MacIntyre (2016), and thus it was 
termed FLE-Private. The second and third factor were each 
made up of three items, and were termed FLE-Teacher, and 
FLE-Atmosphere, respectively. 

A second Chinese version of the FLES has been proposed 
by Jin and Zhang (2018). Rather than using a shortened version 
of the FLES, Jin and Zhang began their examination of the 
structure of the FLES with all 21-items from the original FLES. 
A series of EFAs using PCA with Direct oblimin rotation 
revealed a three-factor structure. The first factor, comprising 
three items related to learners’ assessment of the teacher, was 
named Enjoyment of Teacher Support. The second factor, with 
9 items, was named Enjoyment of English Learning. The 
content of this factor resembled those from previous studies 
concerned with private feelings of enjoyment. The third factor, 
named Enjoyment of Student Support, had five items, all of 
which were related to social cohesion and peer relationships. Jin 
and Zhang named this 17-item version of the FLES the English 
Classroom Enjoyment Scale. 

The versions of the FLES outlined above differ in both the 
number of items in the scale (from 9 to 17), and the number of 
underlying dimensions (two versus three), as well as the item 
content of each of these dimensions (See Table 1). Moreover, the 
only version whose dimensionality has been investigated in the 
Japanese context is the 10-item version of the FLES (Saito et al., 
2018). The validity of the other versions of the FLES in the 
Japanese context, as well as the validity of the 10-item FLES in 
a different sample of Japanese learners, remains an open 
question. As Flake and Fried (2020) point out, measurement is a 
“foundational aspect of the research process,” (p. 458), and 
construct validation is an indispensable part of this. This may be 
especially true in the measurement of affective states, such as 
enjoyment, whose experiential aspects may differ across cultures 
(MacIntyre & Vincze, 2017). 

To address these issues, and further, to provide a better 
understanding of the nature of positive emotions in language 
learning classroom, this study aims to investigate the dimensions 
underlying FLE in the context of Japanese university language 
learners as well as examine their characterizations of enjoyable 

Table 1. Structure and Content of Four Versions of the Foreign Language 

Enjoyment Scale (FLES) 

Source # Items # Factors and Factor Names Factor Content 

Botes 
et al. 

(2021) 
9 

1. Teacher Appreciation 
2. Personal Enjoyment 
3. Social Enjoyment 

15, 16, 17 
4, 8, 9 

19, 20, 21 
Saito 
et al. 

(2018) 
10 

1. Social Enjoyment 
2. Private Enjoyment 

3, 4, 7, 9, 11 
10, 12, 14, 18, 21 

Li  
et al. 

(2018) 
11 

1. FLE-Private 
2. FLE-Teacher 

3. FLE-Atmosphere 

3, 4, 8, 9, 12 
15, 16, 17 
10, 18, 19 

Jin 
and 

Zhang 
(2018) 

17 

1. Enjoyment of Teacher 
Support 

2. Enjoyment of English 
Learning 

3. Enjoyment of Student 
Support 

15, 16, 17 
 

1, 3, 4, 5, 6, 7, 8, 9, 
12 
 

14, 18, 19, 20, 21 
Note: Item numbers listed under factor content are those from Dewaele and  

      MacIntyre (2016). 

 

experiences.  
 
2.3 Research Questions 
This study is framed by two research questions: 
Research Question 1: What are the dimensions of FLE for 
Japanese university-level English learners? More specifically, 
are the proposed models of the FLES valid measures of FLE in 
this context? 
Research Question 2: What do these learners report as sources of 
enjoyment in the classroom? 
 
3.  Methodology 
 
3.1 Research Design 
This study adopted a convergent parallel design (Creswell & 
Creswell, 2018). In this design, quantitative and qualitative data 
are gathered simultaneously, and the qualitative data serves to 
provide greater depth to the results of the quantitative analysis. 
In this study, quantitative data was used to ascertain the validity 
of the four versions of the FLES, determine the dimensions of 
FLE, and calculate the reliability of the factors emerging from 
the factor analysis. Qualitative data provided insight into how 
Japanese university students characterize their experience of 
FLE in the classroom and what they consider to be the sources 
of their emotions. 
 
3.2 Participants and Context 
A total of 514 Japanese university students took part in this study. 
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All of the participants were first-year, non-English majors at a 
private university in southern Japan, and thus constituted a 
convenience sample. There were 331 (64.4%) male respondents, 
179 (34.85) females, and four who declined to provide a gender. 
The large majority of respondents were studying in STEM 
disciplines: Engineering (31.0%), Computer and Information 
Sciences (22.6%), Pharmaceutical Sciences (21.2%), and 
Biotechnology and Life Science (15.5%). All participants were 
enrolled in a first-year English communication course. The 
course is compulsory and centered on learner interaction and the 
development of oral communication skills. Learners regularly 
engage in short (3- to 5-minute), non-rehearsed conversations on 
topics directly relevant to their lives (e.g., free-time activities, 
music, YouTube, favorite places, etc.), in addition to other pair- 
and group-work activities carried out in each class. The aim of 
the course is to allow learners to focus on meaningful 
interactions with their classmates, and for them to come to see 
English as a tool for authentic communication. In response to the 
Covid-19 pandemic, classes transitioned from two in-person 
classes per week to a blended learning framework where 
students spent one class per week in the classroom, and the other 
working individually with online materials designed to review 
content and prepare learners for the following in-person class. 
During these in-person classes, students worked primarily in 
pairs and small groups engaged in activities focused on 
encouraging interaction and communication. 

 
3.3 Data Collection  
The data set employed in this study was gathered from learners 
in November and December of 2021. The survey was 
administered using Google Forms. Learners took the survey 
during their English language class. Permission to conduct this 
study was obtained from university administrators after ethical 
review, and the informed consent of the participants was 
obtained by means of a statement at the beginning of the survey 
form informing participants that they need not take part in the 
survey, and that by answering the questions on the form they 
were giving their consent for their responses to be used in the 
study. 
 
3.4 Instrument 
3.4.1 Demographics 
The first section of the survey asked participants to provide 
information concerning their gender and faculty, as noted above 
in Section 3.2. 
 

3.4.2 Foreign Language Enjoyment Scale (Dewaele & 
MacIntyre, 2014) 
The second section of the survey comprised a Japanese version 
of the FLES (Dewaele & MacIntyre, 2014), comprising 21 items. 
It contains items such as: I enjoy studying English; In my English 
class, I feel proud of my accomplishments; My classmates are 
nice; and, There is a good atmosphere in my English class. 
Participants were asked to respond to the survey items on a six-
point Likert scale (from 1 = Strongly disagree, to 6 = Strongly 
Agree), as in Saito et al. (2018). All items were translated into 
Japanese by the author together with a Japanese L1 specialist 
with experience in scale development, then back-translated into 
English by two bilingual English professors. 
 
3.4.3 Qualitative Data 
Following the FLES items, respondents were asked an open-
ended question based on those used in previous studies of FLE 
(e.g., Dewaele & Alfawzan, 2018; Dewaele & MacIntyre, 2014; 
Li et al., 2018), which aimed to uncover the sources of learners’ 
positive emotions in the classroom: In as much detail as you can, 
write about an enjoyable learning experience in your English 
class, and how you felt about it. The question was presented to 
participants in Japanese, and learners were encouraged to 
respond in Japanese to ensure that they were able to fully express 
their feelings about the experience. From the 514 participants, 
347 (67.5%) provided replies to this question. 
 
3.5 Data Analysis 
Data screening procedures to identify univariate and multivariate 
outliers were carried out (Hair et al., 2019), and the normality, 
linearity, and multicollinearity of scores in the data set was 
determined prior to factor analysis. The suitability of the data set 
for factor analysis was assessed using the Kaiser-Meyer-Olkin 
Measure of Sampling Adequacy.  

Analysis took place in three stages. The first stage of the 
analysis was carried out using CFA to determine the construct 
validity (i.e., whether the structure of the scores in this data set 
matched that of the proposed models) of four versions of the 
FLES: Botes et al. (2021), Jin and Zhang (2018), Li et al. (2018), 
and Saito et al. (2018). The analysis employed AMOS v28 with 
maximum likelihood estimation. Bootstrapping was applied to 
account for multivariate non-normality. Model fit was 
determined using the chi-square statistic (χ2), the Tucker-Lewis 
Index (TLI > .94), Comparative Fit Index (CFI > .94), Standard 
Root Mean Square Residual (SRMR < .08), and Root Mean 
Square Residual (RMSEA < .07) (Hair et al., 2019).  
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Following this, EFA, using SPSS v28, was conducted to 
investigate the structure of the scores in the second stage. 
Principal component analysis was employed to determine the 
initial factor structure, and then maximum likelihood estimation 
with direct oblimin rotation was used to refine the structure. The 
number of factors to be retained was determined on the basis of 
three criteria: 1) an eigenvalue greater than 1.0; 2) examination 
of the scree plot; and 3) the results of parallel analysis carried out 
using JASP v17. The content of each factor was determined 
following a three-step process outlined by Hair et al. (2019). First, 
a criterion of .40 for an item to be considered to load significantly 
on a factor was established. Next, the ratio of the variance of any 
cross-loading items was compared, and those items with a ratio 
of less than 2.0 were considered for removal. Finally, item 
communalities, which estimate the proportion of variance 
explained by the underlying factors, were examined, and those 
items with communalities below .5 (meaning that less than half 
the item’s variance was explained by the factors) were 
considered for removal. Reliability of the factors was determined 
using Cronbach’s alpha (α > .7), with 95% confidence intervals 
(Hair et al., 2019).  

In the third stage, qualitative data was analyzed taking a 
concept-driven approach (Gibbs, 2007), where responses were 
considered primarily, although not exclusively, in terms of the 
sources of enjoyment identified in previous studies on FLE (e.g., 
Dewaele & Alfawzan, 2018; Dewaele & MacIntyre, 2014; Jiang 
& Dewaele, 2019) in order to identify sources of FLE among 
these learners, as well as exemplify and situate the dimensions 
emerging from the factor analysis. 
 
4.  Results 
 
4.1 Data Screening 
Two univariate outliers (z-score > 3.3 on four or more items; 
Tabachnick & Fidell, 2019), were found in the data set and 
removed. In addition, one multivariate outlier (ratio of 
Mahalanobis distance and degrees of freedom > 3.5; Hair et al., 
2019) was found and removed, leaving a final sample size of 511. 
One-sample Kolmorogov-Smirnov tests revealed non-normal 
distribution in the scores. However, as noted by Hair et al. (2019), 
sample sizes greater than 200 can reduce the effects of non-
normality in factor analysis. Furthermore, the degree of kurtosis 
for each item did not exceed the level (> 7) which Byrne (2016) 
describes as indicating a departure from normality. Therefore, it 
was considered acceptable to employ maximum likelihood 
estimation with bootstrapping in the CFA. The linearity of each 

data set was determined using scatterplots, and no non-linear 
relationships were found. The results from Kaiser-Meyer-Olkin 
Measure of Sampling Adequacy (.942) indicated suitability for 
factor analysis (Field, 2018). 
 
4.2 Confirmatory Factor Analysis 
As the initial stage of the analysis, the four proposed models for 
FLE were tested using CFA. The results of these tests are 
outlined in Table 2. The two-factor model of the 10-item FLES 
suggested by Saito et al. (2018) arguably performed the most 
poorly of the four models, however both the model proposed by 
Jin and Zhang (2018) and that of Li et al. (2018) fell substantially 
short of the criterion for good fit as well. The model for the S-
FLES proposed by Botes et al. (2021) came very close to 
matching the criterion, however the RMSEA value for this 
model exceeded even the more relaxed criterion of .08 suggested 
by Browne and Cudeck (1993). These results strongly suggest 
that the four models cannot serve as valid measures of FLE in 
this sample of learners. 
 
Table 2. Values of Goodness-of-Fit Indicators for Models for the Foreign 

Language Enjoyment Scale (FLES) 

Model 
Botes et al. 

(2021) 

Jin and 
Zhang 
(2018) 

Li et al. 
(2018) 

Saito et al. 
(2018) 

TLI .926 .843 .855 .782 

CFI .951 .866 .892 .835 

RMSEA .099 .112 .142 .161 

95% CI .084 / .115 .105 / .119 .130 / .153 .148 / .174 

SRMR .0570 .0800 .0754 .0682 

χ2 143.518* 863.591* 460.741* 482.784* 

df 24 116 41 34 

TLI: Tucker-Lewis index; CFI: Comparative fit index; RMSEA: root 
mean squared error of approximation; CI = Confidence Interval.; 
SRMR: standardized root mean square residual; χ2: Chi-square. 
*p < .001 

 
4.3 Exploratory Factor Analysis 
As none of the four models tested exhibited an adequate degree 
of fit, a series of EFAs was carried out to determine the structure 
underlying the scores. An initial solution using PCA suggested 
three factors, however, only three items loaded on the third factor, 
with two of the items cross-loading on the second factor, which 
suggested over-factoring. In addition, the results of the parallel 
analysis suggested only two factors (Figure 1), and therefore, 
two factors were retained in subsequent EFAs carried out using 
maximum likelihood with direct oblimin rotation. 
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In the first of these, the determinant was found to be smaller 
than .00001, indicating issues with multicollinearity (Field, 
2018). Upon examination of the correlation matrix, Item 17 was 
found to have a correlation of .812 with Item 16, and Item 12 
was found to correlated with Item 4 at .772, degrees of 
correlation which can be indicative of multicollinearity 
according to Field (2018). In such cases, Loewen and Gonulal 
(2015) suggest eliminating one of the highly correlating 
variables. Items 17 and 12 were therefore removed in a step-wise 
process and the analysis re-run. The removal of these two items 
resolved the issues with multicollinearity. The loadings of the 
remaining 19 items on the two factors were then inspected, and 
one item, Item 20, was found to load below the criterion of .4. In 
addition, Items 2, 3 and 10 cross-loaded on both factors, and in 
all three cases the ratios of their variances was < 2.0. These four 
items were removed and the analysis re-run. The resultant EFA 
displayed simple structure, with all items loading above .4 and 
no evidence of significant cross-loading, therefore the 
communalities of the 16 items were examined. As a result, 3 
items, (Items 5, 11 and 13) were found to have communalities 
close to .4 and so were removed from the analysis. The final two-
factor solution comprised 12 items and explained 65.8% of the 
variance (Table 3). The two factors were positively correlated 
(.610). 
 

 

Figure 1. Scree Plot of FLES Including Results of Parallel Analysis 

 
The six items on the first factor concerned the social aspects 

of a positive learning experience, in particular social 
cohesiveness and the role of the teacher in helping to establish 
this kind of environment. The six items on the second factor 
expressed learners’ feelings of personal pride, accomplishment 
and interest in learning English. The content of the two factors 
resembled those found by Dewaele and MacIntyre (2016), and 
so the factors were similarly named FLE-Social and FLE-
Private. 
 

4.4 Reliability 
As a measure of reliability, the internal consistency of each 
subscale was estimated using Cronbach’s alpha with 95% 
confidence intervals. Alpha for the FLE-Social was .90, with a 
95% confidence interval (CI) of .89 and .91. For the FLE-Private 
the respective value was .88 (CI: .86 and .89), suggesting that 
both subscales possess sufficient reliability. 
 
Table 3. Results from Exploratory Factor Analysis on the items of the Foreign 

Language Enjoyment Scale (FLES) 

No. Item 
Factor 

FLE- 
Social 

FLE-
Private 

1 I can be creative in my English class.  0.689 

4 I enjoy studying English.  0.614 

6 I learnt to express myself better in English.  0.783 

7 I’m a worthy member of my English 
class. 

 0.809 

8 I’ve learnt interesting things in my English 
class. 

 0.660 

9 I feel proud of my accomplishments in 
my English class. 

 0.760 

14 My classmates are nice. 0.756  

15 The teacher is encouraging. 0.737  

16 The teacher is friendly. 0.907  

18 There is a good atmosphere in my English 
class. 

0.923  

19 We form a tight group. 0.621  

21 We laugh a lot in my English class. 0.465  

Extraction Method: Maximum Likelihood with Direct Oblimin rotation. 

 
4.5 Levels of FLE 
Averages scores for FLE-Social and FLE-Private, as well as 
means and standard deviations with 95% CI were calculated 
using bootstrapping to account for non-normality (Table 4). 
Levels of FLE-Social and FLE-Private reported by learners were 
compared using the Wilcoxon signed-rank test. Levels of FLE-
Social (Mdn = 4.83) were significantly higher than those for 
FLE-Private (Mdn = 4.00), z = 17.55, p < .001, with a large effect 
size, r = .78, applying Plonsky and Oswald’s (2014) 
recommendations for effect sizes in L2 research. 
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Table 4. Descriptive Statistics and Reliability for SFLE and PFLE 

Scale FLE-Social FLE-Private 

M 4.79 3/97 

95% CI [4.71 – 4.86] [3.89 – 4.04] 

SD .820 .829 

95% CI [.775 – .861] [.772 – .879] 

α .90 .88 

95% CI [.89 – .91] [.86 – .89] 
Note: CI = Confidence Interval. 

 

4.6 Qualitative Analysis 
The qualitative data collected in this study was used to reveal 
what learners considered to be sources of enjoyable classroom 
experiences, as well as to help situate the dimensions emerging 
from the factor analysis and clarify the content of these 
dimensions. Among the 347 respondents to the open-ended 
question, 18 provided only very short answers such as “nothing 
special” or simply “fun.” These responses were removed from 
the analysis, leaving 329 valid responses, producing a total of 
13,549 characters, for an average of 41 characters per response.  

The thematic analysis of learner responses is a complex 
process, and while the majority of the responses were short, 
many of them mentioned more than one source of emotion. For 
this reason, there was a degree of overlap in the coding of the 
responses. The results of this process are summarized in Table 5. 
The responses highlighted below were chosen to exemplify 
more prominent sources of positive emotion and while this 
cannot be an exhaustive description of the responses due to space 
restrictions, it allows connections between aspects of learners’ 
classroom experience and the two dimensions of FLE to become 
apparent. 
 
Table 5. Sources of Enjoyable Classroom Experiences Categorized by FLES 

Dimension 

Dimension FLE-Private FLE-Social 

Source 

Sense of accomplishment, 
new experiences/sense of 
novelty, realization of 
progress, having fun, 
interesting 

Building bonds, class 
activities, having fun 
together, working 
together, support from 
peers, meaningful 
engagement, teacher, 
atmosphere, learning from 
others 

Number of 

Mentions 
131 214 

Note: FLES = Foreign Language Enjoyment Scale 

4.6.1 FLE-Private 
In line with Dewaele and MacIntyre’s (2016) characterization of 
private enjoyment as an “internal sense of enjoyment in the face 
of challenges,” (p. 231), the most prevalent source of this of this 
emotion was a sense of accomplishment. For many learners in 
this study, these were moments of pride, satisfaction or self-
confidence that came when they were able to convey their 
thoughts, talk about personal experiences or simply share likes 
and dislikes using English, as in these examples (numbers in 
parentheses are the ID number given to each learner’s response): 

(309): I was very happy when I could explain what I was 
thinking to my partner in English and they understood. 
(305): Talking with friends in English on a variety of topics 
was a lot of fun and gave me confidence in myself, even if I 
could not speak English well. 
For other learners, this sense of accomplishment came from 

overcoming challenges, whether those were imposed from the 
outside, as in a class activity, such as when playing Taboo (where 
learners have to get their partner to guess a keyword or phrase 
without using certain other words related to the keyword), or by 
their own language abilities: 

(148): I enjoyed the game of guessing English words. It was 
difficult because of the limited number of words available, 
but I enjoyed trying my best to find different words and tell 
them. 
(243): It was enjoyable to discuss our life experiences in 
English. It was difficult, but it was a great experience. 

Rather than momentary successes, many learners described 
feelings of achievement that came when they realized the 
progress they had made in their language learning journey: 

(321): I feel that I am getting better and better at discussing 
certain topics with my classmates as we continue to practice. 
I am very happy to be able to feel that progress. 
(122): I enjoyed talking with other people in English, talking 
about myself and asking them about theirs. I tend to use 
Japanese when I don't understand something, but I think I 
gained some skills in explaining in English through the pair 
work where we had to explain the words in English, and the 
work itself was interesting. 
(199): Conversation activities are interesting. This is 
because I had never practiced it in school, but only learned 
English in lecture classes. I could enjoy the fun of using 
English and the flow of progress (rapid spurts of growth and 
stops). 

As in this last comment, another important aspect of personal 
enjoyment was a sense of novelty and differences from learners’ 
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previous English classes: 
(171): Compared to high school and junior high school, I 
find it very practical and fun to have a more natural learning 
environment for speaking English. 

 
4.6.2 FLE-Social 
This dimension of enjoyment was characterized primarily by a 
sense of meaningful interaction or engagement with peers or the 
teacher. The most often mentioned source of this form of 
enjoyment was the development of bonds between learners. The 
conversational nature of class, the focus on learner interaction 
and the sharing of personal information allowed learners to get 
to know one another and thereby build personal relationships: 

(74): One of the most enjoyable experiences in the English 
Communication class at the university was discussing our 
favorite music and artworks with each other in English. It 
was a great class because we could share what we liked with 
each other, and we could get to know each other and learn 
how to speak English instantly as we spoke. 
(139): When I practiced conversation with other class 
members, I was able to talk to people from different 
departments and learn a little about them in English. There 
were experiences, music, and food that I didn't know about, 
which I found interesting and amazing. 

Sharing personal experiences and information in the target 
language may not only help to increase positive emotions in a 
classroom, but by engaging students in learning about each other, 
it may also serve as a means to overcome the oft-felt artificiality 
of speaking the target language with other learners who share the 
same L1. 

Obviously, the activities that learners are engaged in during 
the class have a strong influence on their emotional experience. 
As Dewaele and MacIntyre (2016) have pointed out, an 
enjoyable and suitably challenging activity for one learner, can 
be an overpowering or anxiety provoking one for another. For 
the learners in this study, activities that allowed them to express 
themselves formed one source of enjoyment as noted above. A 
further source was found in gamified online activities such as 
Quizlet or Kahoot, which emphasized both cooperation and 
competition between learners: 

(189) : Kahoot was fun. Once I was able to win the 
competition by cooperating with my partner, and I was 
happy about that. 
(82): I found the quiz competition, which also served as 
English vocabulary practice, to be very enjoyable. The quiz 
competition was usually done in groups of three, but I was 

very happy because I was able to cooperate more by sharing 
what I knew and by sending signals. 
The following responses show many of the aspects of a 

learning environment where positive emotions can flourish: 
student-centered activities, the building of bonds between 
learners, a sense of personal accomplishment, positive feelings 
that come from a sense of social support, and recognition from 
others. 

(197): Since there were many individual and group 
conversations, I was able to talk a lot with friends I normally 
don't talk to and increase my connections with them. 
Although I was not able to express everything I was thinking 
in perfect English, I was very happy when I could express 
myself well or when I received sympathy from my friends. 
(68): I'm not very good at English, and as you can see from 
my tests and such, my grammar is a mess. But when I try to 
speak as hard as I can, other friends and teachers recognize 
me. I feel a sense of accomplishment. 

This supportive atmosphere can help to create a learning 
environment where mistakes can be laughed off and come to be 
seen as one means of learning, rather than as a source of anxiety 
or fear: 

(302): If you make a mistake, you can laugh and correct it. 
(326): Even when I didn't understand something, the teacher 
would tell me in detail, and even if I made a mistake in a 
conversation with a friend, we could have fun, and I enjoyed 
the fact that we could look up proper English and restate it 
to each other, which I felt was a good class. 

As noted in this last comment, the teacher plays an important role 
in establishing the social atmosphere of the class, and creating an 
environment where learners feel safe enough to make mistakes 
and express themselves freely. It is interesting to note, however, 
that the teacher was mentioned explicitly by only a small number 
of respondents in this study. One possible reason for this may be 
the blended nature of the course and resultant emphasis on 
learner interaction and communication in pairs and groups 
during in-person classes. This atmosphere, while created by the 
teacher through their choice of activities, may have altered the 
usual social dynamic, transforming the teacher from a distinct 
source of positive emotions to one of several more or less co-
equal influences on the overall learning environment and 
learners’ emotional experiences, albeit while remaining an 
important one. 
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5.  Discussion 
 
This study investigated the validity of four versions of the FLES 
for use in the in the context of Japanese university-level language 
learners. It was framed by the need for solid foundations in the 
measurement of psychological constructs (Flake & Fried, 2020), 
and by MacIntyre and Vincze’s (2017) call for the investigation 
of positive emotions in different cultural contexts. The initial aim 
of the study was thus to determine if the presently proposed 
versions of FLE (Botes et al., 2021; Jin & Zhang, 2018; Li et al., 
2018; Saito et al., 2018) could serve as valid measures of FLE in 
the context of Japanese university-level language learners. The 
results of the CFAs carried out in this study showed that none of 
the four versions tested exhibited a degree of fit sufficient fit for 
their un-critical use in the Japanese context.  

As a consequence of the poor fit exhibited by each on the 
models tested using CFA, an exploratory approach was adopted, 
and a series of EFAs were conducted. These suggested a two-
factor structure for the FLES. Similar to the EFAs conducted by 
Dewaele and MacIntyre (2016), there was a degree of cross-
loading between the two factors, resulting in the removal of 
several items to clarify the structure and content of the two-
dimensions. The resultant two-factor solution comprised 12 
items in total (from the original 21), with six items loading on 
each factor.  

The first dimension was termed FLE-Social following 
Dewaele and MacIntyre (2016), and comprised items 
expressing social cohesion, shared experiences, and encouraging 
and friendly peers and teachers. This dimension can be seen to 
exemplify the role positive emotions play in helping to build 
relationships with others by encouraging the urge to explore and 
openness to new experiences (Fredrickson, 2001), which when 
shared with others encourages social bonding. Qualitative 
analysis of learner responses helped to situate this dimension in 
learners’ experience by making manifest the importance of 
sharing experiences and personal information, building bonds 
between classmates, activities promoting cooperation and 
competition, and support from teachers and peers in creating a 
positive social atmosphere. 

The second dimension was termed FLE-Private, with items 
expressing concepts such as creativity, expressing oneself well, 
and a feeling of pride in one’s accomplishments. This factor 
reflected the internal nature of Csikszentmihalyi ’s (2008) 
concept of optimal experiences, and was centered around a sense 
of achievement and personal growth that comes after making an 
effort to overcome a challenge. In relation to this dimension of 

FLE, learners reported feelings of enjoyment from being able to 
convey meaning, in moments of language learning success and 
realizations of longer-term progress, as well as from novelty and 
differences from their previous classroom experiences. 

The poor degree of fit exhibited by the versions of the FLES 
developed for use with Chinese language learners underline two 
points made by Li et al. (2018). First, establishing the validity of 
an instrument used in cultural contexts different from that in 
which it was developed is a necessity. This study has shown that 
such validation is needed even when the two contexts can be 
considered relatively close, either culturally (such as in the case 
of China and Japan) or in terms of teaching style (in this case, 
traditionally lectures and a focus on tests), let alone when 
employing instruments developed on the basis of scores from 
learners in Europe or America. Second, as the qualitative data 
from this study shows, while the learners across cultures may 
have broadly similar views on what makes a language class 
enjoyable, there are differences between them, and these 
differences suggest the need for more detailed research 
investigating the sources of positive emotion. 

The results of this study also suggest that the commonly used 
10-item version of the FLES may not be a suitable representative 
of FLE in the Japanese context, and therefore it should be used 
with caution by with researchers and practitioners. Evidence for 
or against the validity of an instrument is an accumulative 
process however, and thus the results of any one study should not 
be considered as definite evidence for or against using a 
particular version of an instrument. This may be particularly the 
case for the S-FLES (Botes et al., 2021), which came very close 
to meeting the criteria for good fit, with only the RMSEA failing 
to meet the stipulated value. This suggests that there is a need for 
further research into the use of this version of the FLES in the 
Japanese context. 

One interesting area of further investigation here would be 
the fact that, in this study, items related to the teacher loaded on 
a larger social enjoyment factor. This differs not only from the 
findings of Botes et al. (2021), but also those of Jin and Zhang 
(2018) and Li et al. (2018). In all three of these studies, items 
related to the role of the teacher formed a separate dimension. 
Furthermore, in this study, the teacher was a minor theme in the 
qualitative analysis in this study. This is not to suggest that the 
teacher did not play a significant role as a source learners’ 
positive emotions, but rather that there may be other factors 
behind these differences in the structure of the FLES and learners’ 
responses.  

An intriguing possibility lies in King and Smith’s (2017) 
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characterization of the Japanese language classroom as “a highly 
public social performance situation” (p. 99). It may be that in 
such a situation, where learners feel they are under constant 
observation by both the teacher and their peers, the differences 
between teachers and peers in establishing the social atmosphere 
of the class are reduced and both come to play more equal roles. 
That is to say, in the eyes of Japanese university learners, the 
teacher may be just one part of the social dimension of the 
language classroom, working in tandem with peers to create the 
overall atmosphere of the class.  

The other possibility, as mentioned above, is that the 
particular learning context in which this study took place, a 
blended learning environment with in-class time focused 
intensively on learner interaction in pairs and small groups, 
altered the position of the teacher, with he or she becoming a co-
equal architect of learners’ enjoyable experiences. These 
possibilities are not mutually exclusive, and both suggest 
avenues for future research, as well as the need to validate the 
findings of this study in other samples of Japanese learners. 

The nature of the course that forms its context points to one 
limitation of the study. The learning environment in this study 
differed from that in previous studies on FLE, and that may limit 
the generalizability of the results, making comparisons between 
this study and others more difficult. However, the learning 
environment in this study is similar to the present situation many 
language learners find themselves in—limited and socially-
distanced interaction with other learners—and so in that sense it 
may contribute to future research examining learners’ emotions 
in non-traditional learning environments. 

A further limitation is one more common to studies in this 
area, as well as in the social sciences more generally. The data set 
employed in this study was collected from learners at a single 
institution, and while relatively large and comprising learners 
from a range of majors, thus represents a sample of convenience 
rather than a random sample of Japanese university English 
learners. One means of contending with this issue is repeated 
sampling of this population. While these further samples are also 
likely to be samples of convenience, the limitations of each could 
be overcome through the use of meta-analysis. 
 
6. Conclusion  
 
This study investigated the validity of four versions of the FLES 
in a sample of Japanese university English language learners, as 
well as the sources of learners’ enjoyable experiences in the 
language classroom. Models of all four versions of the FLES 

exhibited an insufficient degree of fit with the structure 
underlying scores in the data set, and thus their un-critical use in 
this context is not recommended. Subsequent EFAs reveled two 
dimensions underlying FLE. One, which was characterized by 
individual experiences of a sense of accomplishment and 
overcoming challenges, was termed FLE-Private, and the other 
grounded in the social aspects of language learning, such as 
relationships with peers and the teacher, and the atmosphere of 
the classroom, was named FLE-Social. These findings represent 
a step towards extending knowledge of the structural 
components of the FLES in the Japanese university context, as 
well as adding to the literature on the sources of learners’ 
emotional experiences in the language classroom. 

In terms of practical implications, an awareness of these 
dimensions and understanding of the sources of social and 
private enjoyment identified in this study can help guide teachers 
when planning classroom activities aimed at engaging learners' 
positive emotions. One example of this is the use of gamified 
study applications, such as Quizlet or Kahoot, which allow 
learners to both cooperate within their group and also compete 
against other groups, encouraging social cohesion and thereby 
enhancing the social aspects of enjoyment. In addition, these 
activities raise the stakes in a safe way and provide learners with 
manageable challenges they can meaningfully engage with and 
overcome, increasing personal enjoyment as well. As a further 
example, structured and scaffolded activities which encourage 
the sharing of personal information and experiences in the target 
language not only provide learners with opportunities to 
experience language learning success, but can also help to build 
social bonds between learners as well.  

While the knowledge-base of FLE has widen considerably 
since Dewaele and MacIntyre’s (2014) pioneering study, and 
much more is known about what constitutes an enjoyable 
experience for language learners, there is a need for further 
research which adopts more in-depth approaches, such as 
interviews and focus groups, as well as case studies, such as that 
carried out by Pavelescu (2019). The qualitative data gathered in 
this study provided a sense of learners’ self-perceived sources of 
enjoyment that helped to ground the dimensions of the FLES in 
learners’ lived experiences. However, it consisted mostly of short 
comments, rather than rich descriptions of enjoyable experiences, 
which would have allowed for a deeper understanding of both 
the sources of emotions and their influence on learning.  

As a supplement to this deeper investigation of FLE, there 
may be a need for instruments that measure more specific 
aspects of FLE. As originally conceived, the FLES was designed 
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to be a broad, general measure of FLE, and it has served this task 
well. However, moving forward, one path could be the 
development of instruments to investigate more specific aspects 
of FLE, such as peer support and recognition, competition and 
cooperation between learners, or differences between 
momentary feelings of success and longer-term recognition of 
progress in one’s language learning journey. Instruments 
focusing on such aspects would not only help researchers by 
enabling greater understanding of FLE, but also provide a tool 
for teachers to help create enjoyable experiences for their 
learners. 
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Appendix:  
The Foreign Language Enjoyment Scale (FLES; Dewaele & 
MacIntyre, 2014) 
(Item numbers are those from Dewaele and MacIntyre, 2016.) 

 Item 

1. I can be creative in my English class..  
私は英語の授業中にクリエイティブ（創造的）になれる 

2. I can laugh off embarrassing mistakes in English. 
恥ずかしい間違いをした時でも、笑い飛ばすことができる 

3. I don’t get bored in my English class. 
私は英語の授業中に退屈することはない 

4. I enjoy studying English. 
私は英語を勉強することが楽しい 

5. 
I feel as though I’m a different person during my English class. 
私は英語の授業中には、まるで違うひとになったかのように
感じる 

6. I learnt to express myself better in English. 
私は英語で自分の伝えたいことを伝えられるようになった 

7. I’m a worthy member of my English class. 
私は英語の授業にふさわしいメンバーである 

8. I’ve learnt interesting things in my English class. 
私は英語の授業で興味深いことを学んだ 

9. In in my English class, I feel proud of my accomplishments.. 
私は英語の授業中に、自分が達成したことを誇りに思う 

10 
I always feel like there’s a positive environment in my English class 
私は、英語の授業にはいつもポジティブな雰囲気があるよう
に思う 

11. It’s cool to know English. 
英語を知っていることは素敵なことだ 

12. Studying English is fun. 
英語の勉強は面白い 

13. Making errors is part of the learning process. 
間違うことも、学びにおいて重要なプロセスだ 

14. My classmates are nice. 
私はいいクラスメイトに恵まれている 

15. The teacher is encouraging. 
先生は、いつも勇気や自信を与えてくれる 

16. The teacher is friendly.. 
先生は、フレンドリー（友好的）だ 

17. The teacher is supportive. 
先生は、支援しようとしてくれる 

18. There is a good atmosphere in my English class. 
私の英語の授業には、良い雰囲気がある 

19. We form a tight group. 
私たちのグループには結束力がある 

20 
We have common “legends”, such as running jokes. 
私たちにはグループの共通語となっているようなお決まりの
ジョークのようなものが存在する 

21. We laugh a lot in my English class. 
私たちは、英語の授業中によく笑いあう 
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Abstract 
The Japanese writer, Mikako Brady, placed herself in the lower class of British society and has been debating social 

inequality from the inside, from the perspective of a citizen. At the early stage of her stay in Britain, she was fascinated 
with its welfare system and the resilience of the lower class. However, during her nearly 30 year stay in the U.K., she has 
seen the country undergo great changes: the shift in its "cradle to grave" welfare policies through Margaret Thatcher's 
economic transformation, an increase in the number of unemployed, widening inequality, the Labor Party’s policy of 
raising the lower class, the birth of left-wing governments in Europe which advocated anti-austerity and anti-EU policies, 
Britain's exit from the EU, class fixation, and more. Through an analysis of Brady's writings, it appears that her thoughts 
have become deeper and more political through these experiences. This is especially apparent after her experience of 
working at a nursery in the poorest area of the country. She seems to be continuing her struggle with the social problems 
using the power of words through her quest for the meaning of living in the lower class. It seems that these fights and the 
quest have led to a certain resignation on her part, but also the recognition that her place should be at the bottom of this 
disparity. She has come to understand that there still remains in people’s mind the empathy to understand others and the 
spirit to survive adversity, which she finds attractive and precious. 

 
Key Words: intercultural understanding, social disparities, British studies, Mikako Brady, literature studies   

 

1． はじめに 

 

 ひとりの日本人女性の目を通して見る英国社会につい

て、2004年よりインターネット上で執筆を始めたブレイ

ディみかこ。長年の英国生活を通してその思想には変遷

が見られるが、本人が「この間、もっとも劇的な変化を

遂げたのは、私の祖国ではないだろうか」と述べるよう

に、氏の著述を通して紹介されていた英国の格差社会の

現実は、将来の日本の姿を予見するものとなっている。 

本研究は、ブレイディみかこの英国における異文化体験

を３段階に分け、著作から、氏が英国へ渡り、定住する

こととなった背景、英国の格差社会の「底辺」に生きる

ことを通して氏の思想がどのように変化し、「底辺」にど

のような価値を見出したのかを分析し、階層化が進みつ

つある日本社会と対比し、考察することを目的とする。 

また本研究は、London School of Economics社会学部 

 

＊文理融合学部地域社会学科准教授             

Savage 教授の『７つの階級 英国階級調査報告』のよう

な、研究者による格差社会の分析ではなく、日本人であ

るブレイディが、異文化の中で生活する一市民の視点で、

「内側」から社会の格差や下層で生きる人々を描写する

点を取り上げたことにより、これまでの研究結果を相補

するものとなりうる意義を有すると考える。 

 

２．ブレイディみかこについて 

 

1965年生まれ。福岡県出身の作家であり、コラムニス

ト。音楽、特に英国のロックを好み、福岡県内の公立高

校を卒業後、日本でのアルバイト生活と渡英を繰り返し、

1996年から英国ブライトンに在住である。ロンドンの日

系企業に勤務した経験もあるが、「底辺託児所」とあだ名

される、平均収入、失業率、疾病率が英国最悪水準地区

にある無料託児所に勤務し、後に、英国の保育士免許を

取得する。氏が「わたしの政治への関心は、ぜんぶ託児

所からはじまった」と述べているように、ここでの経験
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現代英国の格差社会を生きるということ ―ブレイディみかこの著作を通して― 

 

は、氏の思想に多大な影響を与えた。 

執筆活動は、当初インターネット上での発信であった

が、後に、本稿でも取り上げる『子どもたちの階級闘争 

ブロークン・ブリテンの無料託児所から』（2017 みすず

書房）、『ぼくはイエローでホワイトで、ちょっとブルー』

（2019新潮社）、『THIS IS JAPAN』（2020新潮文庫）など

多数が日本で出版されている。家族は、アイルランド系

イギリス人の夫と『ぼくはイエローでホワイトで、ちょっ

とブルー』の「ぼく」として登場する息子である。 

 

３．異文化体験の３段階 

 

 本節では、ブレイディみかこの英国における異文化体

験を３段階に分け、著作に見られる氏の思想を分析す

る。ただし、各期の思想分析に用いる著書内で取り上げ

られている時期とその発行時期とは必ずしも一致するも

のではない。 

 

3.1 １期：英国に移住 

ブレイディは日本の高校を卒業後、アルバイトで渡航

と滞在の費用を貯めては英国に行くという生活を繰り返

し、その後英国に定住することとなる。人の国境を越え

ての移動には「プル要因」「プッシュ要因」があるとさ

れるが、『ジンセイハ、オンガクデアル』（2022a）、『オ

ンガクハ、セイジデアル』（2022b）には、氏が英国に定

住する経緯が記されている。 

 

3.1.1 移住の「プル要因」 

英国の音楽、特にロックが「プル要因」であった。氏

が特に好んだグループであるセックス・ピストルズは、

貧困層の若者が、メンバーの顔つきに自分たちと通じる

ものを感じ、「彼らは俺らの代弁者」（ブレイディ

2022b:30）と言い、また、ザ・スミスの音楽は氏にとっ

て「英国の底辺階級の若者の恨み節にしか聞こえない」

（ブレイディ2022b：81）ものであった。時の政権や階級

社会で締め付けられる下層を生きる人々の夢を代弁し、

若者のみじめな日常を歌う英国ロックには、政治や社会

への強いメッセージがあり、それに共感した氏は英国に

引きつけられていった。 

3.1.2 移住の「プッシュ要因」 

氏は複数の著書に、日本で過ごした高校卒業までの生

活は、経済的に厳しく、母親の精神的な不安定さも存在

していたと記している。高校時代には、学校で禁止され

ているアルバイトをしていることが明らかになった際に、

担任教師から「いまどき、バイトしないとバスの定期代

がない家などあるわけない」と言われる。「一億総中流」

と言われた当時の日本では、経済的に厳しい生活や貧困

はないという幻想が社会に広がり、貧困の存在は不可視

であったのだろう。自分の生きている世界の存在が認め

られていない、あるのに見えていない社会に自分が生き

ているという思いを抱いていた氏は、鬱積した思いの受

け皿を英国の下層階級に見出す。「わたしは英国に来て、

この階級に飛び込んで生活するようになって、とても気

が楽になった。彼らは私と同じ階級の人々だったからで

ある。日本と違っていたのは、この人たちは『自分には

お金がない』と高らかに言うことができ、貧乏人はここ

に確かに存在するんだとやかましいくらいに主張する」

（ブレイディ 2020a:14）。日本社会で感じた「居場所の

欠如」が氏を英国へ押し出した「プッシュ要因」だと言

えるだろう。 

 

3.2 ２期：保育士として英国に定住  

3.2.1 著書の概要 

保育士として働くこの時期に、氏は英国社会の「底辺」

に身を置き、下層社会の現実と日々向き合いつつ、政治

への関心を深めていく。以下は、この時期のブレイディ

の思想が読み取れる著書の概要である。 

 

『子どもたちの階級闘争』 

平均収入、失業率、疾病率が英国最悪水準地区にある

「底辺託児所」での保育士の体験で、氏は自身が渡英し

た真の意味を認識する。それは、日本の底辺で育った氏

には無縁だった、福祉社会という階級の流動性を保証し

たワーキングクラスの誇りの拠り所であった。かつて

サッチャーは、経済の転換によって犠牲になる人々に金

だけ与えて無職者のアンダークラスを作った。その後ブ

レアの労働党政権が生活保護を与え続けて肥大化したこ

の階級は、政治信条のために活動するアナキスト系無職

者の温床ともなった。しかし保守党の福祉制度見直しに

よって、無職者は空腹状態でフードバンクに並び、底辺

託児所は幼児教育の機能を奪われて、単なる緊縮託児所

に変貌する。  

 

『THIS IS JAPAN』 

アンダークラスの出現や下層社会でのモラルが低下し

た「ブロークン・ブリテン」にちなみ、英国メディアで

「ブロークン・ジャパン」と呼ばれた日本の労働運動や

生活困窮者支援の現場、保育園をブレイディが歩いた記

録である。日本の労働争議の現場は、労働者が労働者に

罵声を浴びせるような惨状があり、困窮者支援において

は、「人間はみな等しく崇高」という英国に対し、日本で

は「支払い能力がある」という義務が条件として求めら

現代英国の格差社会を生きるということ

－ 54 －



藤岡美香子 

 

れることが、支援に関わる人々や当事者の姿勢の違いの

根底にあると分析する。さらに日本では、保育園を始め

とする日常の生活空間に「階級」が混在し、それを違和

感なく受け止めて暮らす人々の姿を一種の驚きを持って

受け止める。 

 

『ヨーロッパ・コーリング』 

ブレイディが格差社会の問題を政治的な側面から考察

した著作である。１部では、保守党政権下で進む英国の

格差社会の歪みを、子どもの虐待、経済的損失、ホーム

レス差別の点から指摘し、２部では、反緊縮と反EUを掲

げて欧州各地で誕生した左翼政権や労働党新党首コービ

ンの動向を取り上げ、３部ではイギリス労働者階級の自

らの階級への誇りと本格的左翼の政治家コービン党首を

生んだ草の根的地域活動に触れる。 

 

『女たちのテロル』 

ブレイディが「本人たちに呼ばれている」感覚を覚え、

大正時代に国家と対決したアナキスト金子文子、20世紀

初頭に英国で女性参政権を求めて戦った活動家エミ

リー・ディヴィソン、1916年アイルランドのイースター

蜂起でスナイパーとして戦ったとされるマーガレット・

スキニダーについてまとめた。金子文子に代表される 3

人の女性は、『子どもたちの階級闘争』の底辺託児所の子

どもたちの分身として描かれ、さらに氏がよく使う「ア

ナキズム」の意味を、「テロル」という言葉を通して説明

している。3人の女性はいずれも社会に居場所がない「無

籍者」で、「テロル」によってオルタナティブな場所を求

める。それは法の支配を否定するアナキスト的な思想に

つながるが、エミリーのサフラジェット運動のように、

議会政治の実現を否定する訳ではない。それは下層の

人々の救済を議会政治にも求める氏のアナキズムに共通

する矛盾でもある。 

 

3.2.2 ２期におけるブレイディの思想の概要 

サッチャー時代以前の英国労働者階級には、「気前の良

さと勤勉さ、そして高潔さがあった。コミュニティがあ

り、貧しくとも佇まいを正して生きる、労働者階級のプ

ライドがあった」（ブレイディ2022b:181-182）との評価

がある。しかし、サッチャー政権の経済転換で失職した

多くの人々により、働かない「アンダークラス」が形成

される。労働党政権は、若年妊娠、ドラッグやアルコー

ル、暴力等の問題を多く抱えるアンダークラスに手厚く

生活保護を支給しつつ、下層の人々の引き上げに力を入

れる。英国の下層階級に自分の居場所を見つけたブレイ

ディが勤務する、劣悪な環境の中で運営される「底辺保

育所」も、貧困層の人々の保育、教育環境の改善政策の

もとに誕生したものである。働きながら保育士資格取得

を目指す人への支援も充実していたが、2010年以降、政

権をとった保守党の緊縮財政、福祉制度の見直しで、生

活保護や失業保険は大幅に削減され、貧困層支援のため

の多くの施設も閉鎖や規模縮小を迫られる。 

英国の、特に、下層社会に飛び込み、自分と同じ環境

で、貧しいながらもエネルギッシュに声を上げて生きる

人々の社会に自分の居場所を見出したブレイディであっ

たが、この時期に、経済主義一色の保守党政権の政策に

より圧迫される大人、そしてその子どもたちと過ごす中

で、社会階級を分離基準とした差別である「ソーシャル・

レイシズム」が厳然と存在することを認識し、その現実

と直面する。富者と貧者の町は分かれており、両者が同

じエリアを歩いていることはない（ブレイディ

2020a:206）。また、英国の保育所では、保護者からのク

レームや園の評判低下、運営状況悪化の懸念から、ミド

ルクラスと貧困層の子どもたちがともに保育を受けるこ

とは難しい。裕福な子どもたちと貧しい子どもたちが分

離され、触れ合うことがないまま生活し、成長していく

「ソーシャル・アパルトヘイト」が進む。一方、久しぶ

りに長期帰国した日本では、英国では考えられない「階

級」の混在があった。同じ地域に高級住宅と簡易宿泊所

があり、月々の保育料の最高額を支払う家庭の子どもも

保育料免除の子どもも一緒に同じ園で保育を受ける。ま

た、地域のホームレスの男性と子どもたちが日常的に交

流を続ける園が存在するなど、日本においては、世界的

に進む「上」と「下」の明確な分断がなく、それを人々

が違和感なく受け止めている姿を「唐突に覗く風穴」（ブ

レイディ2020a:146）と捉えている。 

 生活困窮者支援においては、「獰猛さがあり、全身で

戦っている」英国の困窮者に対し、日本の貧困者は「一

人前の人間でなくなったかのように、ひっそりと静かで、

すでに折れてしまっている」（ブレイディ2020a:232-233）

ことが多い。根底に、欧州では「人間はみなうまれなが

らにして等しく厳かなものを持っており、それを冒され

ない権利を持っている」という基本的人権の考え方が根

付いているが、日本では、「支払い能力があること」が尊

厳であり、義務を果たさなければ権利が得られないと、

困窮している本人たちが最も強く感じている（ブレイディ

2020a:240）ことがある。 

 このような中、氏は、地道に活動を続け、社会を変え

るために現場から問題提起し、政府に向けて提案もする、

英国の草の根の市民活動、「下」どうしの助け合いに成熟

とプライド、力強さを感じる。そして、そこに自身の中

にあるアナキズムと共鳴するものを見出し、格差社会の

現代英国の格差社会を生きるということ ―ブレイディみかこの著作を通して― 

 

は、氏の思想に多大な影響を与えた。 

執筆活動は、当初インターネット上での発信であった

が、後に、本稿でも取り上げる『子どもたちの階級闘争 

ブロークン・ブリテンの無料託児所から』（2017 みすず

書房）、『ぼくはイエローでホワイトで、ちょっとブルー』

（2019新潮社）、『THIS IS JAPAN』（2020新潮文庫）など

多数が日本で出版されている。家族は、アイルランド系

イギリス人の夫と『ぼくはイエローでホワイトで、ちょっ

とブルー』の「ぼく」として登場する息子である。 

 

３．異文化体験の３段階 

 

 本節では、ブレイディみかこの英国における異文化体

験を３段階に分け、著作に見られる氏の思想を分析す

る。ただし、各期の思想分析に用いる著書内で取り上げ

られている時期とその発行時期とは必ずしも一致するも

のではない。 

 

3.1 １期：英国に移住 

ブレイディは日本の高校を卒業後、アルバイトで渡航

と滞在の費用を貯めては英国に行くという生活を繰り返

し、その後英国に定住することとなる。人の国境を越え

ての移動には「プル要因」「プッシュ要因」があるとさ

れるが、『ジンセイハ、オンガクデアル』（2022a）、『オ

ンガクハ、セイジデアル』（2022b）には、氏が英国に定

住する経緯が記されている。 

 

3.1.1 移住の「プル要因」 

英国の音楽、特にロックが「プル要因」であった。氏

が特に好んだグループであるセックス・ピストルズは、

貧困層の若者が、メンバーの顔つきに自分たちと通じる

ものを感じ、「彼らは俺らの代弁者」（ブレイディ

2022b:30）と言い、また、ザ・スミスの音楽は氏にとっ

て「英国の底辺階級の若者の恨み節にしか聞こえない」

（ブレイディ2022b：81）ものであった。時の政権や階級

社会で締め付けられる下層を生きる人々の夢を代弁し、

若者のみじめな日常を歌う英国ロックには、政治や社会

への強いメッセージがあり、それに共感した氏は英国に

引きつけられていった。 

3.1.2 移住の「プッシュ要因」 

氏は複数の著書に、日本で過ごした高校卒業までの生

活は、経済的に厳しく、母親の精神的な不安定さも存在

していたと記している。高校時代には、学校で禁止され

ているアルバイトをしていることが明らかになった際に、

担任教師から「いまどき、バイトしないとバスの定期代

がない家などあるわけない」と言われる。「一億総中流」

と言われた当時の日本では、経済的に厳しい生活や貧困

はないという幻想が社会に広がり、貧困の存在は不可視

であったのだろう。自分の生きている世界の存在が認め

られていない、あるのに見えていない社会に自分が生き

ているという思いを抱いていた氏は、鬱積した思いの受

け皿を英国の下層階級に見出す。「わたしは英国に来て、

この階級に飛び込んで生活するようになって、とても気

が楽になった。彼らは私と同じ階級の人々だったからで

ある。日本と違っていたのは、この人たちは『自分には

お金がない』と高らかに言うことができ、貧乏人はここ

に確かに存在するんだとやかましいくらいに主張する」

（ブレイディ 2020a:14）。日本社会で感じた「居場所の

欠如」が氏を英国へ押し出した「プッシュ要因」だと言

えるだろう。 

 

3.2 ２期：保育士として英国に定住  

3.2.1 著書の概要 

保育士として働くこの時期に、氏は英国社会の「底辺」

に身を置き、下層社会の現実と日々向き合いつつ、政治

への関心を深めていく。以下は、この時期のブレイディ

の思想が読み取れる著書の概要である。 

 

『子どもたちの階級闘争』 

平均収入、失業率、疾病率が英国最悪水準地区にある

「底辺託児所」での保育士の体験で、氏は自身が渡英し

た真の意味を認識する。それは、日本の底辺で育った氏

には無縁だった、福祉社会という階級の流動性を保証し

たワーキングクラスの誇りの拠り所であった。かつて

サッチャーは、経済の転換によって犠牲になる人々に金

だけ与えて無職者のアンダークラスを作った。その後ブ

レアの労働党政権が生活保護を与え続けて肥大化したこ

の階級は、政治信条のために活動するアナキスト系無職

者の温床ともなった。しかし保守党の福祉制度見直しに

よって、無職者は空腹状態でフードバンクに並び、底辺

託児所は幼児教育の機能を奪われて、単なる緊縮託児所

に変貌する。  

 

『THIS IS JAPAN』 

アンダークラスの出現や下層社会でのモラルが低下し

た「ブロークン・ブリテン」にちなみ、英国メディアで

「ブロークン・ジャパン」と呼ばれた日本の労働運動や

生活困窮者支援の現場、保育園をブレイディが歩いた記

録である。日本の労働争議の現場は、労働者が労働者に

罵声を浴びせるような惨状があり、困窮者支援において

は、「人間はみな等しく崇高」という英国に対し、日本で

は「支払い能力がある」という義務が条件として求めら
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現代英国の格差社会を生きるということ ―ブレイディみかこの著作を通して― 

 

「底辺」に留まることを選択したと筆者は考える。 

 

3.3 ３期：英国で子育てをしながら、執筆活動、日本

で連載 

3.3.1 著書の概要 

2004年以降、インターネットを中心に著述活動を続け、

日本において複数の書籍が発行されていたブレイディへ

の関心は、2019年『ぼくはイエローでホワイトで、ちょっ

とブルー』により高まり、これ以前に出版された著書も

改めて注目されることとなる。以下は、この時期のブレ

イディの思想が読み取れる著書の概要である。 

 

『ぼくはイエローでホワイトで、ちょっとブルー』 

 ブレイディ氏の息子「ぼく」は、カトリック系の名門

小学校を卒業後、11 歳で地元の「元底辺中学校」に進

学する。平和でミドルクラスを象徴するような環境の小

学校と異なり、この中学校は、人種差別、いじめ、暴力

といった英国社会を反映する環境にあり、本著には、そ

こで迷い、悩みながら成長する息子の日常が書き綴られ

ている。１つ１つのエピソードは、分断、多様性、多民

族国家、社会階級問題など、現代の英国が抱える葛藤や

衝突とそこで生きる人々の姿を描く。その中で、必修科

目「シティズンシップ・エデュケーション」の期末テ

ストで問われた「エンパシー」に関する母子の会話は、

ブレイディが耳目を集めることとなった本著の中でも特

に注目され、社会のおける格差、分断が進む現代社会を

生きる我々に必要な概念として認識されるきっかけとな

る。 

 

『ブロークン・ブリテンに聞け』 

EU 離脱やパンデミックで文化的／政治的混乱を極め

た 2018～2020 年のブロークンなイギリス社会をレポー

トする。まずは文化的混乱によるUKコメディーの変化で

ある。ブレグジット投票後、英国の右翼・左翼の定義が

変わり、あらゆるクラスの不道徳が笑いの対象となり、

それまでリベラルや左翼が多かったコメディー業界に右

翼の漫談が参入する。さらにグローバル化の進展で土着

の構造が崩れ、ビートルズ以来のUKミュージックは消滅

の危機を迎える。次なる政治的混乱では、労働党の心臓

部と呼ばれるイングランド中北部の離脱派労働者が労働

党を見捨てて、2019年の総選挙で労働党が大敗して、コー

ビン党首が退陣に追い込まれる。その間にも、緊縮政策

を進める保守党政権下で子どもの貧困が増大する。 

 

『他者の靴を履く アナーキック・エンパシーのすすめ』 

エンパシーとは、シンパシーの安易な共感ではなく、

他者を他者として理解する能力で、西欧の伝統的なシ

ティズンシップの根幹にあるとされる。氏はその概念を、

格差社会で見捨てられた人々が自分の生き方を追求する

ために他者に寄せる連帯（アナキック・エンパシー）に

当てはめる。一方、1945年以来の英国の福祉社会を壊し

たサッチャーは、中流階級出身で、公立の学校からオッ

クスフォードを経て政界入りし、自身のように自助で成

功した人々にシンパシーを感じることはあっても、自助

ができない下層の人々にエンパシーを持てなかったと言

われている。自助を求める新自由主義の緊縮政策から生

まれた格差社会が、コロナ感染拡大で行きづまり、ケア

階級の出現を生んだことに関して、氏は利己の追求は利

他とつながらなければ成り立たない一例と考える。 

 

3.3.2 ３期におけるブレイディの思想の概要 

 3.2.2 に記したように、２期において、政権の経済政

策に翻弄され、分断が明確化する英国の格差社会の中で、

助け合いながら力強く戦う「底辺」の人々に共感し、自

分の居場所として選択したブレイディは、その後も「底

辺」「地べた」から、自分の階級、英国社会、そして、日

本を初めとする「外国」の情勢を見て、発信を続ける。

筆者は、底辺保育所を離れ、子育てをしながら執筆する

３期において、そのまなざし、姿勢に２期とは変化があ

ると考える。 

それは、政治的な思想が深まる中で現れている、問題

を大局的に見つめる客観性の増大と一種の諦念である。

『ぼくはイエローでホワイトで、ちょっとブルー』の中

で、息子の目を通して見た社会問題を親子で語る形式を

取っていることが影響している可能性はあるが、「地べた」

にあり続けながら、その「底辺」のことを含め、社会全

体の問題を、以前とは異なる距離を持って論証している

と思われる。『ブロークン・ブリテンに聞け』にあるよ

うに、氏は英国の EU 離脱や世界的なパンデミックとい

う、個人やその連帯では対処できない大きな流れを受け

ての政治と文化の混乱を目の当たりにする。渡英当初に

高揚感を持って見た英国の福祉社会は、緊縮政策により

様変わりした。欧州各地の左翼政権や労働者階級は退潮

し、保守政権に見捨てられた英国の下層階級は肥大化し

た。かつて貧困からの脱出ルートの 1 つであった音楽や

ジャーナリズムの世界も、中流・上流階級のエリートや

２世たちに占領され、「上」と「下」の分断は進み、階

級は固定化した。氏はこの状況に落胆しているようにも

思えるし、古典的な労働党的な施策は時代遅れであり、

実現を期待するのは非現実的なのではないかという諦念

を持ちつつあるように見えるのだ。 

だが、決して絶望しているのではない。『他者の靴を履

現代英国の格差社会を生きるということ
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く アナーキック・エンパシーのすすめ』には、氏が、貧

しいながらもエネルギーにあふれ、アナキーな英国の下

層階級の人々に抱いた、渡英初期の感動や共感から、現

実に対する無力感や失望までが描かれている。しかし最

終的に、格差社会で見捨てられた人々が、コロナ感染拡

大という更なる窮地に追いやられて見せた連帯は、他者

を理解し、利他の行動をとるエンパシーの表れであり、

その姿に、氏は改めてそこが「私の階級」であることを

認識している。分断、階級の固定化、下層階級の肥大に、

焦燥感や無力感を持ちつつも、現実を受け入れて、その

中で諦めずに生きていくとの決意に至っているように見

える。 

 

４．まとめ 

 

本稿は、ブレイディみかこの英国滞在を３期に分け、

著作から氏の思想の変遷を分析した。日本での生活に居

場所を見出せなかった氏は、下層階級の若者が、政治や

社会へのメッセージを歌う英国ロックに惹かれ、英国の

福祉社会、草の根の市民運動、豊かでなくともプライド

を持って生きる労働者階級に感動し、英国の下層階級が

自分の居場所であると認識する。その後「底辺保育所」

での勤務をきっかけに、この思いが強まるとともに、政

治への関心が深まっていった。筆者は、ブレイディは、

政治的には「反緊縮政策の実現」を目指し、哲学的には

社会の「底辺」で生きる意味を模索し続けたのではない

かと考えるが、本稿において渡英後の思想の変化を検証

した結果、政治的な「反緊縮政策の実現」に関しては、

非現実的である可能性を認識しつつあるように見える。

一方、底辺で生きることに関しては、英国社会では、政

権の交代、社会構造の変化で「ソーシャル・レイシズム」

が増加し、「ソーシャル・アパルトヘイト」が存在する。

それでも、政府をあてにしないたくましさや連帯、生ま

れながらに有する基本的人権の理解は、「底辺」から完全

になくなってはいない。氏は「英国人の逆境を生き抜く

気概」を意味するBrit Gritという言葉を好む。gritと

は長期的な目標達成のために情熱と忍耐を持ち続ける力

とされる。つまり、政権や社会の変化に翻弄されても、

人間は生まれながら崇高であることが実現される社会を

目指す忍耐力がBrit Gritなのではないだろうか。「どん

なに状況がひどくとも、現状をののしりながら、たくま

しく生き抜いている。自分はこのBrit Gritに魅せられ、

懐かしいものを感じ、英国について書くことをやめられ

ずにいる」（2022ｂ:323）のである。「底辺」の持つこれ

らの価値を尊重することが、そこで生きる意味だと認識

している。 

また、英国の「底辺」の生活が日本にとってよそ事で

はなくなりつつある状況を憂えてもいる。日本において

社会保障を担ってきた家族という機能は弱体化し、非正

規雇用や派遣労働で路上生活一歩手前の人々やブラック

企業での経験で心身を病むケースが増加している。「どん

底手前の人々」が多いにもかかわらず、人々は危機的な

状況から目をそらし、特に若者が行動を起こさない。貧

困者は、自他ともに「自己責任」だと力なく現状を受け

止める。そのような祖国日本に暮らす人々に「アナキー

な社会が、全てのコンセプトや枠組みが風化した後の無

秩序＆無方向なカオスだったとすれば、そのアナキーを

生き抜く人間に必要なのはグリットだ」（2022ｂ:323）と

英国の「地べた」からエールを送っている。 
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3.3.2 ３期におけるブレイディの思想の概要 

 3.2.2 に記したように、２期において、政権の経済政

策に翻弄され、分断が明確化する英国の格差社会の中で、

助け合いながら力強く戦う「底辺」の人々に共感し、自

分の居場所として選択したブレイディは、その後も「底

辺」「地べた」から、自分の階級、英国社会、そして、日

本を初めとする「外国」の情勢を見て、発信を続ける。

筆者は、底辺保育所を離れ、子育てをしながら執筆する

３期において、そのまなざし、姿勢に２期とは変化があ

ると考える。 

それは、政治的な思想が深まる中で現れている、問題

を大局的に見つめる客観性の増大と一種の諦念である。

『ぼくはイエローでホワイトで、ちょっとブルー』の中

で、息子の目を通して見た社会問題を親子で語る形式を

取っていることが影響している可能性はあるが、「地べた」

にあり続けながら、その「底辺」のことを含め、社会全

体の問題を、以前とは異なる距離を持って論証している

と思われる。『ブロークン・ブリテンに聞け』にあるよ

うに、氏は英国の EU 離脱や世界的なパンデミックとい

う、個人やその連帯では対処できない大きな流れを受け

ての政治と文化の混乱を目の当たりにする。渡英当初に

高揚感を持って見た英国の福祉社会は、緊縮政策により

様変わりした。欧州各地の左翼政権や労働者階級は退潮

し、保守政権に見捨てられた英国の下層階級は肥大化し

た。かつて貧困からの脱出ルートの 1 つであった音楽や

ジャーナリズムの世界も、中流・上流階級のエリートや

２世たちに占領され、「上」と「下」の分断は進み、階

級は固定化した。氏はこの状況に落胆しているようにも

思えるし、古典的な労働党的な施策は時代遅れであり、

実現を期待するのは非現実的なのではないかという諦念

を持ちつつあるように見えるのだ。 

だが、決して絶望しているのではない。『他者の靴を履

藤岡美香子
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Abstract 
Transcranial magnetic stimulation is a non-invasive technique that can directly stimulate the human brain. The effects of 

magnetic stimulation are dependent on the stimulus frequency, number of stimuli, and stimulus strength. There is also evidence 
that the intensity of the magnetic stimulus can modulate the effect of the stimulus frequency. Thus, investigating the relationship 
between the magnetic stimulation strength and stimulus frequency is important for use of transcranial magnetic stimulation in 
humans. However, background noise by the measurement system, such as from the cable, can make it difficult to accurately 
measure magnetic stimulation strength. Therefore, we developed a method for measurement of background noise during the 
measurement of magnetic stimulation intensity. Spherically, magnetic stimulation strength was analyzed via the magnetic flux 
density using a dedicated probe. For magnetic stimulation, biphasic magnetic stimulation was used with a pulse width of 320 
µs. The stimuli were 10 pulses and 35% − 85% intensity. The measurement points were 19 mm above the stimulation coil, 
while the measurement range was ±50 mm in the long axis direction and ±50 mm in the short axis direction from the center of 
the stimulation coil. The mean magnetic flux density for each level of magnetic stimulation was approximately 62 mT at 35% 
intensity, 64 mT at 45% intensity, 67 mT at 55% intensity, 70 mT at 65% intensity, 72 mT at 75% intensity, and 75 mT at 85% 
intensity (all significantly different compared with the 35% intensity; p < 0.001). By contrast, there were no differences in the 
magnetic flux density at the measurement points compared with the center of the stimulation coil for each strength. These 
results suggest that background noise is independent of the measurement location at 19 mm above the stimulus coil for 
transcranial magnetic stimulation in the brain. This study showed that the background noise during the measurement of 
magnetic flux density may be removed using a simple measurement device. 
 
Key Words : Transcranial magnetic stimulation, Background noise, Magnetic flux density, Magnetic stimulation intensity 
 
 
1． Introduction 
 

Transcranial magnetic stimulation (TMS) is a non-invasive 
technique that can facilitate or inhibit the excitability of the 
human cerebral cortex 1-3). This modulation of excitability occurs 
via stimulation of the brain tissue by the eddy current. The 
magnetic stimulation is not affected by the scalp, skull, or hair 3, 

4). In addition to magnetic stimulation, non-invasive brain 
stimulation methods have included the use of an electrical 
stimulator (e.g., transcranial electrical stimulation [TES]) 5). 
Although transcranial magnetic stimulation and TES were 
reported to have similar effects in the motor cortex 3), they have 
different mechanisms of action 6).  

Importantly, transcranial magnetic stimulation provides 
painless stimulation because it is not affected by the high 
impedance of the scalp and skull. Furthermore, the localization 
of the cortical stimulus with TES is not as sharp as that with 

transcranial magnetic stimulation 7). For transcranial magnetic 
stimulation, the stimulus localization can be regulated using a 
figure-of-eight coil, which has a stimulus resolution of 
approximately 5 mm 8, 9). Stimulus localization is useful for 
clinical therapy and brain function research. Clinically, 
transcranial magnetic stimulation is used to treat or alleviate 
symptoms of brain and psychiatric disorders, including in 
Parkinson’s disease and depression 10-13). Furthermore, 
transcranial magnetic stimulation is used to examine higher brain 
functions, such as sensory organs and language function (e.g., in 
the visual cortex, somatosensory cortex, Broca’s area, and 
Wernicke’s area, and for memory) 14-19).  

Transcranial magnetic stimulation at the supra-motor 
threshold can be used to evoked facilitatory or inhibitory brain 
responses depending on the stimulation frequency. Generally, a 
low frequency stimulation at 1 Hz is considered to inhibit 
cerebral cortical excitability, while a high frequency stimulation 
at 5 Hz facilitates cortical excitability 3). However, at the sub-
motor threshold, low frequency stimulation at 1 Hz actually 
facilitated cerebral cortex excitability 20-22). These findings 
suggest that the magnetic stimulation intensity can regulate the 
effects of magnetic stimulation on brain activity. Therefore, it is 
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Abstract
　Transcranial magnetic stimulation is a non-invasive technique that can directly stimulate the human brain. The effects 
of magnetic stimulation are dependent on the stimulus frequency, number of stimuli, and stimulus strength. There is also 
evidence that the intensity of the magnetic stimulus can modulate the effect of the stimulus frequency. Thus, investigating 
the relationship between the magnetic stimulation strength and stimulus frequency is important for use of transcranial 
magnetic stimulation in humans. However, background noise by the measurement system, such as from the cable, can make 
it difficult to accurately measure magnetic stimulation strength. Therefore, we developed a method for measurement of 
background noise during the measurement of magnetic stimulation intensity. Spherically, magnetic stimulation strength was 
analyzed via the magnetic flux density using a dedicated probe. For magnetic stimulation, biphasic magnetic stimulation was 
used with a pulse width of 320 µs. The stimuli were 10 pulses and 35% － 85% intensity. The measurement points were 19 
mm above the stimulation coil, while the measurement range was ±50 mm in the long axis direction and ±50 mm in the short 
axis direction from the center of the stimulation coil. The mean magnetic flux density for each level of magnetic stimulation 
was approximately 62 mT at 35% intensity, 64 mT at 45% intensity, 67 mT at 55% intensity, 70 mT at 65% intensity, 72 mT 
at 75% intensity, and 75 mT at 85% intensity (all significantly different compared with the 35% intensity; p < 0.001). By 
contrast, there were no differences in the magnetic flux density at the measurement points compared with the center of the 
stimulation coil for each strength. These results suggest that background noise is independent of the measurement location at 
19 mm above the stimulus coil for transcranial magnetic stimulation in the brain. This study showed that the background 
noise during the measurement of magnetic flux density may be removed using a simple measurement device.
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important to determine the detailed energy dynamics of 
transcranial magnetic stimulation in the cerebral cortex to 
understand the mechanisms underlying the effects of transcranial 
magnetic stimulation. 

However, there are very limited relevant studies because of 
the difficulties in accurately measuring magnetic stimulation 
strength caused by background noise introduced by the 
measurement system (e.g., from the cables). In a prior study 
using a magnetic flux density measurement at 75% TMS power, 
and a magnetic flux density at the center of the magnetic 
stimulation coil of approximately 250 mT, the magnetic flux 
density of the background noise was approximately 61 mT 23). 
Thus, approximately 25% of the measured magnetic flux density 
values were related to background noise. As such, it is important 
to assess the contribution of background noise during 
measurements of magnetic flux density measurement. The aim 
of the present study was to assess the background noise 
generated during the measurement of magnetic stimulation 
intensity using a simple system that measures background noise 
on the stimulation coil.  
 

2． Methods 
 
2.1 Experimental design 

A schematic of the experimental design for measuring 
background noise on a magnetic stimulation coil is shown in 
Figure 1. Background noise was measured at 19 mm above the 
magnetic stimulation coil 23-25). The magnetic flux density was 
measured using a probe consisting of a twisted pair cable (cable 
length: approximately 45 mm) and a lead-out cable (cable 
length: approximately 4,800 mm). Polyurethane copper wire 
(outer diameter of 0.6 mm) was used for the twisted pair cable. 
An acrylic pipe (300 mm) was used to keep the cable straight. 
The induced electromotive force (E) detected by the probe was 
fed to the resistor-capacitor (RC) integrator in the measuring 
system. The output voltage (vout) passing through the buffer 
amplifier was recorded by a digital oscilloscope (DS1054Z; 
Rigol Technologies Co. Ltd, Suzhou, China). The RC integrator 
consisted of a resistor (R; 4.217 kΩ) and a film capacitor (C; 
0.09967 µF), which were measured by an inductance–
capacitance–resistance meter (LCR-1983; Mothertool Co., Ltd., 
Nagano, Japan) at 1 kHz. The magnetic flux density (B) was 

 

Figure 1. Experimental design. The study was designed to determine the magnetic flux density (background noise) detected by the twisted pair cable and lead-
out cable without a sensor coil. The distance between the source of the magnetism and the measuring system was separated by a long distance by the lead-out 
cable. The tip of the twisted pair cable was short-circuited, and the opening surface connecting to the lead-out cable was parallel to the magnetic flux. The time 
constant (τ) of the integrator was τ >320 µs (magnetic stimulation pulse width) to avoid the measurement error. A space of 19 mm was assumed for the presence 
of the scalp, the skull, the cerebrospinal fluid, and a sensor for measuring the magnetic flux density 23-25). 
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calculated using formula (1). S indicates the area of the sensor 
coil. In this study, a one-turn (N = 1) sensor coil with a diameter 
of 8 mm was assumed 10). 

                    𝑩𝑩 = 1
𝑁𝑁𝑁𝑁 ∫ 𝐸𝐸 𝑑𝑑𝑑𝑑 ≃ 𝑅𝑅𝑅𝑅 𝑣𝑣𝑜𝑜𝑜𝑜𝑜𝑜

𝑁𝑁𝑁𝑁                  (1) 

Measurement points of the background noise were placed 
every 10 mm from the center of the stimulus coil to ± 50 mm on 
each x- and y-axis. The measurement data were analyzed using 
R (Welch t-test). 
 
2.2 Transcranial magnetic stimulation 

A super rapid stimulator (Magstim Co. Ltd, Whitland, 
Carmarthenshire, UK) and a magnetic stimulation coil (P/N 

4102-00; diameter of 70 mm; Magstim Co. Ltd) were used for 
magnetic induction. Magnetism was generated by transcranial 
magnetic stimulation with 10 pulses of a 320 µs pulse width. The 
stimulation frequency was approximately 0.1 Hz, and the 
magnetic intensity was 35%, 45%, 55%, 65%, 75%, and 85% of 
the magnetic stimulator output.  

 
3． Results 
 

The mean values of the magnetic flux density on the x-axis 
(a) and y-axis (b) of the figure-eight coil at each magnetic 
stimulation intensity are shown in Figure 2. At the 0.0 mm 
position (the intersection of the x- and y-axes), the magnetic flux 

 

 

Figure 2. Relationship between the 
magnetic flux density (mean) and 
measurement position on the 
stimulus coil. (a) The magnetic flux 
density on the x-axis. (b) The 
magnetic flux density on the y-axis. 
The dashed line indicates the 0.0 mm 
position in the center of the figure 
eight-shaped flat coil. 

 

 
Figure 3. Relationship between magnetic flux density (mean ± standard deviation) and magnetic stimulation intensity. (a) Mean ± standard deviation of 
the magnetic flux density on the x-axis on the stimulation coil. (b) Mean ± standard deviation of the magnetic flux density on the y-axis on the stimulation coil. 
(c) Mean ± standard deviation of the x- and y-axes on the stimulation coil. 
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density at 85% intensity was 74.646 ± 3.611 mT, at 75% was 
71.811 ± 3.282 mT, at 65% was 70.715 ± 2.989 mT, at 55% was 
66.777 ± 3.011 mT, at 45% was 63.968 ± 3.785 mT, and at 35% 
was 62.655 ± 1.651 mT. There were no differences in the 
magnetic flux density of each measurement position compared 
with the magnetic flux density at the 0.0 mm position for all 
magnetic stimulation intensities on the x- or y axes. 

The mean ± standard deviation of the magnetic stimulation 
intensity on the x-axis (a) and the y-axis (b) are shown in Figure 
3. For the x-axis, the magnetic flux density was 75.038 ± 4.221 
mT at 85% intensity, 72.040 ± 3.567 mT at 75% intensity, 70.735 
± 3.715 mT at 65% intensity, 67.386 ± 3.176 mT at 55% intensity, 
64.094 ± 2.941 mT at 45% intensity, and 62.050 ± 3.102 mT at 
35% intensity. By contrast, for the y-axis the magnetic flux 
density was 73.980 ± 3.864 mT at 85% intensity, 71.955 ± 4.375 
mT at 75% intensity, 69.825 ± 3.078 mT at 65% intensity, 67.372 
± 3.238 mT at 55% intensity, 64.046 ± 3.211 mT at 45% intensity, 
and 62.171 ± 3.097 mT at 35% intensity. There was a significant 
different in the magnetic flux density compared with 35% of 
magnetic stimulation intensity for each the x- and y-axis (p < 
0.001). However, there were no differences in the magnetic flux 
density of x-axis and y-axis, except for at 65% intensity (vs. 35%: 
p = 0.7727, 45%: p = 0.9068, 55%: p = 0.9734, 65%: p = 0.0490, 
75%: p = 0.8745, 85%: p = 0.0540). The overall (x-axis and y-
axis) mean ± standard deviation each magnetic stimulation 
intensity is shown in Figure 3(c). The mean magnetic flux 
density was 74.495 ± 4.131 mT at 85% intensity, 72.017 ± 4.059 
mT at 75% intensity, 70.236 ± 3.485 mT at 65% intensity, 67.439 
± 3.226 mT at 55% intensity, 64.080 ± 3.015 mT at 45% intensity, 
and 62.056 ± 3.201 mT at 35% intensity. There was a significant 
difference in the mean magnetic flux density compared with that 
at 35% intensity (p < 0.001). 

 
4． Discussion 
 

Previous studies have used a probe to measure the magnetic 
flux density on the stimulus coil during transcranial magnetic 
stimulation. This probe consists of a one-turn sensor coil, a 
twisted pair line, and a lead-out cable. These measured values 
also include the magnetic flux density (background noise) 
detected by the twisted pair cable and the lead-out cable 23). 
However, this background noise affects the accuracy of the 
magnetic flux density measurement. Thus, in the present study, 
we developed a simple measurement system to subtract the 
background noise generated by transcranial magnetic 
stimulation. 

The magnetic flux density is modulated by different 
measurement positions on the figure-eight flat coil 23). Therefore, 
we predicted that the background noise value would depend on 
the measurement position on the stimulus coil. We found that the 
magnetic flux density of the background noise was reduced by 
low intensities of magnetic stimulation. Specifically, background 
noise decreased by approximately 5% at magnetic stimulation 
intensities of 75% and 65%, by 10% at 55% intensity, and by 
approximately 15% at 45% and 35% intensities when compared 
with 85% magnetic stimulation intensity. Thus, the background 
noise value depended on the magnetic stimulation strength. 
However, these results suggest that for each strength, the 
background noise value remains constant regardless of the 
measurement position, such as on the x-axis or the y-axis. Note 
that there was a significant difference in background noise 
between the x- and y-axes at 65% intensity, which may be due to 
measurement error. 

It was previously reported that the subtraction process 
requires an off-line measurement to measure the magnetic flux 
density and background noise 23). The present findings suggest 
that the magnetic flux density at the center position on stimulus 
coil and background noise at far from center position on stimulus 
coil can be measured simultaneously. Thus, the measurement 
position of the background noise does not have to be the same as 
that for the sensor coil. Nevertheless, simultaneous measurement 
can cause interference between the two probes. As such, 
measurement of the magnitude of each effect is required. 

 
5． Conclusion 
 

We investigated the background noise generated during 
measurement of magnetic flux density using a sensor coil. The 
background noise was detected using a twisted pair line and a 
lead-out cable, without a sensor coil. Therefore, we utilized a 
dedicated probe to evaluate the background noise on the 
stimulation coil during transcranial magnetic stimulation. We 
found that the background noise value was dependent on the 
magnetic stimulation strength, but not the measurement position. 
This may help solve the problem of background noise during the 
measurement of magnetic flux density. 
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Abstract 

In recent years, the technology of portable devices has advanced remarkably, and in designing circuits for portable devices, 
circuits with low power consumption, fast operation speed, and small circuit area are required. One of the important circuits 
included in these computer architectures is a digital comparator, but if it is configured with conventional CMOS technology, it 
requires a large number of transistors, which adversely affects power consumption, operating speed, and circuit area. Some 
studies have realized a digital comparator with fewer transistors, but the problem is that the circuit operation becomes unstable. 
In this paper, we propose a digital comparator using a neuron CMOS with FGC function as a circuit element. As a result of 
using neuron CMOS, this circuit can realize a digital comparator with a much smaller number of transistors, and it operates 
stably by using the calibration function. The proposed circuit was verified to achieve the desired behavior by HSPICE 
simulation using SPICE parameters for OnsemiSanyo Semiconductor Manufacturing's 0.8-µm CMOS process. 
 
Key Words : Neuron CMOS, Portable device, Comparator, Integrated-circuit, Calibration  
 
 
１．はじめに 
 
近年､ラップトップPCや携帯電話､スマートウォッチ

など様々なポータブルデバイスが盛んに活用されるよう

になった｡そのポータブルデバイスの回路設計をする上

では､消費電力､回路面積､動作速度のパラメータが重要

となる｡ 
ポータブルデバイスのコンピュータアーキテクチャに

含まれる重要な回路の一つにディジタルコンパレータ 1)

がある｡ディジタルコンパレータは､ビット数の等しい2
つのバイナリデータの比較を行う回路であり､データの

並べかえをはじめとする様々なアルゴリズムで利用され

ている｡従来のCMOS技術を用いてディジタルコンパレ

ータを実現した場合､多数のトランジスタが必要になる｡

トランジスタが多くなることで回路面積の増大､消費電

力の増加､動作速度の低下の問題が発生するため､トラン

ジスタ数の少ない効率のよいディジタルコンパレータの

開発が求められている｡ 
トランジスタ数の少ない効率的なディジタルコンパレー

タとしてパストランジスタロジック（PTL）を用いた 
＊1 総合科学技術研究所 特定助手 
＊2 文理融合学部 地域社会学科 教授 
＊3 情報通信学部 情報通信学科 准教授 
＊4 文理融合学部 人間情報工学科 教授 

方式やトランスミッションゲート（TG）を利用した方

式 2),3)､ゲート拡散入力（GDI）を利用した方式 4)〜6)､フロ

ーティングゲートMOS（FGMOS）を利用した方式 7),8)

など様々なものが提案されている 9)｡これらは､従来の

CMOS技術を用いた回路に比べて少ないトランジスタ

数でディジタルコンパレータの実装が可能である｡特に

FGMOSを利用した方式は回路要素として容量が必要と

なるが､トランジスタ数を極めて少なくしたディジタル

コンパレータの設計が可能である｡しかし､この方式はト

ランジスタの温度変化による閾電圧変動の影響を受ける

問題がある｡また､フローティングゲートの初期電荷をリ

セットするため､チップ製造後にUV処理等が必要とな

る 10)｡ 
本研究では､FGMOSの一つであるFGのキャリブレ

ーション（FGC）機能を有するニューロンMOS11)を応

用したディジタルコンパレータを提案する｡本回路は先

に提案されているFGMOSの閾電圧変動の影響をなく

すことで安定動作を実現している｡また､従来のCMOS
技術やGDIを利用したディジタルコンパレータと比較

し､少ないトランジスタ数での設計が可能である｡ 
以下､第2章では､（FGC）機能を持ったニューロン

CMOSの回路構成と動作解析を行う｡第3章ではニュー

ロンMOSを応用したディジタルコンパレータの回路構

成と動作解析を行う｡第4章では､第3章の回路に一致機
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能を付加したディジタルコンパレータを提案し､HSPICE
を用いたシミュレーション､従来回路との比較を行う｡最

後に第5章でまとめを述べる｡ 
 
２．FGC機能を持ったニューロンCMOS 
 
  ニューロンMOS及びニューロンMOSを相補的に接

続したニューロンCMOSは､1989年に東北大学で開発

された複数の入力をもつデバイスであり､入力の重み付

き線形和によりインバータの閾電圧を可変にしている｡

このデバイスを用いることにより､従来のCMOS技術を

用いた方式に比べて非常に少ないトランジスタで様々な

論理機能を実現できる 11)｡ 
 
2.1  回路構成  図1に入力数をnとしたFGC機能を持

ったニューロンCMOSの回路図､図2にその等価回路を

示す｡本回路はCMOSインバータ用のトランジスタM1､

M2､FGCを行うためのトランジスタM3､入力端子と

CMOSインバータのゲート間の容量Ci（i=1,2,…,n）に

よって構成されている｡トランジスタM3は､キャリブレ

ーション信号CALがハイレベルのときON状態となる｡

このトランジスタがOFFの状態において､CMOSイン

バータのゲート部分は電気的にフローティングとなるた

め､この部分をフローティングゲート（FG）と呼ぶ｡本

回路は､入力電圧Vi（i=1,2,…,n）を任意の電圧に設定し

た状態でCMOSアナログスイッチをON状態にし､キャ

リブレーションを行うことでFGの電圧VFをCMOSイ

ンバータの閾電圧VTHに設定する｡その後､入力電圧を変

動させ､FGの電圧がCMOSインバータの閾電圧VTHを

超過すれば出力VOUTはローレベル､VTH未満であればハ

イレベルを出力する｡FGとVTHが等しい場合において

は､VOUTはVTHから変化しないがノイズ等の影響を受け

出力が定まらない｡そのため､この状態を避けて設計する｡ 
 
2.2  動作解析  FGC機能付きニューロンCMOSは､各

入力端子に任意の電圧を印加しCALをハイレベルにす

ることでフローティングゲートのキャリブレーション

(FGC動作)を行う｡このとき､FGの電圧VFは 
𝑉𝑉𝐹𝐹 = 𝑉𝑉𝑇𝑇𝑇𝑇 (1) 

となる｡これはCMOSインバータの入力と出力を接続す

ると出力電圧がCMOSインバータの閾電圧になること

を利用している｡この状態でCALをローレベルにし､ス

イッチをOFFにした状態で入力電圧をΔVi

（i=1,2,…,n）だけ変化させるとVFは､ 

𝑉𝑉𝐹𝐹 = 𝑉𝑉𝑇𝑇𝑇𝑇 +
∑ 𝐶𝐶𝑖𝑖∆𝑉𝑉𝑖𝑖

𝑛𝑛
𝑖𝑖=0

𝐶𝐶𝑇𝑇
      (2) 

図2 ニューロンCMOSの等価回路 

図１ ニューロンCMOSの回路図 

ニューロン CMOS を用いたディジタルコンパレータに関する一提案

－ 66 －



西口大嗣 矢原充敏 福原雅朗 藤本邦昭 

 - 13 - 

となる｡ここでCTはFGに接続された寄生容量CPを含

む容量の総和であり次式で示される｡ 

𝐶𝐶𝑇𝑇 =∑𝐶𝐶𝑖𝑖 + 𝐶𝐶𝑝𝑝
𝑛𝑛

𝑖𝑖=1
(3) 

CMOSインバータの出力VOUTは次式で示される｡ 

𝑉𝑉𝑂𝑂𝑂𝑂𝑂𝑂 = {
0 if 𝑉𝑉𝑇𝑇𝑇𝑇 ≤ 𝑉𝑉𝐹𝐹
𝑉𝑉𝐷𝐷𝐷𝐷 if 𝑉𝑉𝑇𝑇𝑇𝑇 > 𝑉𝑉𝐹𝐹

(4) 

式（4）に式（2）を代入すると 

𝑉𝑉𝑂𝑂𝑂𝑂𝑂𝑂 =

{ 
 
  0 if 𝑉𝑉𝑇𝑇𝑇𝑇 ≤ 𝑉𝑉𝑇𝑇𝑇𝑇 +

∑ 𝐶𝐶𝑖𝑖∆𝑉𝑉𝑖𝑖𝑛𝑛
𝑖𝑖=1
𝐶𝐶𝑇𝑇

𝑉𝑉𝐷𝐷𝐷𝐷 if 𝑉𝑉𝑇𝑇𝑇𝑇 > 𝑉𝑉𝑇𝑇𝑇𝑇 +
∑ 𝐶𝐶𝑖𝑖∆𝑉𝑉𝑖𝑖𝑛𝑛
𝑖𝑖=1
𝐶𝐶𝑇𝑇

(5) 

となり､これを整理すると 

𝑉𝑉𝑂𝑂𝑂𝑂𝑂𝑂 =

{
 
 

 
 0 if 0 ≤∑𝐶𝐶𝑖𝑖∆𝑉𝑉𝑖𝑖

𝑛𝑛

𝑖𝑖=1

𝑉𝑉𝐷𝐷𝐷𝐷 if 0 >∑𝐶𝐶𝑖𝑖∆𝑉𝑉𝑖𝑖
𝑛𝑛

𝑖𝑖=1

(6) 

 
となる｡以上より､FGC機能を持ったニューロンCMOS
はFGC動作時から変化した入力の重み付き線形和が0
を超えた場合にハイレベル､0未満の場合にローレベル

を出力する回路といえる｡また､式(6)より出力VOUTは

CMOSインバータの閾電圧VTHとゲート容量CTの影響

を受けないことが分かる｡ 
 
3．ニューロンCMOSを用いたディジタルコンパレータ 
 
3.1  提案回路の回路構成  入力データのビット数をN
としたFGC機能をもつニューロンCMOSによるディジ

タルコンパレータの回路図を図3に示す｡本回路はコン

パレータのビット数に応じたAND回路とNAND回路､

FGC機能をもつニューロンCMOS､2つのインバータ

INV1､INV2､FGC用のCMOSアナログスイッチによって

構成されている｡VDDは電源電圧である｡ニューロン

CMOSの閾電圧VTHは､トランジスタのゲート幅を調整

することでVDD/2となるように設計している｡ニューロ

ンCMOSに接続されている各容量の容量値は各データ

の0ビット目の容量を単位容量C（20C）とし､1ビット

目は2C（21C）､2ビット目は4C（22C）とビット数が

増えるごとに倍の容量となるように設計している｡また､

FGC動作後にFGの電圧VFとインバータの閾電圧VTH

が等しくならないようにするため､0.5Cの容量を追加し

ている｡ 
 

3.2  提案回路の動作解析  提案するニューロンCMOS
を用いたディジタルコンパレータは､まず､Nビットのデ

ータA（A0, A1,…,AN-1）､B（B0, B1,…,BN-1）にそれぞれ任

意の値を入れた状態でCALをハイレベルにすることで

FGC動作を行う｡CALがハイレベルの状態では INV1に

よって､すべてのNANDとANDに論理値0が入力され

るため､ANDの出力論理値はすべて0､NANDの出力論

理値はすべて1となる｡また､0.5Cの容量には論理値0
が入力される｡ 
次に､CALをハイレベルにすると1が入力されている

ANDゲートの出力が0から1に変化し､1が入力されて

いるNANDゲートの出力が1から0に変化する｡0.5C
の容量の入力は､0から1に変化する｡これより､式（6）
の重み付き線形和は次のように示すことができる｡ 

∑𝐶𝐶𝑖𝑖∆𝑉𝑉𝑖𝑖
𝑛𝑛

𝑖𝑖=1
= {∑(2𝑗𝑗𝐶𝐶𝐴𝐴𝑗𝑗 − 2𝑗𝑗𝐶𝐶𝐵𝐵𝑗𝑗)

𝑁𝑁−1

𝑗𝑗=0
+ 0.5𝐶𝐶}𝑉𝑉𝐷𝐷𝐷𝐷 (7) 

図3ニューロンCMOSを用いたディジタルコンパレータの回路図 

回路 
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なお､式においてnはニューロンCMOSの入力数､Nは

コンパレータのビット数であり､n=2N+1の関係にある｡

式（6）より､式（7）の重み付き線形和が0を超えると

ニューロンCMOSはローレベルを出力し､INV2がそれ

を反転することで出力OUTはハイレベルを出力する｡0
未満の場合､ニューロンCMOSはハイレベルを出力し､

INV2がそれを反転する事により出力OUTはローレベル

となる｡ 
具体的な動作を説明するために､ここでは入力データ

を2ビット（N=2､n=5）とした場合を考える｡一例とし

てデータAを（A1 A0）2 =（10）2データBを（B1 B0）2 
=（01）2とする｡この場合､式（7）よりニューロン

CMOSの重み付き線形和は､ 

∑𝐶𝐶𝑖𝑖∆𝑉𝑉𝑖𝑖
𝑛𝑛

𝑖𝑖=1
= { 20𝐶𝐶𝐶𝐶0 + 21𝐶𝐶𝐶𝐶1

−(20𝐶𝐶𝐶𝐶0 + 21𝐶𝐶𝐶𝐶1) + 0.5} 𝑉𝑉𝐷𝐷𝐷𝐷

= (2𝐶𝐶 − 𝐶𝐶 + 0.5𝐶𝐶)𝑉𝑉𝐷𝐷𝐷𝐷 (8)
 

となる｡これより､式（8）は0以上となるため式（6）よ

りニューロンCMOS出力はローレベルとなる｡この出力

が INV2によって反転されるため､提案回路の出力OUT
はハイレベルとなる｡ 
  続いて､データAが（10）2､データBが（11）2の場合

を考える｡式（7）よりニューロンCMOSの重み付き線

形和は 

∑𝐶𝐶𝑖𝑖∆𝑉𝑉𝑖𝑖
𝑛𝑛

𝑖𝑖=1
= (2𝐶𝐶 − 𝐶𝐶 − 2𝐶𝐶 + 0.5𝐶𝐶)𝑉𝑉𝐷𝐷𝐷𝐷 (9) 

となり0以下となる｡したがって､ニューロンCMOSの

出力はハイレベルとなり､それが INV2により反転される

ため､提案回路の出力OUTはローレベルとなる｡ 
更に､データAが（10）2､データBが（10）2の場合

を考える｡式（7）よりニューロンCMOSの重み付き線

形和は 

∑𝐶𝐶𝑖𝑖∆𝑉𝑉𝑖𝑖
𝑛𝑛

𝑖𝑖=1
= (2𝐶𝐶 − 2𝐶𝐶 + 0.5𝐶𝐶)𝑉𝑉𝐷𝐷𝐷𝐷 (10) 

となり0以上となるため､提案回路の出力OUTはハイ

レベルとなる｡データA､Bと出力OUTの関係を表1に
示す｡ 
以上より､提案回路はA≧Bの場合にハイレベル､A＜B

の場合にローレベルを出力するディジタルコンパレータ

として動作することが分かる｡ 
      
4．ニューロンCMOSを用いた一致検出可能なディジタ

ルコンパレータ 
 

4.1  回路構成と動作解析  前章で提案したディジタル

コンパレータは2つのデータの大小の比較は可能である

が､一致検出を行うことができない｡そこで､データの一

致検出可能なディジタルコンパレータを提案する｡図4
は､データの一致検出可能なディジタルコンパレータの

回路図である｡前章のディジタルコンパレータとの違い

は､FGに対して一致検出用の容量と入力端子CHECKを

図4 ニューロンCMOSを用いた一致検出可能な 

ディジタルコンパレータの回路図 

 
表1 ディジタルコンパレータの真理値表 
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設けた点である｡一致検出用の容量は単位容量Cとして

いる｡ニューロンCMOSの入力数が1つ増えたため入力

数nは2N+2となる｡ 

本回路の動作は､CHECKをハイレベルにした状態で

前章と同様に2つの入力データの比較を行う｡この時点

では､2つのデータA,Bの関係がA≧Bの場合にハイレベ

ル､A＜Bの場合にローレベルを出力している｡ 
ここで､2つのデータA,Bの関係がA=Bの場合を考え

る｡A=Bの状態では､ニューロンCMOSの重み付き線形

和は 

∑𝐶𝐶𝑖𝑖∆𝑉𝑉𝑖𝑖
𝑛𝑛

𝑖𝑖=1
= 0.5𝐶𝐶 (11) 

となる｡結果として､出力OUTはハイレベルとなってい

る｡この出力が安定した状態でCHECKをローレベルに

すると､ニューロンCMOSの重み付き線形和は 

∑𝐶𝐶𝑖𝑖∆𝑉𝑉𝑖𝑖
𝑛𝑛

𝑖𝑖=1
= 0.5𝐶𝐶 − 𝐶𝐶 (12) 

となり､出力OUTがハイレベルからローレベルに反転

する｡これより､本回路は一致の検出が可能となる｡A＞B
及びA＜Bの場合においては､CHECK端子をハイレベル

にしても出力OUTは変化しない｡データA,Bと出力の

関係を表2に示す｡以上より本回路の出力はA＞Bの場

合は常にハイレベル､A＜Bの場合は常にローレベル､

A=Bの場合にはCHECKをハイレベルからローレベルに

すると出力がハイレベルからローレベルに反転する一致

検出可能なディジタルコンパレータとして動作する｡ 
 
4.2  シミュレーション  比較するデータのビット数を4
にしたニューロンCMOSを用いた一致検出可能なディ

ジタルコンパレータのレイアウトを作成し､HSPICEシ

ミュレーションによりその動作を確認した｡図5は､シミ

ュレーションに用いた回路のレイアウトである｡シミュ

レーションには､オンセミ-三洋半導体製造社の0.8μm 

図5 ニューロンCMOSを用いた一致検出可能なディジタルコンパレータのレイアウト(4ビット) 
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図6 シミュレーション結果 

 

表2 一致検出付きディジタルコンパレータの真理値表 
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CMOSプロセスのSPICEパラメータを用い､電源電圧

VDDは5Vを使用した｡単位容量Cは､10.56fFで設計し

た｡ 
図6は､A>B､A<B､A=Bのそれぞれの場合におけるシ

ミュレーション結果である｡t1はCALをハイレベルにし

てFGC動作を開始した時点､t2はCALをローレベルに

した時点､t3はCHECKをローレベルにした時点である｡

図の時点 t2においてA≧Bの場合にフローティングゲー

ト電圧VFがインバータの閾電圧VTHを超え､出力はハイ

レベルとなる｡A<Bの場合ではVFがVTHを下回るため出

力はローレベルとなる｡また､時点 t3においてA=Bの場

合VHTがVFより高い状態から低い状態になり出力がハ

イレベルからローレベルとなる｡これより､提案回路は一

致検出可能なニューロンCMOSとして動作することが

分かる｡ 
 

4.3  従来回路との比較  従来技術で4ビットのディジ

タルコンパレータを作る際に必要なトランジスタ数は､

CMOS技術を用いた場合に176個､TG技術を用いた場

合116個､GDI技術を用いた場合では56個必要であっ

た 7)｡一方､ニューロンCMOSを用いた提案回路では46
個のトランジスタで4ビットディジタルコンパレータを

実現できる｡また､ビット数を増やす場合､CMOS技術を

用いると1ビットあたり54個のトランジスタの追加､先

行研究のニューロンMOSを用いたディジタルコンパレ

ータでは26個のトランジスタの追加が必要である 8)｡一

方､本回路ではビット数を増やす場合には､10個のトラ

ンジスタの追加で実現できる｡ただし､ビット数を増やす

ことで必要となる容量が指数関数的に大きくなるので､

回路面積の増大に注意が必要である｡ 
 
5．おわりに 
 
  本論文では､FGC付きニューロンCMOSを応用した

ディジタルコンパレータを提案し､レイアウトから抽出

したネットリストを用いたHSPICEシミュレーションに

よりその動作を確認した｡提案回路は､従来回路に比べ少

ないトランジスタ数で2つのバイナリデータの比較が可

能である｡今後は提案回路を実際にチップで作成し､その

動作や消費電力を確認したい｡また､多ビット化すると回

路面積が大きくなる問題に対して､さらなる検討を行う

予定である｡ 
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Abstract 
Assuming that there are plural dependent statistics and their joint probability density function is known, we arrange them in 
order of a size of value. In this study, we derive the explicit formulae of the probability density function of two statistics 
among the ordered statistics. Then, we derive the probability density function of the range of ordered statistics and discuss its 
applications. 
 
Key Words : All-pairwise comparison, Critical value, Multiple comparison with a control, Range of ordered statistics 

1． Introduction 
 
Assume there are plural statistics 𝑆𝑆1, 𝑆𝑆2,⋯, 𝑆𝑆𝐾𝐾. Arranging 

them in order of a size of value, assume  
𝑆𝑆(1) ≤ 𝑆𝑆(2) ≤ ⋯ ≤ 𝑆𝑆(𝐾𝐾). 

𝑆𝑆(1), 𝑆𝑆(2), ⋯ , 𝑆𝑆(𝐾𝐾) are called the ordered statistics. When 𝑆𝑆1, 
𝑆𝑆2,⋯, 𝑆𝑆𝐾𝐾 are independent and are distributed according to a 
same probability distribution, the explicit formula of the joint 
probability density function of 𝑆𝑆(𝑙𝑙) and 𝑆𝑆(𝑚𝑚) for 1 ≤ 𝑙𝑙 <
𝑚𝑚 ≤ 𝐾𝐾 is known. However, when 𝑆𝑆1, 𝑆𝑆2,⋯, 𝑆𝑆𝐾𝐾 are 
dependent, the explicit formula of that is not found. Imada 
(2022) derived that for dependent 𝑆𝑆1, 𝑆𝑆2,⋯, 𝑆𝑆𝐾𝐾 in a certain 
case.  
In this study, under the assumption that 𝑆𝑆1, 𝑆𝑆2,⋯, 𝑆𝑆𝐾𝐾 are 

dependent and their joint probability density function 𝑓𝑓(𝑠𝑠1, 
𝑠𝑠2,⋯, 𝑠𝑠𝐾𝐾) is known, we derive the explicit formula of the 
joint probability density function of 𝑆𝑆(𝑙𝑙) and 𝑆𝑆(𝑚𝑚) for 1 ≤
𝑙𝑙 < 𝑚𝑚 ≤ 𝐾𝐾. Then, we derive the probability density function 
of 𝑅𝑅(𝑙𝑙),(𝑚𝑚) = 𝑆𝑆(𝑚𝑚) − 𝑆𝑆(𝑙𝑙), which is the range of the ordered 
statistics 

𝑆𝑆(𝑙𝑙) ≤ 𝑆𝑆(𝑙𝑙+1) ≤ ⋯ ≤ 𝑆𝑆(𝑚𝑚). 
Furthermore, we discuss its applications.  
 
2. Joint probability density function of 𝑆𝑆(𝑙𝑙) and 𝑆𝑆(𝑚𝑚) for 
1 ≤ 𝑙𝑙 < 𝑚𝑚 ≤ 𝐾𝐾  
 
We determine the joint probability density function  

 

∗ Professor , Department of Human Information Engineering, Tokai University  

ℎ(𝑙𝑙),(𝑚𝑚)(𝑠𝑠(𝑙𝑙), 𝑠𝑠(𝑚𝑚))  of 𝑆𝑆(𝑙𝑙)  and 𝑆𝑆(𝑚𝑚)  for 1 ≤ 𝑙𝑙 < 𝑚𝑚 ≤ 𝐾𝐾   
Since  
 

ℎ(𝑙𝑙),(𝑚𝑚)(𝑠𝑠(𝑙𝑙), 𝑠𝑠(𝑚𝑚)) 

= 𝜕𝜕2

𝜕𝜕𝑠𝑠(𝑙𝑙)𝜕𝜕𝑠𝑠(𝑚𝑚)
𝑃𝑃(𝑆𝑆(𝑙𝑙) ≤ 𝑠𝑠(𝑙𝑙), 𝑆𝑆(𝑚𝑚) ≤ 𝑠𝑠(𝑚𝑚)), 

we derive the explicit formula of   
𝜕𝜕2

𝜕𝜕𝑠𝑠(𝑙𝑙)𝜕𝜕𝑠𝑠(𝑚𝑚)
𝑃𝑃(𝑆𝑆(𝑙𝑙) ≤ 𝑠𝑠(𝑙𝑙), 𝑆𝑆(𝑚𝑚) ≤ 𝑠𝑠(𝑚𝑚)). 

Assume 𝑑𝑑𝑠𝑠(𝑙𝑙) ≠ 0, 𝑑𝑑𝑠𝑠(𝑚𝑚) ≠ 0  Letting 
𝐺𝐺(𝑙𝑙),(𝑚𝑚)(𝑠𝑠(𝑙𝑙), 𝑠𝑠(𝑚𝑚)) 

= 𝑃𝑃(𝑆𝑆(𝑙𝑙) ≤ 𝑠𝑠(𝑙𝑙) + 𝑑𝑑𝑠𝑠(𝑙𝑙), 𝑆𝑆(𝑚𝑚) ≤ 𝑠𝑠(𝑚𝑚)) 
−𝑃𝑃(𝑆𝑆(𝑙𝑙) ≤ 𝑠𝑠(𝑙𝑙), 𝑆𝑆(𝑚𝑚) ≤ 𝑠𝑠(𝑚𝑚)), 

we obtain  
ℎ(𝑙𝑙),(𝑚𝑚)(𝑠𝑠(𝑙𝑙), 𝑠𝑠(𝑚𝑚)) 

= lim
𝑑𝑑𝑠𝑠(𝑙𝑙)→0,𝑑𝑑𝑠𝑠(𝑚𝑚)→0

 

×
𝐺𝐺(𝑙𝑙),(𝑚𝑚)(𝑠𝑠(𝑙𝑙), 𝑠𝑠(𝑚𝑚) + 𝑑𝑑𝑠𝑠(𝑚𝑚)) − 𝐺𝐺(𝑙𝑙),(𝑚𝑚)(𝑠𝑠(𝑙𝑙), 𝑠𝑠(𝑚𝑚))

𝑑𝑑𝑠𝑠(𝑙𝑙)𝑑𝑑𝑠𝑠(𝑚𝑚)
.   (2.1) 

Assume 𝑑𝑑𝑠𝑠(𝑙𝑙) > 0, 𝑑𝑑𝑠𝑠(𝑚𝑚) > 0  Then 
𝐺𝐺(𝑙𝑙),(𝑚𝑚)(𝑠𝑠(𝑙𝑙), 𝑠𝑠(𝑚𝑚) + 𝑑𝑑𝑠𝑠(𝑚𝑚)) − 𝐺𝐺(𝑙𝑙),(𝑚𝑚)(𝑠𝑠(𝑙𝑙), 𝑠𝑠(𝑚𝑚)) 

= 𝑃𝑃(𝑠𝑠(𝑙𝑙) ≤ 𝑆𝑆(𝑙𝑙) ≤ 𝑠𝑠(𝑙𝑙) + 𝑑𝑑𝑠𝑠(𝑙𝑙), 
𝑠𝑠(𝑚𝑚) ≤ 𝑆𝑆(𝑚𝑚) ≤ 𝑠𝑠(𝑚𝑚) + 𝑑𝑑𝑠𝑠(𝑚𝑚)) 

= 𝑃𝑃(𝑆𝑆(1) ≤ 𝑠𝑠(𝑙𝑙), ⋯ , 𝑆𝑆(𝑙𝑙−1) ≤ 𝑠𝑠(𝑙𝑙), 
 𝑠𝑠(𝑙𝑙) ≤ 𝑆𝑆(𝑙𝑙) ≤ 𝑠𝑠(𝑙𝑙) + 𝑑𝑑𝑠𝑠(𝑙𝑙), 𝑠𝑠(𝑙𝑙) + 𝑑𝑑𝑠𝑠(𝑙𝑙) ≤ 𝑆𝑆(𝑙𝑙+1) ≤ 𝑠𝑠(𝑚𝑚), 

⋯ , 𝑠𝑠(𝑙𝑙) + 𝑑𝑑𝑠𝑠(𝑙𝑙) ≤ 𝑆𝑆(𝑚𝑚−1) ≤ 𝑠𝑠(𝑚𝑚), 
𝑠𝑠(𝑚𝑚) ≤ 𝑆𝑆(𝑚𝑚) ≤ 𝑠𝑠(𝑚𝑚) + 𝑑𝑑𝑠𝑠(𝑚𝑚), 𝑠𝑠(𝑚𝑚) + 𝑑𝑑𝑠𝑠(𝑚𝑚) ≤ 𝑆𝑆(𝑚𝑚+1), 

⋯ , 𝑠𝑠(𝑚𝑚) + 𝑑𝑑𝑠𝑠(𝑚𝑚) ≤ 𝑆𝑆(𝐾𝐾)) 

Abstract
　Assuming that there are plural dependent statistics and their joint probability density function is known, we arrange 
them in order of a size of value. In this study, we derive the explicit formulae of the probability density function of 
two statistics among the ordered statistics. Then, we derive the probability density function of the range of ordered 
statistics and discuss its applications.
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= ∑
(𝑞𝑞1,⋯,𝑞𝑞𝑙𝑙−1),𝑞𝑞𝑙𝑙,(𝑞𝑞𝑙𝑙+1,⋯,𝑞𝑞𝑚𝑚−1),𝑞𝑞𝑚𝑚,(𝑞𝑞𝑚𝑚+1,⋯,𝑞𝑞𝐾𝐾)

 

× 𝑃𝑃(𝑆𝑆𝑞𝑞1 ≤ 𝑠𝑠(𝑙𝑙), ⋯ , 𝑆𝑆𝑞𝑞𝑙𝑙−1 ≤ 𝑠𝑠(𝑙𝑙), 
 𝑠𝑠(𝑙𝑙) ≤ 𝑆𝑆𝑞𝑞𝑙𝑙 ≤ 𝑠𝑠(𝑙𝑙) + 𝑑𝑑𝑠𝑠(𝑙𝑙), 𝑠𝑠(𝑙𝑙) + 𝑑𝑑𝑠𝑠(𝑙𝑙) ≤ 𝑆𝑆𝑞𝑞𝑙𝑙+1 ≤ 𝑠𝑠(𝑚𝑚), 

⋯ , 𝑠𝑠(𝑙𝑙) + 𝑑𝑑𝑠𝑠(𝑙𝑙) ≤ 𝑆𝑆𝑞𝑞𝑚𝑚−1 ≤ 𝑠𝑠(𝑚𝑚), 
𝑠𝑠(𝑚𝑚) ≤ 𝑆𝑆𝑞𝑞𝑚𝑚 ≤ 𝑠𝑠(𝑚𝑚) + 𝑑𝑑𝑠𝑠(𝑚𝑚), 𝑠𝑠(𝑚𝑚) + 𝑑𝑑𝑠𝑠(𝑚𝑚) ≤ 𝑆𝑆𝑞𝑞𝑚𝑚+1, 

⋯ , 𝑠𝑠(𝑚𝑚) + 𝑑𝑑𝑠𝑠(𝑚𝑚) ≤ 𝑆𝑆𝑞𝑞𝐾𝐾) 

= ∑
(𝑞𝑞1,⋯,𝑞𝑞𝑙𝑙−1),𝑞𝑞𝑙𝑙,(𝑞𝑞𝑙𝑙+1,⋯,𝑞𝑞𝑚𝑚−1),𝑞𝑞𝑚𝑚,(𝑞𝑞𝑚𝑚+1,⋯,𝑞𝑞𝐾𝐾)

 

∫ ⋯
𝑠𝑠(𝑙𝑙)

−∞
∫ ∫ ∫ ⋯

𝑠𝑠(𝑚𝑚)

𝑠𝑠(𝑙𝑙)+𝑑𝑑𝑠𝑠(𝑙𝑙)

𝑠𝑠(𝑙𝑙)+𝑑𝑑𝑠𝑠(𝑙𝑙)

𝑠𝑠(𝑙𝑙)

𝑠𝑠(𝑙𝑙)

−∞
∫

𝑠𝑠(𝑚𝑚)

𝑠𝑠(𝑙𝑙)+𝑑𝑑𝑠𝑠(𝑙𝑙)
 

∫ ∫ ⋯
∞

𝑠𝑠(𝑚𝑚)+𝑑𝑑𝑠𝑠(𝑚𝑚)

𝑠𝑠(𝑚𝑚)+𝑑𝑑𝑠𝑠(𝑚𝑚)

𝑠𝑠(𝑚𝑚)
∫

∞

𝑠𝑠(𝑚𝑚)+𝑑𝑑𝑠𝑠(𝑚𝑚)
 

𝑓𝑓(𝑠𝑠1, 𝑠𝑠2,⋯, 𝑠𝑠𝐾𝐾)𝑑𝑑𝑠𝑠𝑞𝑞1 ⋯  𝑑𝑑𝑠𝑠𝑞𝑞𝑙𝑙−1 𝑑𝑑𝑠𝑠𝑞𝑞𝑙𝑙𝑑𝑑𝑠𝑠𝑞𝑞𝑙𝑙+1 
⋯  𝑑𝑑𝑠𝑠𝑞𝑞𝑚𝑚−1 𝑑𝑑𝑠𝑠𝑞𝑞𝑚𝑚 𝑑𝑑𝑠𝑠𝑞𝑞𝑚𝑚+1 ⋯  𝑑𝑑𝑠𝑠𝑞𝑞𝐾𝐾 . 

Here, the summation is taken for all sorts of decompositions  
(𝑞𝑞1, ⋯ , 𝑞𝑞𝑙𝑙−1), 𝑞𝑞𝑙𝑙,(𝑞𝑞𝑙𝑙+1, ⋯ , 𝑞𝑞𝑚𝑚−1), 𝑞𝑞𝑚𝑚, (𝑞𝑞𝑚𝑚+1, ⋯ , 𝐾𝐾) 

of  (1,2, ⋯ , 𝐾𝐾)  Therefore, we obtain  

lim
𝑑𝑑𝑠𝑠(𝑙𝑙)→+0,𝑑𝑑𝑠𝑠(𝑚𝑚)→+0

 

×
𝐺𝐺(𝑙𝑙),(𝑚𝑚)(𝑠𝑠(𝑙𝑙), 𝑠𝑠(𝑚𝑚) + 𝑑𝑑𝑠𝑠(𝑚𝑚)) − 𝐺𝐺(𝑙𝑙),(𝑚𝑚)(𝑠𝑠(𝑙𝑙), 𝑠𝑠(𝑚𝑚))

𝑑𝑑𝑠𝑠(𝑙𝑙)𝑑𝑑𝑠𝑠(𝑚𝑚)
 

= ∑
(𝑞𝑞1,⋯,𝑞𝑞𝑙𝑙−1),𝑞𝑞𝑙𝑙,(𝑞𝑞𝑙𝑙+1,⋯,𝑞𝑞𝑚𝑚−1),𝑞𝑞𝑚𝑚,(𝑞𝑞𝑚𝑚+1,⋯,𝐾𝐾)

 

∫ ⋯
𝑠𝑠(𝑙𝑙)

−∞
∫ ∫ ⋯

𝑠𝑠(𝑚𝑚)

𝑠𝑠(𝑙𝑙)

𝑠𝑠(𝑙𝑙)

−∞
∫ ∫ ⋯

∞

𝑠𝑠(𝑚𝑚)
∫

∞

𝑠𝑠(𝑚𝑚)

𝑠𝑠(𝑚𝑚)

𝑠𝑠(𝑙𝑙)
 

𝑓𝑓(𝑠𝑠1, ⋯ , 𝑠𝑠(𝑙𝑙),⋯,𝑠𝑠(𝑚𝑚), ⋯, 𝑠𝑠𝐾𝐾)𝑑𝑑𝑠𝑠𝑞𝑞1 ⋯  𝑑𝑑𝑠𝑠𝑞𝑞𝑙𝑙−1 𝑑𝑑𝑠𝑠𝑞𝑞𝑙𝑙+1 
⋯  𝑑𝑑𝑠𝑠𝑞𝑞𝑚𝑚−1  𝑑𝑑𝑠𝑠𝑞𝑞𝑚𝑚+1 ⋯  𝑑𝑑𝑠𝑠𝑞𝑞𝐾𝐾.. 
Here 𝑓𝑓(𝑠𝑠1, ⋯ , 𝑠𝑠(𝑙𝑙),⋯,𝑠𝑠(𝑚𝑚), ⋯, 𝑠𝑠𝐾𝐾) is obtained by  
substituting 𝑠𝑠(𝑙𝑙) and 𝑠𝑠(𝑚𝑚) into 𝑞𝑞𝑙𝑙th component and  
𝑞𝑞𝑚𝑚th component of 𝑓𝑓(𝑠𝑠1, 𝑠𝑠2,⋯, 𝑠𝑠𝐾𝐾)  The above derivation is 
similar when 

𝑑𝑑𝑥𝑥(𝑙𝑙) > 0, 𝑑𝑑𝑥𝑥(𝑚𝑚) < 0, 
𝑑𝑑𝑥𝑥(𝑙𝑙) < 0, 𝑑𝑑𝑥𝑥(𝑚𝑚) > 0 

or 
𝑑𝑑𝑥𝑥(𝑙𝑙) < 0, 𝑑𝑑𝑥𝑥(𝑚𝑚) < 0. 

Therefore, we obtain  
ℎ(𝑙𝑙),(𝑚𝑚)(𝑠𝑠(𝑙𝑙), 𝑠𝑠(𝑚𝑚)) 

= ∑
(𝑞𝑞1,⋯,𝑞𝑞𝑙𝑙−1),𝑞𝑞𝑙𝑙,(𝑞𝑞𝑙𝑙+1,⋯,𝑞𝑞𝑚𝑚−1),𝑞𝑞𝑚𝑚,(𝑞𝑞𝑚𝑚+1,⋯,𝐾𝐾)

 

∫ ⋯
𝑠𝑠(𝑙𝑙)

−∞
∫ ∫ ⋯

𝑠𝑠(𝑚𝑚)

𝑠𝑠(𝑙𝑙)

𝑠𝑠(𝑙𝑙)

−∞
∫ ∫ ⋯

∞

𝑠𝑠(𝑚𝑚)
∫

∞

𝑠𝑠(𝑚𝑚)

𝑠𝑠(𝑚𝑚)

𝑠𝑠(𝑙𝑙)
 

𝑓𝑓(𝑠𝑠1, ⋯ , 𝑠𝑠(𝑙𝑙),⋯,𝑠𝑠(𝑚𝑚), ⋯, 𝑠𝑠𝐾𝐾)𝑑𝑑𝑠𝑠𝑞𝑞1 ⋯  𝑑𝑑𝑠𝑠𝑞𝑞𝑙𝑙−1 𝑑𝑑𝑠𝑠𝑞𝑞𝑙𝑙+1 
⋯  𝑑𝑑𝑠𝑠𝑞𝑞𝑚𝑚−1  𝑑𝑑𝑠𝑠𝑞𝑞𝑚𝑚+1 ⋯  𝑑𝑑𝑠𝑠𝑞𝑞𝐾𝐾 . 

 
3. Explicit formulae of probability density function of 
𝑅𝑅(𝑙𝑙),(𝑚𝑚) = 𝑆𝑆(𝑚𝑚) − 𝑆𝑆(𝑙𝑙)  
 
We derived ℎ(𝑙𝑙),(𝑚𝑚)(𝑠𝑠(𝑙𝑙), 𝑠𝑠(𝑚𝑚)) in Section 2. Then, the 

probability density function of 𝑅𝑅(𝑙𝑙),(𝑚𝑚) = 𝑆𝑆(𝑚𝑚) − 𝑆𝑆(𝑙𝑙) is 
given by  

𝑔𝑔(𝑟𝑟(𝑙𝑙),(𝑚𝑚)) = ∫ ℎ(𝑙𝑙),(𝑚𝑚)(𝑠𝑠(𝑙𝑙), 𝑟𝑟(𝑙𝑙),(𝑚𝑚) + 𝑠𝑠(𝑙𝑙))∞
−∞ 𝑑𝑑𝑠𝑠(𝑙𝑙). 

If 𝑙𝑙 = 1, 𝑚𝑚 = 𝐾𝐾 , the probability density function of 
𝑅𝑅(1),(𝐾𝐾) = 𝑆𝑆(𝐾𝐾) − 𝑆𝑆(1) is given by  

𝑔𝑔(𝑟𝑟(1),(𝐾𝐾)) = ∫ ℎ(1),(𝐾𝐾)(𝑠𝑠(1), 𝑟𝑟(1),(𝐾𝐾) + 𝑠𝑠(1))∞
−∞ 𝑑𝑑𝑠𝑠(1). 

 
4. Applications 
4.1. Determination of critical value of all-pairwise multiple 
comparison for normal means 
 
Assume there are 𝐾𝐾  normal populations 𝑁𝑁(𝜇𝜇1, 𝜎𝜎2) , 

𝑁𝑁(𝜇𝜇2, 𝜎𝜎2) , ⋯ , 𝑁𝑁(𝜇𝜇𝐾𝐾, 𝜎𝜎2) . We consider the all-pairwise 
multiple comparison for 𝜇𝜇1, 𝜇𝜇2, ⋯ , 𝜇𝜇𝐾𝐾  Specifically, we set up 
a null hypothesis and its alternative hypothesis as  

𝐻𝐻𝑖𝑖,𝑗𝑗: 𝜇𝜇𝑖𝑖 = 𝜇𝜇𝑗𝑗 vs  𝐻𝐻𝑖𝑖,𝑗𝑗
𝐴𝐴 : 𝜇𝜇𝑖𝑖 ≠ 𝜇𝜇𝑗𝑗        (4 1) 

for 1 ≤ 𝑖𝑖 < 𝑗𝑗 ≤ 𝐾𝐾  and consider the simultaneous test for 
them  Let 𝑋𝑋𝑘𝑘1 , 𝑋𝑋𝑘𝑘2 ,⋯ , 𝑋𝑋𝑘𝑘𝑛𝑛𝑘𝑘 be a sample from 𝑁𝑁(𝜇𝜇𝑘𝑘, 𝜎𝜎2) 
for 𝑘𝑘 = 1,2, ⋯ , 𝐾𝐾  Let  

𝑋̅𝑋𝑘𝑘 = 1
𝑛𝑛𝑘𝑘

∑ 𝑋𝑋𝑘𝑘𝑘𝑘

𝑛𝑛𝑘𝑘

𝑖𝑖=1
   (𝑘𝑘 = 1,2, ⋯ , 𝐾𝐾), 𝑁𝑁 = ∑ 𝑛𝑛𝑘𝑘

𝐾𝐾

𝑘𝑘=1
, 

𝑠𝑠 = √1
𝜈𝜈 ∑ ∑(𝑋𝑋𝑘𝑘𝑘𝑘 − 𝑋̅𝑋𝑘𝑘)2

𝑛𝑛𝑘𝑘

𝑖𝑖=1

𝐾𝐾

𝑘𝑘=1
 

where 𝜈𝜈 = 𝑁𝑁 − 𝐾𝐾  Tukey (1953) used a statistic  

𝑆𝑆𝑖𝑖,𝑗𝑗 =
|𝑋̅𝑋𝑖𝑖 − 𝑋̅𝑋𝑗𝑗|

√ 1
𝑛𝑛𝑖𝑖

+ 1
𝑛𝑛𝑗𝑗

𝑠𝑠
 

for testing (4.1). Specifying the critical value 𝑐𝑐 for testing 
hypotheses (4.1), if 𝑆𝑆𝑖𝑖,𝑗𝑗 > 𝑐𝑐, we reject 𝐻𝐻𝑖𝑖,𝑗𝑗. Otherwise we 
retain 𝐻𝐻𝑖𝑖,𝑗𝑗. We determine the critical value 𝑐𝑐 so that  

𝑃𝑃 ( max
1≤𝑖𝑖<𝑗𝑗≤𝐾𝐾

𝑆𝑆𝑖𝑖,𝑗𝑗 > 𝑐𝑐) = 𝛼𝛼 
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for a specified significance level 𝛼𝛼. Here, 𝑃𝑃(∙) is the 
probability measure under the assumption that all 𝐻𝐻𝑖𝑖,𝑗𝑗s are 
true. If all 𝐻𝐻𝑖𝑖,𝑗𝑗s are true, we can assume 𝜇𝜇1 = 𝜇𝜇2 = ⋯ =
𝜇𝜇𝐾𝐾 = 0 without loss of generality. If 𝑛𝑛1 = 𝑛𝑛2 = ⋯ =
𝑛𝑛𝐾𝐾 = 𝑛𝑛,  

𝑃𝑃 ( max
1≤𝑖𝑖<𝑗𝑗≤𝐾𝐾

𝑆𝑆𝑖𝑖,𝑗𝑗 > 𝑐𝑐) 

is formulated. Specifically,  

𝑃𝑃 ( max
1≤𝑖𝑖<𝑗𝑗≤𝐾𝐾

𝑆𝑆𝑖𝑖,𝑗𝑗 > 𝑐𝑐) 

= 1 − 𝑃𝑃 ( max
1≤𝑖𝑖<𝑗𝑗≤𝐾𝐾

𝑆𝑆𝑖𝑖,𝑗𝑗 ≤ 𝑐𝑐) 

 

= 1 −∑𝑃𝑃

(

 0 ≤
√𝑛𝑛2 (𝑋̅𝑋𝑘𝑘 − 𝑋̅𝑋𝑖𝑖)

𝑠𝑠 ≤ 𝑐𝑐 for 𝑖𝑖 ≠ 𝑘𝑘

)

 
𝐾𝐾

𝑘𝑘=1
 

= 1 − 𝐾𝐾∫ [∫ {Φ(𝑧𝑧) − Φ(𝑧𝑧 − √2𝑐𝑐𝑠𝑠0)}
𝐾𝐾−1𝜙𝜙(𝑧𝑧)𝑑𝑑𝑑𝑑

∞

−∞
]

∞

0
 

× 𝑔𝑔(𝑠𝑠0)𝑑𝑑𝑠𝑠0. 
Here Φ(𝑧𝑧) is the cumulative distribution function of 
𝑁𝑁(0,1), 𝜙𝜙(𝑧𝑧) is the probability density function of 𝑁𝑁(0,1) 
and 𝑔𝑔(𝑠𝑠0) is the probability density function of 𝑠𝑠0 = 𝑠𝑠/𝜎𝜎 
given by  

𝑔𝑔(𝑠𝑠0) =
𝜓𝜓𝜓𝜓/2

2(𝜓𝜓−2)/2Γ[𝜓𝜓/2] 𝑠𝑠0
𝜓𝜓−1exp [−𝜓𝜓𝑠𝑠0

2

2 ]. 

On the other hand, let  

𝑆𝑆𝑘𝑘 =
√𝑛𝑛𝑋̅𝑋𝑘𝑘
𝑠𝑠  

for 1 ≤ 𝑖𝑖 < 𝑗𝑗 ≤ 𝐾𝐾. (𝑆𝑆1, 𝑆𝑆2,⋯, 𝑆𝑆𝐾𝐾)′ is distributed 
according to 𝐾𝐾 -variate 𝑡𝑡-distribution with 𝜈𝜈 degrees of 
freedom and covariance matrix 𝐼𝐼𝐾𝐾. Here 𝐼𝐼𝐾𝐾 is 𝐾𝐾-
dimensional unit matrix. Arranging statistics 𝑆𝑆1, 𝑆𝑆2,⋯, 𝑆𝑆𝐾𝐾 in 
order of a size of value, assume  

𝑆𝑆(1) ≤ 𝑆𝑆(2) ≤ ⋯ ≤ 𝑆𝑆(𝐾𝐾). 
Letting 𝑅𝑅(1),(𝐾𝐾) = 𝑆𝑆(𝐾𝐾) − 𝑆𝑆(1), we obtain  

𝑃𝑃 ( max
1≤𝑖𝑖<𝑗𝑗≤𝐾𝐾

𝑆𝑆𝑖𝑖,𝑗𝑗 > 𝑐𝑐) = 𝑃𝑃(𝑅𝑅(1),(𝐾𝐾) > √2𝑐𝑐) 

Letting 𝑔𝑔(𝑟𝑟(1),(𝐾𝐾)) be the probability density function of  
𝑅𝑅(1),(𝐾𝐾), we obtain  

𝑃𝑃(𝑅𝑅(1),(𝐾𝐾) > √2𝑐𝑐) = ∫ 𝑔𝑔(𝑟𝑟(1),(𝐾𝐾))𝑑𝑑
∞

√2𝑐𝑐
𝑟𝑟(1),(𝐾𝐾). 

Specifically, the critical value 𝑐𝑐  of all-pairwise multiple 
comparison for a specified significance level can be obtained by  
the probability density function of 𝑅𝑅(1),(𝐾𝐾).  
 

4.2. Critical value of multiple comparison with a control for 
normal means 
 
We consider the multiple comparison with a control for 

comparing 𝜇𝜇1 with 𝜇𝜇2,⋯ , 𝜇𝜇𝐾𝐾 simultaneouly. Here, we 
assume  

𝜇𝜇1 ≥ 𝜇𝜇𝑘𝑘 
for 𝑘𝑘 = 2,3,⋯ , 𝐾𝐾 in advance of the test. We set up a null 
hypothesis and its alternative hypothesis as  

𝐻𝐻1,𝑖𝑖: 𝜇𝜇1 = 𝜇𝜇𝑖𝑖 vs  𝐻𝐻1,𝑖𝑖𝐴𝐴 : 𝜇𝜇1 > 𝜇𝜇𝑖𝑖        (4 2) 
for 𝑘𝑘 = 2,3,⋯ , 𝐾𝐾 and consider the simultaneous test for 
them. Dunnett (1955) used a statistic  

𝑆𝑆1,𝑖𝑖 =
𝑋̅𝑋1 − 𝑋̅𝑋𝑖𝑖
√ 1𝑛𝑛1 +

1
𝑛𝑛𝑖𝑖 𝑠𝑠

 

for testing (4.2). Specifying the critical value 𝑐𝑐 for testing 
hypotheses (4.2), if 𝑆𝑆1,𝑖𝑖 > 𝑐𝑐, we reject 𝐻𝐻1,𝑖𝑖. Otherwise we 
retain 𝐻𝐻1,𝑖𝑖. We determine the critical value 𝑐𝑐 so that  

𝑃𝑃 ( max
𝑖𝑖=2,3,⋯,𝐾𝐾

𝑆𝑆1,𝑖𝑖 > 𝑐𝑐) = 𝛼𝛼. 

Here 

𝑃𝑃 ( max
𝑖𝑖=2,3,⋯,𝐾𝐾

𝑆𝑆1,𝑖𝑖 > 𝑐𝑐) 

can be formulated. Specifically, letting 

𝜆𝜆1,𝑖𝑖 =
𝑛𝑛𝑖𝑖

𝑛𝑛1 + 𝑛𝑛𝑖𝑖
, 

we obtain  

𝑃𝑃 ( max
𝑖𝑖=2,3,⋯,𝐾𝐾

𝑆𝑆1,𝑖𝑖 > 𝑐𝑐) 

= 1 − 𝑃𝑃 ( max
𝑖𝑖=2,3,⋯,𝐾𝐾

𝑆𝑆1,𝑖𝑖 ≤ 𝑐𝑐) 

= 1 − 𝑃𝑃

(

 𝑋̅𝑋1 − 𝑋̅𝑋𝑖𝑖
√ 1𝑛𝑛1 +

1
𝑛𝑛𝑖𝑖 𝑠𝑠

≤ 𝑐𝑐 for 𝑖𝑖 = 2,3,⋯ , 𝐾𝐾

)

  

= 1 − 𝑃𝑃(√𝑛𝑛𝑖𝑖𝑋̅𝑋𝑖𝑖 ≤
√𝜆𝜆1,𝑖𝑖√𝑛𝑛1𝑋̅𝑋1 + 𝑐𝑐𝑐𝑐

√1 − 𝜆𝜆1,𝑖𝑖
 

for 𝑖𝑖 = 2,3,⋯ , 𝐾𝐾) 

= 1 −∑∫ ∫ Φ(√
𝜆𝜆1,𝑖𝑖𝑧𝑧 + 𝑐𝑐𝑠𝑠0
√1 − 𝜆𝜆1,𝑖𝑖

)
∞

−∞

∞

0

𝐾𝐾

𝑖𝑖=2
 𝜙𝜙(𝑧𝑧) 𝑔𝑔(𝑠𝑠0)𝑑𝑑𝑑𝑑𝑑𝑑𝑠𝑠0. 

On the other hand, (𝑆𝑆1,2, 𝑆𝑆1,3,⋯ , 𝑆𝑆1,𝐾𝐾) is distributed 
according to 𝐾𝐾 − 1 -variate 𝑡𝑡-distribution with 𝜈𝜈 degrees of 
freedom and covariance matrix (√𝜆𝜆1,𝑖𝑖𝜆𝜆1,𝑗𝑗).  Arranging 
statistics 𝑆𝑆1,2, 𝑆𝑆1,3,⋯ , 𝑆𝑆1,𝐾𝐾 in order of a size of value, assume  
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𝑆𝑆(1) ≤ 𝑆𝑆(2) ≤ ⋯ ≤ 𝑆𝑆(𝐾𝐾−1). 
Letting 𝑅𝑅(1),(𝐾𝐾−1) = 𝑆𝑆(𝐾𝐾−1) − 𝑆𝑆(1), we obtain  

𝑃𝑃 ( max
𝑖𝑖=2,3,⋯,𝐾𝐾

𝑆𝑆1,𝑖𝑖 > 𝑐𝑐) = 𝑃𝑃(𝑅𝑅(1),(𝐾𝐾−1) > 𝑐𝑐) 

Letting 𝑔𝑔(𝑟𝑟(1),(𝐾𝐾−1)) be the probability density function of  
𝑅𝑅(1),(𝐾𝐾−1), we obtain  

𝑃𝑃(𝑅𝑅(1),(𝐾𝐾−1) > 𝑐𝑐) = ∫ 𝑔𝑔(𝑟𝑟(1),(𝐾𝐾−1))𝑑𝑑
∞

𝑐𝑐
𝑟𝑟(1),(𝐾𝐾−1). 

Specifically, the critical value 𝑐𝑐 of multiple comparison with a 
control for a specified significance level can be obtained by  
the probability density function of 𝑅𝑅(1),(𝐾𝐾−1)  
 
5. Conclusions 
 
In this study, we discussed the joint probability density function 
of the ordered statistics constructed from plural dependent 
statistics. Specifically, we derived the probability density 
function of two statistics among the ordered statistics. Then, we 
derived the probability density function of the range of ordered 
statistics and applied it to determining the critical values of the 
all-pairwise multiple comparison procedure and the multiple 
comparison procedure with a control for normal means.  
However, there remain some problems to be solved in the 

future. We should clarify the advantage of determination of the 
critical values of the multiple comparison procedures by using 
the probability density function of the range of ordered 
statistics. Furthermore, we want to apply the probability density 
function of the range of ordered statistics to constructing more 
powerful stepwise multiple comparison procedures.  
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Abstract 
The authors conducted experiments on healthy participants with the aim of clarifying the relationship 
between subjective sense of the passage of time and EEG. As a result of analyzing the frequency 
spectrum structure of EEG when the elapsed time shown in the experiment was overestimated and 
underestimated, a difference was observed in the peak frequency of the alpha wave band in the occipital 
region. 
Key Words : EEG, Time sense, Spectral analysis 
 
 
１． はじめに 

 

同じ時間を過ごしたとしても、楽しい場合に時間は短

く感じ、退屈な作業中は長く感じる。本研究ではこれら

の経過時間感覚の差について脳波を用いて検討すること

を目的としている。脳波を用いて時間感覚の定量化が可

能になれば生活環境における時間感覚を客観的に評価で

きると考えている。例えば、病院の待ち時間などの待機

時間を短く感じさせるような環境を構築することなどに

応用できる可能性が期待される。 

 

1.1 研究の背景  

時間は心理学や神経科学などの分野で研究されてきた

がその実態は定かではなく、ヒトが時間を認識する方法

も不明である。しかし、本人にとって楽しい体験であれ

ば主観的な時間経過は加速し、その一方で、無意味な作

業中や退屈な体験では主観的な時間知覚が延長すること

が知られている[1]。このような時間に対する過大もし

くは過小評価はさまざまな錯覚で観察されている。ま

た、一般的に同じ感覚であれば刺激強度の大きいものほ

ど持続時間が長く感じられる。静止刺激よりも運動刺激

のほうが提示時間を長く感じられ、さらには低速よりも

高速な刺激の方が時間的に長く感じることが報告されて 
＊1 東海大学院工学研究科医用生体工学専攻 修士2年 
＊2 東海大学工学部医工学科 助教 
＊3  東海大学文理融合学部人間情報工学科 准教授 

＊4 東海大学工学部医工学科 教授 

いる[2]。 

しかし、これらの時間感覚の違いが発生する要因はい

まだ確かなものはなく、さまざまな時間認識モデルが存

在している。代表的なものとしては古典的な体内時計モ

デルであり、蓄積されたパルスを記録しカウントをする

ことで時間を調べているとされている。このパルスのペ

ースメーカーと考えられる脳波におけるα波周期との関

連性が示唆されている[3]。時間の知覚に関する研究で

は、心理学的手法や、神経モデルによって説明されてい

るが、生理学的な指標による客観的かつ定量的に満足で

きる報告は少ない。そこで、本研究では脳波を用いて、

主観的時間経過に関する情報を抽出できるかについて検

討する。 

 

2 実験方法 

 

 本研究では、先行研究において心理学実験で被験者の

体感時間感覚が変化したと考えられる条件下での脳波を

測定する事で、時間感覚との関連性を調べた。 

 

2.1 測定について 

 先行研究にウィナーらの研究[4]において１秒以下と

いった短時間の領域ではあるが、時間を過大評価する場

合、つまり刺激が実際よりも長く感じられる場合におい

ては頭頂部のα波帯域（8～14Hz）の脳波の周期が延長

することが確認されている。そのため、頭頂部に電極を

配置した。また、一般的な脳波におけるα波との関連を

Abstract
　The authors conducted experiments on healthy participants with the aim of clarifying the relationship between 
subjective sense of the passage of time and EEG. As a result of analyzing the frequency spectrum structure of EEG 
when the elapsed time shown in the experiment was overestimated and underestimated, a difference was observed in 
the peak frequency of the alpha wave band in the occipital region.

Key Words : EEG, Time sense, Spectral analysis
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観察するため後頭部にも電極を配置して測定を行った。

電極配置としては国際 10-20 法に基づき電極を

Fz,C3,C4,P3,P4,O1,O2,A1,A2,Cz (REF)とし、デ

ジタル脳波計でサンプリング頻度 250Hz で記録し

た。実験はノイズを抑制し与える刺激や環境をコント

ロールするために、シールドルーム内で行った。刺激提

示にはシールドルーム内に配置したモニターやスピーカ

ーを用いて実験を行った。 

 

2.2 測定項目について 

 本研究では先行研究において、時間感覚が変化すると

予想した単純な音刺激、単純作業課題を被験者に与え、

同時に脳波を測定し関連性について以下の実験を行っ

た。 

 

2.3 時間感覚の指標化 

 時間感覚の指標化の方法として、本研究では心理物理

学において用いられる一対比較法と再現法を用いた。一

対比較法とは比較したい刺激を２種類ずつ順序を入れ替

えてすべてのパターンで提示し、それぞれの刺激提示後

にどちらが長く感じたかをアンケートに記入させる方法

である。また、再現法は刺激の強度自体を数値として再

現させる方法で、本研究では刺激提示後に実刺激時間を

日常で過ごした場合と比べて、どれだけ長く感じるか、

もしくは短く感じるかを±５段階でアンケートに回答

させた。 

 

2.4 実験１ 単純音刺激での方法 

被験者は聴覚に異常のない20代5名の男女とした。

音刺激の提示回数が増えるごとに、体感時間が延長する

と考えて音刺激を設定した。0bpm（無刺激）、30bpm、

60bpm、120bpmのテンポでクリック音が鳴る音声15秒

を刺激とした。なお最初と最後の合図として特徴的な音

を提示し、それぞれの区間を比較可能にした。これら

の聴取後一対比較法によりどちらの刺激区間がよ

り長く感じたかを答えさせた。 

 

2.5 実験２ 単純作業下での方法  

 被験者は聴覚に異常のない20代7名の男女とした。

被験者には単調な作業課題として1分間、無作為に配置

した５本の線からなる図形をボールペンで紙に書き写さ

せる作業を行わせた。その際、音刺激として60bpm、

120bpmでクリック音が鳴る音声（メトロノーム）をス

ピーカーでそれぞれ視聴させた場合でも作業を行わせ

た。また、作業の有無による変化を観察するために作業

なしでのそれぞれの音声刺激を与えた。それぞれの作業

後に作業時間が実時間の１分に比べて、長く感じたか、

短く感じたかスケールを実時間の１分を０とし、±５

をそれぞれの極としたスケールを作成し、作業時間がど

の程度であったかアンケートを用いて答えさせた。ま

た、すべての作業が終わった後に再度評価を変更できる

ようにし、順序効果を排した。 

 

2.6 分析方法 

 脳波の分析はMATLABを用いてFFT周波数分布を調

べ、α波、β波、γ波及びθ波の成分と、提示した刺激

に対する時間感覚との対応関係を調べた。それぞれのチ

ャネルで刺激開始から１５秒間を１秒ごとに分割し、パ

ワースペクトルの変遷を求め、また平均することで周波

数の傾向を調べた。 

 

 

3 実験結果 

 

3.1 実験１ 結果 

 アンケートの結果、音刺激頻度と主観的な時間経過は

個人差が大きく、必ずしも高頻度で経過時間の過小評価

となる傾向はみられなかった。次に脳波スペクトルを比

較検討した。その結果７人中4人の被験者の後頭部の電

極に当たるO1,O2において、長く感じた場合にα帯域の

ピーク周波数の高周波化が見られる傾向が観察された。

特徴がよく出ている波形として、被験者１の開眼時にお

けるそれぞれのチャンネルで長く感じた場合、短く感じ

た場合のスペクトルを図１に示した。特徴的な点とし

て、右後頭部の電極に当たるO1において、長く感じた

場合にα帯域の高周波化が見られる。この高周波化は

O1以外の後頭周辺のチャンネルでも見ることができ、

頭頂部のチャンネルでは顕著ではなかった。 

 

 

 

図 1 被験者１人における後頭の平均脳波スペクトル 
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3.2 実験２ 結果 

 アンケートの結果、作業なしでは、時間経過の感じ方

に特定の傾向を示さなかったが、刺激アリでは7人中6

人は体感時間が実時間よりも短く感じる結果となった。

図2に作業課題を付加した場合の体感時間のアンケート

結果を示す。 

グラフの縦軸は刺激に対する時間評価、横軸は刺激の頻

度、折れ線はそれぞれの被験者を示している。刺激ごと

のアンケートからは、体感時間は （120bpm＞60bpm=>無

刺激）になる傾向が観察された。脳波においては8～

14Hzの範囲のα帯域の脳ピーク周波数が、アンケート

における時間感覚が短縮つまりは実時間より短く感じた

場合に低周波化していることが観察できた。例として2

名のデータを添付する。（図３、図４）矢印はそれぞれ

のピークを示す。図２の被験者１は、アンケートでは無

刺激、60bpm、120bpmの順で短く感じており、図３の被

験者２は120bpm、60bpm、無刺激の順で時間経過を短く

感じていた。これらのアンケートでの主観的時間感覚が

早く経過したと感じるにつれて8～14Hzのα波帯域成分

のピーク周波数が低周波化する傾向が観察された。 

 
 

 

4 考察 

4.1 実験１の考察 

 本研究で用いた音刺激の頻度は0.5Hz、1Hzおよび2Hz

であるため音刺激による引き込み現象でないことは明ら

かである。α帯域におけるピーク周波数が被験者によっ

ては確認できなかった理由として、一対比較を用いた本

実験では被験者に対する刺激提示回数が非常に多く、ま

た、音声刺激自体が単純であったため、呈示刺激に対す

る慣れが生じたためと考えられる。実際実験終了後にお

いて眠気を感じたといった感想や刺激自体に集中できな

かったという感想を多く受け取った。本実験での音刺激

の頻度が時間認識の基礎的なペースを作っているのであ

れば、脳内処理に何らかの作用を及ぼして、脳波の基礎

律動であるα帯域におけるピーク周波数に変化をもたら

している可能性が考えられる。 

4.2 実験２の考察 

 実験１で示されたO1の脳波のα帯域のピーク周波数

の変動示すことができた。また、作業中であってもメト

ロノームを用いた音刺激によって時間感覚とα波帯域の

ピーク周波数の対応関係の可能性を示すことができた。

1分間のパワースペクトルの変遷として、時間経過と共

にα帯域におけるピーク周波数のスペクトル自体が低下

する傾向が観察された 

 

5 今後の展望 

後頭部の電極におけるα帯域の脳波スペクトルと時間

感覚との関連性が観察された。本研究においては単純音

刺激や他にも、時間感覚を変化させうる条件として映像

刺激や嗅覚刺激、より複雑な音声刺激等で実験を行って

いる。今後はそれらを総合的に分析することで、より実

践的な環境における活用を目的として研究を進めていく

予定である。 
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図2 アンケート結果 

図３ 被験者１ の後頭脳波スペクトル 

図４ 被験者２ の後頭脳波スペクトル 
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Abstract 
The authors are conducting research on visual field measurement using SSVEP. We conducted an experiment using VR goggles 
to stabilize the position of visual stimuli. As a result of experiments with healthy participants, it was found that the SSVEP 
response tended to be suppressed as the visual field moved from the center to the periphery. However, a characteristically strong 
reaction was also observed in the peripheral visual field. We discussed the problems in applying the results of this study to 
visual field measurement. 
Key Words : EEG, SSVEP, Visual field 
 
 
１．はじめに 

 

1.1 研究の背景 

ヒトの視野は従来、片目で一点を見つめた時の範囲で

あり、一定の角度（有効視野）内における見え方の検査

を視野測定という[1]。この視野測定はGoldmann視野計

及び、ハンフリー視野計を用いて行われることが一般的

である。しかしこれらの機器を用いた測定法では、提示

された光が見えにくく測定が難しい。また見えているか

どうかの判断が患者の自己申告（主観的な判断）に頼ら

ざるを得ないといった、問題点が挙げられる。そのため

本研究では、人の視野内における対象光が見えているか

どうかの２値ではなくどの程度の知覚が生じているかか

という質的な側面において、客観的な測定を試みるため

に、視野の複数地点においてフリッカ刺激を提示するこ

とで、定常状態視覚誘発電位（Steady State Visual 

Evoked Potential:SSVEP）を測定した。 

近年、仮想現実(VR: Virtual Reality)が情報提示の

手段として注目されている。特に、リハビリテーション

や脳波測定においても、クリック１つで環境を変化させ

ることができるため刺激提示の方法として利用される。 
＊1 東海大学大学院工学研究科医用生体工学専攻 修士2年 
＊2 東海大学工学部医工学科 助教 
＊3 東海大学文理融合学部人間情報工学科 准教授 

＊4 東海大学工学部医工学科 教授 

1.2 目的 

本実験では、VRヘッドセットを用いて、２種の周波

数刺激(3Hz、5Hz)に対するSSVEPを測定し、脳波パワー

スペクトルの変化について観察し、視野の質的な面を検

討した。 

 

２．定常状態視覚誘発電位(SSVEP)の計測 

 

2.1  定常状態視覚誘発電位(SSVEP)  

視野内に光刺激を提示した場合、視覚野で生じる 

誘発電位を視覚誘発電位（Visual Evoked Potential: 

VEP）と呼ぶ。特にフリッカ刺激などの連続的な刺激

に対する視覚野の誘発電位は定常状態視覚誘発電位

（Steady State Visual Evoked Potential:SSVEP）と呼

ばれる。SSVEPはFFT解析を行うことによりパワースペ

クトル上で見ることができるが、例えば15Hzで点滅刺

激を提示した際には引き込み現象により15Hzの成分が

多く出現し、さらにその2倍、3倍の高調波の成分も観

察されることが知られている(Fig.1)[2]。また、パワー

スペクトル成分の大きさでは、中心視野と比較して周辺

視野におけるパワースペクトルの反応が小さくなること

が知られている [3]。また、SSVEPの中でも特に周波数

が1Hz未満(0.5～1Hz程)であるフリッカ刺激に対して

は刺激前後数100msのデータを抽出し、加算平均処理に

より刺激後の脳波の経時的な反応を観察することも可能
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Abstract
　The authors are conducting research on visual field measurement using SSVEP. We conducted an experiment using 
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であり、特にフリッカ刺激に対する注意の有無を比較し

てSSVEPの振幅が変化すること[4]や、注意を向けたフ

リッカ刺激に誘発されるSSVEPの位相が試行間で同期す

るためSSVEPにおける位相同期情報が注意の有無の１つ

の指標になり得る [5]。 

 本研究では、3Hzと5Hzの点滅刺激を視野の各地点に

対して提示しSSVEPを測定することで、視野の各刺激提

示位置における脳波の変化を観察する。 

３．実験 

 

3.1 実験刺激 

 実験に使用する刺激としていかに示す 4 種類の動画

刺激を作成した(Fig.2)。 

① 背景が黒色であり、３Hzで点滅するフリッカ刺激 

② 背景が黒色であり、５Hzで点滅するフリッカ刺激 

③ 背景が黄色であり、３Hzで点滅するフリッカ刺激 

④ 背景が黄色であり、５Hzで点滅するフリッカ刺激 

また、それぞれの刺激では画面中央の点を0度（中心

視）とし、周辺視野として画面中央から左右にそれぞれ

20度、40度、60度、さらに画面中央から上下に20度、

40度の点において刺激を 5秒間ずつ、3秒間のインタ

ーバルを挟んで提示した。また、刺激に使用した点は全

て半径５mmの円形で青色とし、観測者から30cmの距離

に提示されるよう調節を行った。 

 

 

3.2 実験手順 

20 代の眼科的に問題のない被験者のボランティアに

ご協力いただいた。 

シールドルーム内にて BRAINPRODUCT 社 Brain 

Vision Productを用いてBrain Vision Recorder  

V-AMP に接続し、脳波測定を行った。脳波の測定電極は

国際10-20法に従い頭部の6部位（P3,P4,P7,P8,O1,O2）

及び、基準としてA1,A2を使用し、電極と頭皮の接触イ

ンピーダンスは 10kΩ以下になるようにし、サンプリン

グ周波数を250Hz、ローカットフィルターを0.5Hz、ハイ

カットフィルターを49Hzに設定した。 

被験者には、シールドルーム内にて VR ゴーグルを用

いて「3.1 実験刺激」に記した①から④の動画を、両目、

右目のみ、左目のみで視聴させ、その時の脳波を測定し

た。 

 

3.4解析方法 

本実験で測定した3Hz、5Hz刺激時のデータについて

はそれぞれの刺激位置における5秒間のデータを、0.5

秒間ずつ重なるように９つのデータに分割した。それ

らの９つのデータに対してはそれぞれ FFT 解析を行っ

た。また、その９つのデータの平均を算出することでノ

イズ除去を行ったパワースペクトルを作成した。 

  

4.結果 

 

4.1 提示刺激の周波数を変化させた場合 

異なる 4種類の提示刺激(3Hzで背景黒色、5Hzで背

景黒色、3Hzで背景黄色、5Hzで背景黄色)から得られた

データに対しFFT解析を行った。 

最初に、ある被験者の左目に対して、黒色の背景下で

3Hzの点滅刺激を提示した時と、黒色の背景下で5Hzの

点滅刺激を提示した時のパワースペクトルを Fig.3 に

示す。 

Fig.3のグラフからそれぞれ3Hzと5Hz付近にパワー

スペクトルのピークを確認することができた。このグ

ラフのピーク値から、刺激提示位置０度の時とそのほ

かの刺激提示位置との相対値を算出しFig.4に示す。 

Fig.4 に示したそれぞれの点滅刺激時における刺激

位置ごとのスペクトル値を比較すると 3Hz 提示時は刺

激位置が左右どちらにおいても20度の時が最も大きく、

次いで40度、60度という結果になり、5Hz刺激提示時

のスペクトル値を比較すると視野右方向においては 60

度が最も大きく、次いで40度20度であり、視野左方向

においては最もスペクトル値が大きいのが60度、次い

で20度、40度という結果が確認できた。また、3Hz刺

激提示時には、中心視から離れるほどスペクトルが減

少する傾向、5Hz刺激提示時には、周辺視 60度におい

て最もスペクトルが大きくなる傾向が見られた。 

 

 

Fig. 2 実験に用いた刺激提示位置 

 

Fig.1 15Hzで視覚刺激時の周波数スペクトル[2] 
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4.2 提示刺激の背景色を変化させた場合 

次に、3Hz の点滅刺激を黒色の背景に提示した際と、

3Hz の点滅刺激を黄色の背景に提示した際のパワース

ペクトルをFig.5に示す。 

Fig.5のグラフからそれぞれ3Hz付近にパワースペク

トルのピークを確認することができたため、ピーク値

の比較を行うと、背景が黒色ケースでは、刺激位置が左

右どちらにおいても20度の時が最も大きく、次いで40

度、60 度の順に小さくなったが、背景が黄色のケース

においては、視野右方向において、20度が最も大きく、

次いで40度60度となった。次に、視野左方向において

は最もスペクトル値が大きいのが20度、次いで60度、

40度という結果になった。次に Fig.5に示した詳細な

数値をTable.1にまとめた。 

各刺激提示位置でのスペクトル値について大きさの

比較を行うと、背景が黒色の場合において大きな値で

あることが多く、さらに、平均値でもわずかに黒色優位

であることが分かった。また、周辺視野での反応におい

て背景が黒色の場合に中心視野との大きな違いが表れ

にくい傾向もみられた。 

 

 

Fig. 3 黒色の背景に3Hzの刺激を提示した際のパワースペクトル(上) 
   黒色の背景に5Hzの刺激を提示した際のパワースペクトル(下) 
 

 

  

  

  

  

   

   

                          
      

 

Fig. 4 3Hz及び5Hzの提示刺激における相対パワー値 

 
Fig. 5 黒色の背景に3Hzの刺激を提示した際のパワースペクトル(上) 
   黄色の背景に3Hzの刺激を提示した際のパワースペクトル(下) 
 

Table. 1 各刺激位置でのパワースペクトルピーク値 
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4.3 考察 

本実験では提示刺激を２種設定した。5Hzでは3Hzの

場合と比較して周辺視野での反応で脳波スペクトルが

増大する傾向が見られた。この傾向は、周辺視野に多く

分布する桿体細胞によるものであり、より素早い変化

によって鋭敏に反応していると考えられた。 

また、背景のコントラストを大きくした場合には全

体的なスペクトル値が小さくなる傾向が見られた。こ

の傾向は、黄色い背景の場合に、黒色の背景よりも光量

が大きくなったことで、杆体細胞の働きが抑制される

ことによる変化であると考えられた。 

最後に、周辺視野での反応において背景が黒色の場

合に中心視野との大きな違いが表れにくい傾向から、

背景が黒色の場合においては周辺視野において過剰な

反応がおこる可能性があると考えられ、これは、刺激の

注視によってスペクトルが増大することから黒色背景

によって周辺視での注意が大きくなる影響であると考

えられた。 
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